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元学園長

前学園長

創立者

◎学園の創立と敬
きょうでんいん

田院
　仁愛学園の歴史は1898（明治31）年に設立された婦人仁愛会教園
に始まる。創立者禿了教は、当時の日本が物の豊かさの追求に走る
あまり、人間としての大切な心を失っていく風潮を憂い、次の２点
を柱にして学園を設立した。
　まず第１は、すべての生命の尊厳と連帯に目覚める仏教思想を基
盤として、心豊かな社会の実現に貢献する意欲を持つ人材を育成す
る。第２は、西欧と比べて著しく遅れている女子教育の現状にかん
がみ、明るい知性と豊かな情操を持つ女子の教育から開始する。
　この２つの柱は、了教の留学体験から生れたものである。当時の
日本は欧化万能、物質文化偏重に流れ、日本の歴史文化が培った美
風を見失いつつあった。了教は欧米そのものを知らず、その文化基
盤も調べずにただ批判することは間違っていると考え、２年間留
学。主としてロンドンに滞在し、東洋学、宗教学の権威、オックス
フォード大学のマクス・ミュラー博士に師事した。
　そこで養われた世界的視野のもと、了教は日本の聖徳太子がすで
に、宗教的情操を基盤とする教育と福祉を、政治の根本に置かれた
ことの偉大さを発見した。具体的には太子が四

し

箇
か

院
いん

、即ち、敬
きょうでん

田院
（真実の法を敬う心をベースとした教育施設）、悲

ひ

田
でん

院（身寄りのな
い老幼の収容施設）、療

りょう

病
びょう

院（貧しい人のための医療施設）、施
せ

薬
やく

院
（薬草栽培所）を国政の最重要事として置かれたことである。
　帰国後、了教は長女すみと共に太子の廟に詣で、四ヶ院のうち、
教育施設としての敬田院と福祉施設としての悲田院に相当する事業
を福井の地で展開するために、一生を捧げる決意をした。このうち
敬田院に当るものが婦人仁愛会教園であり、本学園の始まりであ
る。ちなみに悲田院に当るものは、福井育児院として同じく1898年
に開設された。

◎『仁
じんあいけんさい

愛兼済』を建学の精神として
　「太子のご理想だった仁

じん

愛
あい

兼
けん

済
さい

の美徳を養うために」敬田院とし
て、本学園を創立したことを了教は書き記している。この仁愛兼済
が本学園の基本精神である。仁愛兼済という言葉は、『仏

ぶっせつむりょうじゅきょう

説無量寿経』
の一節であるが、本学園では次のように受けとめている。
　仁愛の「仁」は支え合う望ましい人間関係、「愛」は人間のみな
らず、すべての生命を敬愛する共生の認識、単なる知識ではなく、
限りなく生かされる生命の事実に気付き、感動することといって
よい。元来、仏教は釈尊の悟りにもとづくが、その内容は本当に
生きる智

ち

慧
え

に目覚めること（上
じょうぐ

求菩
ぼ だ い

提）と、人々を苦しみから解
放する実践（下

げ

化
け

衆
しゅ

生
じょう

）に要約される。「仁愛」はそのうち本当に
生きる智慧の自覚（上求菩提）に相当し、その学びの場が聖徳太
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元学園長

子が設けられた敬田院としての仁愛学園である。
　「兼

けんさい

済」とは、「兼ねて済
すく

う」と読み、仁愛の事実に目覚めるこ
とによって自己のあるべき姿を確立すると同時に、他者のために
働き出す実践の大切さを意味している。釈尊の悟りの下化衆生に
相当し、「仁愛」の自覚と感動が、他者のために働き出るエネル
ギーとなることを示している。聖徳太子の四ヶ院のうち敬田院は自
己のあるべき姿発見の場、残り三院は他者のために働く場とも見ら
れ、創立者は、四ヶ院の事業に仁愛兼済の精神を重ねて、太子の理
想と受けとめたものと思われる。
　かくして本学園は仁愛兼済の自覚と実践を期し、「仁愛」を学園
名として発足した。

◎四
し お ん

恩について
　本学園では、限りなく生かされる生命の事実の認識、「仁愛」を
具体的に自覚するために「四

し

恩
おん

」を知ることを心の礎
いしずえ

としてきた。
創立当初の学則によれば、「本校は四

し

恩
おん

報
ほう

尽
じん

のために明治31年４月
創立したるもの」という言葉で始まっている。
　本学園では創立以来、毎朝「今日一日の慎み」という５ヶ条の慎
みを唱和してきたが、それも「今日一日、四つの恩を忘れず……」
で始まっている。（８頁下段参照）
　四恩とは、私を私たらしめている見えない働き、お蔭さまを４つ
の視点から追及するということである。
　第１の視点、親・祖先とのつながり、いのちの深さ。私を生んだ
２人の親、４人の祖父母、８人の曽祖父母というふうにさかのぼる
と、この私を私たらしめている働きは、無限のいのちの背景を持っ
ていることに気づく。
　第２の視点、人々とのつながり、いのちの広さ。無限の祖先を支
えたまわりの人々の働きは更に無限である。１枚の紙、半切れの布
にも、どのくらい多くの人々の苦労の歴史を秘めていることか。
　第３の視点、自然とのつながり、いのちの重さ。その無限の人々
のいのちを支えた自然のいのちは更に更に無限である。１粒の米に
もいのちがあるとすれば、私は１日にどれだけのいのちの提供を受
けていることか。多くの生き物のいのちによって生かされる今日の
私のいのちの重さを感じること。
　第４の視点、仏とのつながり、いのちの尊さ。祖先、人々、自然
の働きの底にあって、すべてのいのちをそのものとして輝かそうと
する、いのち自体の願い、あるいは宇宙を貫く理法としか言いよう
のない、人間の思考を超えた働きを仰ぐこと。その働きを古代イン
ド語でアミターの働きと呼んでいる。
　この４つの重なり合い、支え合いによって生かされているととい
う感動が仁愛のこころである。学園の学びの出発点である。仁愛は
単なる校名ではなく、生命の事実の認識であり、あるべき人間行為
の原動力である。

◎「兼
けん

済
さい

」の実践と学園是
ぜ

（和
わぎょう

敬・精
しょうじん

進・反
はんせい

省）
　兼済の実践に当って、本学園では和敬・精進・反省の三つを学園
是 と し て 日 々 の 鏡 と し て き た 。 こ れ も 『 仏 説 無 量 寿 経 』 の

「修
しゅうろくわぎょう

六和敬・常
じょうぎょうほうせ

行法施・志
しゆうしょうじん

勇精進・心
しんふたいにゃく

不退弱・為
いせとうみょう

世灯明・最
さいしょうふくでん

勝福田」



（六和敬を修め、志勇にして精進し、世の灯たれ。それが人生で最
も勝れた福

しあわせ

の田
みなもと

である。）に拠
よ

っている。

和敬…「和」を実現するにあたり、経典には六和敬が示されている。
それは、身（行為）・口（言葉づかい）・意（心の持ち方）・戒

（つつしみ）・見（考え方）・利（思いやり）の六つの面で自己
中心の殻を破り、あらゆるものの働きの中にあることに気づ
き、「お蔭さま」と実感していくことである。特に口

く わ ぎ ょ う

和敬は、
挨拶などの言葉かけのことで、それは人間関係を築く発端と
なり、極めて重要である。

精進…「自信教人信」（まず自らが聞き学ぶことが他を教え信ぜしめ
ることになる）の歩み。

反省…法を鏡として、自身を省みる。仏教では「慚
ざ ん き

愧」という。
『涅

ねはんきょう

槃経』には「慚は人に羞
は

じること。愧は天に羞じること。
無懺愧は名付けて人とせず」と説かれている。

　前学園長禿了信は死の床にあってなお、「和敬・精進・反省を高
く掲げて、青い色は青いままで輝き、赤い色は赤いままで輝き合う
花園の学園を目指すように」と言い遺された。以後この三つの言葉
は学園是、生活の指針として大切にしてきている。

◎合　掌　
　仁愛学園では、「仁愛兼済」を建学の精神として掲げ、四恩のお
蔭を思い、何事にも敬

けい

虔
けん

な気持ちで接することを大切にしてきた。
１日１日を１回きりの出会いとして、学園で出会った人々には、ど
なたにもようこそ有難うという気持で挨拶を交してきた。その心が
姿に表れたものが合掌である。本学園では入学式も、卒業式も合掌
で始まる。合掌は自分の都合に合わせて何かを祈る姿ではなく、私
が生かされて今ここにあることへの感謝の姿である。その私を大切
にしますという決意の姿である。
　そしてその心は、学びに対しても、また困難なできごとに対して
も、前向きに取り組む原動力なのである。また、自己中心の殻を
破って他者のために尽くそうとする源

みなもと

なのである。
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◎仁愛大学 学歌
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１　仁愛大学建学の理念
　戦後の経済復興から急速な高度成長を経てきたわが国は、生活の
豊かさや利便性の向上など生活環境の大きな変化を遂げてきた一
方、現在では、政治・経済・国際関係等における構造的変革や少子
高齢化による社会構造・家族構成の変化に伴って、生活意識や価値
観の多様化を生み出している。物質的豊かさや便利さのみを追求す
るあまり、利己主義的な風潮が蔓延し、生命の尊厳性や連帯性につ
いての感覚が喪失したともいえる現象が増加している状況となって
いる。
　このような状況の中で、専門的人材を育成する高等教育の場にお
いても「自主性と自己責任意識、国際化・情報化社会で活躍できる
外国語能力・情報処理能力や深い異文化理解、さらには高い倫理観、
自己を理性的に制御する力、他人を思いやる心や社会貢献の精神、
豊かな人間性などの能力・態度」の涵養が求められるようになった。
　仁愛大学は、本学園の100年を超える「仁

じん

愛
あい

兼
けん

済
さい

」の理念を基盤
とする人間教育の伝統が、上記のような今日的課題に応え、貢献し
うるという認識にもとづき発足したものである。このことから、本
学の役割について「教育基本法及び学校教育法に従い、すべてのい
のちのつながりの尊重と相互敬愛の仏教精神を基本とし、豊かな人
間性の涵養と専門の学芸の教授研究を通して、社会の発展に寄与す
る有為な人材を育成することを目的とする。」（仁愛大学学則第1条）
と定めている。仏教の生命観である自然との共存や調和の理念をさ
らに深める教育研究活動を展開し、もって社会の健全な発展に寄与
したいという願いが、仁愛大学の建学の理念といえよう。

2　地域と仁愛大学
　1979（昭和54）年、武生市（当時。現在は越前市）から仁愛女子
短期大学の一部を武生市に移転するよう強く要望された。仁愛教育
を市の文化推進の中核にしようという、武生市挙げての要望に応
え、1982（昭和57）年、仁愛短大武生キャンパスが開設された。同
時に市と学園の間で「4年制大学の設置を目指す」という覚え書が
交された。
　福井県側からも、地域貢献の能力と志を持った人材を育てる共学
4年制の大学設置の要望を受け、武生市の更なる支援による公私協
力方式という枠組みのもと、2001年4月、21世紀の幕明けの年に仁
愛大学は発足した。大学のグラウンド記念碑にも、本学学生に寄せ
る当時の市長三木勅男氏のメッセージが刻まれている。



３　キャンパスのモニュメント
　本学のキャンパスには、建学の精神にもとづいた種々のモニュメ
ントがある。そのうちの代表的なものをいくつか紹介する。

【シンボルタワー】
高さ15ｍの鉄柱が２本ずつ向きあうかたちで６対（12本）立ってい
る。これは東・西・南・北・上・下の６方向、つまり全方向からの
無限の支えによって、生かされている生命の事実に目覚め、それと
響きあって合掌する人間のあり方を示している。鉄柱でかこまれた
池の中央には、聖徳太子の幼少時の合掌像が安置されている。これ
は多くの人々に真実の目覚めをうながした仏教の歴史を象徴してい
る。

【正門碑】

この言葉は、『仏説無量寿経』の中の「為
い

世
せ

灯
とうみょう

明（世の灯明と為
な

ら
ん）」という文に拠

よ

っている。本学で学ぶ者は、生きとし生けるも
のが共に支えあい、その命を輝かせあう美

うるわ

しい世を拓
ひら

くための灯
ともしび

と
なることを目標に学んでほしい、という願いを示している。文字は
前学園長 禿 了滉の筆によるものである。

【悉
しっ

曇
たん

名
みょう

号
ごう

碑
ひ

】

悉
しっ

曇
たん

とはサンスクリット語Siddhamの音写で、完成・至高の意。サ
ンスクリット語を表記する書体の一つで最も尊い書体とされる。碑
文をローマ字で表すと「namomitãyuse namomitãbhãya」となり、

「帰
き

命
みょう

無
む

量
りょう

寿
じゅ

・南
な

無
む

無
む

量
りょう

光
こう

」と漢訳される。「すべての生命は限
りない寿

いのち

と光への願いに貫かれている。その生命の根源に目覚めよ」
との意味である。本学開学の基本理念として、前学園長 禿 了滉の恩
師 長尾 雅

が

人
じん

京都大学名誉教授が93歳のご高齢を以って本学のため
に揮

き ご う

毫されたものである。

【響
こう

流
る

】

真実の教えが私たち一人一人の胸の奥底に響き流れて生命がいきい
きと輝くようにという願いをこめて「響

こう

流
る

」と名づけられた。清流
がすべての方向に、絶え間なく流れて、すばらしい生命の自覚をう
ながしている。「正

しょう

覚
がく

大
だい

音
おん

・響
こう

流
る

十
じっ

方
ぽう

」（仏の真実の教えは大音と
なって、あらゆる方向にその響きが流れわたる。）「汝

にょ

自
じ

当
とう

知
ち

」（汝
なんじ

、
自らまさに知るべし）という『仏説無量寿経』の言葉に拠っている。

【厳
いつき

グラウンド】

2004年３月完成の屋外運動施設を総称して厳グラウンドと呼ぶ。
「厳」とは仏教の荘

しょう

厳
ごん

（サンスクリットvyũha ）に基づく語で、す
べての生命を限りなく輝かそうという仏の願いを受けて、個々のい
のちがそれぞれに輝くという意味である。グラウンドに立つ一人一
人が、「そのいのち輝け」という仏願に目覚めようという自覚をう
ながす言葉である。
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４　仁愛大学学章・コミュニケーションマーク

【学　章】
学章は、６片の松葉が「ＪＵ（Jin-ai University）」
という文字を囲んだ形をしている。常緑の松葉
は、希望と不屈の取り組みを象徴し、６という数
は東西南北上下の6方向、すなわち天地万物に生

かされている生命の尊厳性の自覚を示し、全体として「いのちの尊
さ」に目覚めることを学びの基本とする本学の願いを表している。
学園章は「JU」の代わりに「仁愛」を６片の松葉が囲んでいる。

【コミュニケーションマーク】
コミュニケーションマークは、1998年に仁愛学園
創立100周年を迎えたのを記念して制作されたも
ので、２色刷りとなっている。最上部の円は常緑
の松葉色で、本学園の「和」の精神を象徴。３本
の曲線は、和敬・精進・反省の３つの実践による

飛躍を表し、本学園の教育機関（幼稚園・高等学校・短期大学・大
学）ごとに異なる色が用いられている。

５　開学記念日（５月12日）
　仁愛学園は1898（明治31）年に創立されたが、当初から父禿了教
と共に学園の教育と運営にあたった禿すみ（当時22歳）は、その生
涯のすべてを仁愛学園の発展のために捧げた。第２次世界大戦が末
期をむかえた1945（昭和20）年７月、福井市は大空襲で壊滅的な打
撃を受けたが、すみはその時うけた火傷が尾を引き、1950（昭和25）
年５月12日、74歳の生涯を学園の仮校舎の一室で閉じた。法名 須彌
院 釋妙眞。
　それ以来、本学園は５月12日をもって学園創立の心に立ち返り、
すみらのご苦労を偲ぶ開学の記念日とした。
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６　讃
さん

仏
ぶつ

会
え

　本学では、建学の精神の高揚を目的として、「讃仏会」と称する
集会を実施する。この集会は、長期休暇期間を除いた毎月の指定さ
れた日の２限目終了後、15分間の日程で行われ、教職員・学生が衆

しゅう

会
え

ホールに集まって開かれる。その内容は、およそ次のとおりであ
る。

１ 礼
らい

拝
はい

　音楽が流れる中、理事長（センター長）のリードで衆会
ホール正面にある光輪に向かって礼拝する。光輪とは、
太陽の光がすべての生命に注がれるように、仏の智慧が
生きとし生けるものに行き渡ることを象徴してかたどら
れた仏教のシンボルである。

２ 感話　本学の教員・職員の中から、あらかじめ依頼した １名の
人が前に出て日ごろ感じていること、人生上で経験した
大切なこと、皆に伝えたいことなどを話す。このような
発表を通じて、自分以外の人たちの考え方・生き方を知
り、他の人々とのコミュニケーションを深めたり、自分
の生き方の参考にしたりする機会を提供する。

３ 合掌　最後に、このような機会を持てたことを感謝して光輪に向
かって合掌する。その間、静かに音楽が流れる。

以上が讃仏会の内容である。本学での４年間の学生生活にとって有
意義なものとなるよう、一人一人がこの機会を自主的に活用するこ
とが望まれる。

７　仁愛大学の沿革

仁愛大学開学。初代学長に石田慶和就任
人間学部（心理学科・コミュニケーション学科）開設
宗教教育研究センター設置
心理臨床センター設置（現 附属心理臨床センター）
屋外運動場「厳グラウンド」竣工
第二代学長に薗田坦就任
大学院人間学研究科心理学専攻（臨床心理コース）開設

（日本臨床心理士資格認定協会第１種指定大学院）
人間生活学部（健康栄養学科・子ども教育学科）開設
第三代学長に糸川嘉則就任
大学院人間学研究科心理学専攻を臨床心理学専
攻に専攻名称変更
第四代学長に禿正宣就任
第五代学長に田代俊孝就任

2001（平成13）年４月

2003（平成15）年７月
2004（平成16）年４月
2005（平成17）年４月

2009（平成21）年４月
2011（平成23）年４月

2014（平成26）年４月
2018（平成30）年４月
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仁愛大学は、教育基本法および学校教育法に遵い、すべてのいのちのつながりの尊重と相互敬愛の仏教精神を基本とし、豊かな人間性の涵養と専門
の学芸の教授研究を通して、社会の発展に貢献する有為な人材を育成することを目的としています。そのため、本学では、次に掲げる能力を身につけ、
それらを総合的に活用できる人材を養成することを目的としています。

子ども教育学科は、豊かな人間性と倫理観を身につけ、幅
広い視野から物事をとらえ、現代の人間生活の諸課題の解
決や支援に当たりうる幅広い教養と確かな知識・技能を学
び、子どもの教育と保育に関する教授研究を通して、支援の
技術を備え、子どもの健全な育成と福祉の向上に貢献でき
る有為な人材を育成することを目的としています。そのた
め、子ども教育学科では、学則にもとづいて所定の単位を修
得し、次に掲げる能力を身につけた学生に「学士（教育
学）」の学位を授与します。

●教育・保育の本質及び目的に関する知識を身につけてい
る。
●教育・保育の内容及び指導の方法を身につけている。
●教育・保育の表現技術を身につけている。
●教育・保育の対象について理解している。

●教育者・保育者に求められる論理的思考力、主体的判断
力、総合的表現力を備えている。
●教育・保育の実践を振り返り、改善に向けて誠実に取り
組む態度を身につけている。
●保護者及び地域の子育て支援の意義を理解し、的確な判
断力と支援方法を身につけている。

●教育者・保育者として課題を見いだし、その解決に向けて
主体的に取り組む意欲及び他者と協働して解決に取り組
む態度を身につけている。
●豊かな人間性と相互敬愛の精神をもって、子どもの健全
な育成と福祉の向上に寄与できる。

健康栄養学科は、豊かな人間性と倫理観を身につけ、幅広
い視野から物事をとらえ、現代の人間生活の諸課題の解決
や支援に当たりうる幅広い教養と確かな知識・技能を学
び、健康と栄養に関する高度な知識と技術を有し、医療、地
域、保健、福祉、教育、産業のあらゆる分野において人々の
健康の保持・増進に貢献することのできる管理栄養士の養
成を目的としています。そのため、健康栄養学科では、学則
にもとづいて所定の単位を修得し、次に掲げる能力を身に
つけた学生に「学士（栄養学）」の学位を授与します。

●チーム医療の一員として、傷病者に対する適切な栄養管
理を行える力を身につけている。
●地域、保健、福祉、産業の場の人々の栄養状態を把握し、
個別栄養評価プログラムを提案し、行動変容を支援でき
る力を身につけている。
●学校における「栄養・食教育」および地域社会の特色を
活かした健康づくりを担うことができる力を身につけてい
る。
●栄養学・食品学の専門知識を活かした基礎研究および商
品開発ができる力を身につけている。

●管理栄養士に求められるコミュニケーション能力を身に
つけている。
●管理栄養士に求められる論理的思考力、判断力ならびに
表現力を身につけている。

●あらゆる分野において人々の健康に関わる課題を見出
し、その解決・改善に向けて主体的に取り組む意欲と態
度を身につけている。
●人々の健康の保持・増進に高い関心を示し、他者と協働し
て社会に貢献する意欲と態度を身につけている。

●いのちの尊厳と相互敬愛の精神を理解し、豊かな人間性を身につけている。
●大学生としての基礎的能力並びに専門的、実際的な知識・技能を修得している。ࣝ・理ղ・ٕ

●幅広い視野から物事をとらえ、倫理観に裏づけられた的確な判断を下すことができる。ྗߟࢥ・அྗ・දྗݱ

●探究的な意欲と協働的な態度を備えて、社会の発展に寄与することができる。ؔ৺・ҙཉ・ଶ
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子ども教育学科の教育課程は、豊かな人間性と倫理観を身
につけ、幅広い視野から物事をとらえる能力及び現代の人
間生活の諸課題の解決や支援に当たりうる幅広い教養を身
につけるための「学部共通科目」と小学校教諭、幼稚園教
諭、保育士、児童厚生一級指導員の免許・資格を取得する
ための「専門科目」によって構成しています。

●教育・保育の基礎理論を学び、その本質や目的について
学びます。
●教育・保育の対象となる乳児、幼児、児童等の発達につ
いて学びます。
●幼稚園や小学校等で展開する教育・保育の内容を理解
し、それらの指導方法を習得します。
●教育・保育の内容の実践に求められる音楽・身体・言語・
図工等の表現技術を身につけます。

●保護者及び地域の子育て支援の意義を学び、支援に必要
な判断力と支援の方法を身につけます。
●学外実習を通して教育・保育の実践能力とともに実践後
の振り返る態度を身につけます。

●探究的並びに協働的な態度をもって、人間生活の諸課題
の解決に向けて主体的に取り組み、子どもの健全な育成
と福祉の向上に寄与できる能力を涵養します。

●教室外学修の課題を通して授業科目の知識・理解・技能
の向上を図っています。
●学生の課題発表等、学生の主体的な活動を授業に取り入
れ、思考力・判断力・表現力の向上を図っています。
●模擬授業や模擬保育を授業にふんだんに取り入れたり、
地域の教育・保育の現場を見学する機会を設けたりして、
思考力・判断力・表現力の修得を図っています。
●学外実習を1年次から行い、4年間で19週間という多くの
実習を通して教育・保育の実務に対する関心・意欲・態度
の修得を図っています。
●自己認識シートを活用して、学生の自己評価を行うととも
に、教員との面談を通して振り返りを行っています。

健康栄養学科の教育課程は、豊かな人間性と倫理観を身に
つけ、幅広い視野から物事をとらえる能力及び現代の人間
生活の諸課題の解決や支援に当たりうる幅広い教養を身に
つけるための「学部共通科目」と管理栄養士国家試験受験
資格および栄養士、栄養教諭、食品衛生管理者、食品衛生
監視員の免許・資格を取得するための「専門科目」によって
構成しています。「専門科目」は①基礎分野、②専門基礎分
野、③専門分野、④特別演習・卒業研究、を積み上げ、⑤関
連科目、⑥教職科目（栄養教諭）を体系的に配し学習効率
を高めるカリキュラム構造になっています。

●チーム医療に求められる、傷病者に対する適切な栄養管
理を学びます。
●地域、保健、福祉、産業の場において求められる、栄養状
態の把握、個別栄養評価プログラムの提案、行動変容の
支援について学びます。
●学校における「栄養・食教育」および地域社会の特色を
活かした健康づくりを学びます。
●基礎研究および商品開発に求められる、栄養学、食品学
の専門知識を学びます。

●管理栄養士に求められる、他職種および対象者とのコ
ミュニケーション能力、論理的思考力、判断力ならびに表
現力を身につけます。

●あらゆる分野において人々の健康の保持・増進に関わる
課題を見出し、その解決・改善に向けて他者と協働して主
体的に取り組み、社会に貢献する意欲と態度を身につけ
ます。

●「基礎生物学」「基礎化学」などの基礎科目を開講し、専
門科目において知識・理解・技能を修得するための基礎
学力の向上を図っています。
●各科目の復習として夏期および春期の長期休暇には、直
前に履修した科目の課題を課し、休暇明けに確認試験を
実施しています。履修直後の復習により、知識・理解・技
能の定着を図っています。
●あらゆる分野で実験・実習科目を開講し、思考力・判断
力・表現力の修得を図っています。
●臨地実習により、管理栄養士の実務に対する関心・意欲・
態度ならびに実践能力の修得を図っています。
●外部試験として栄養士実力認定試験を実施し、学修到達
度を測っています。
●成績の個別モニタリングを行い、個別指導を行っていま
す。

1
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⑴  全学共通科目、人間学関連科目
●豊かな人間性と倫理観を身につけ、幅広い視野から物事をとらえ、的確な判断を下すことができる力を養います。
⑵  環境・健康科目、外国語科目、情報科目、修学基礎・キャリア形成科目
●大学生としての基礎的能力並びに現代の人間生活の諸課題の解決や支援に当たりうる豊かな教養と確かな知識、技能を学
びます。

12
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仁愛大学は、教育基本法および学校教育法に遵い、すべてのいのちのつながりの尊重と相互敬愛の仏教精神を基本とし、豊かな人間性の涵養と専門
の学芸の教授研究を通して、社会の発展に貢献する有為な人材を育成することを目的としています。そのため、本学では、次に掲げる能力を身につけ、
それらを総合的に活用できる人材を養成することを目的としています。

子ども教育学科は、豊かな人間性と倫理観を身につけ、幅
広い視野から物事をとらえ、現代の人間生活の諸課題の解
決や支援に当たりうる幅広い教養と確かな知識・技能を学
び、子どもの教育と保育に関する教授研究を通して、支援の
技術を備え、子どもの健全な育成と福祉の向上に貢献でき
る有為な人材を育成することを目的としています。そのた
め、子ども教育学科では、学則にもとづいて所定の単位を修
得し、次に掲げる能力を身につけた学生に「学士（教育
学）」の学位を授与します。

●教育・保育の本質及び目的に関する知識を身につけてい
る。
●教育・保育の内容及び指導の方法を身につけている。
●教育・保育の表現技術を身につけている。
●教育・保育の対象について理解している。

●教育者・保育者に求められる論理的思考力、主体的判断
力、総合的表現力を備えている。

●教育・保育の実践を振り返り、改善に向けて誠実に取り
組む態度を身につけている。
●保護者及び地域の子育て支援の意義を理解し、的確な判
断力と支援方法を身につけている。

●教育者・保育者として課題を見いだし、その解決に向けて
主体的に取り組む意欲及び他者と協働して解決に取り組
む態度を身につけている。

●豊かな人間性と相互敬愛の精神をもって、子どもの健全
な育成と福祉の向上に寄与できる。

健康栄養学科は、豊かな人間性と倫理観を身につけ、幅広
い視野から物事をとらえ、現代の人間生活の諸課題の解決
や支援に当たりうる幅広い教養と確かな知識・技能を学
び、健康と栄養に関する高度な知識と技術を有し、医療、地
域、保健、福祉、教育、産業のあらゆる分野において人々の
健康の保持・増進に貢献することのできる管理栄養士の養
成を目的としています。そのため、健康栄養学科では、学則
にもとづいて所定の単位を修得し、次に掲げる能力を身に
つけた学生に「学士（栄養学）」の学位を授与します。

●チーム医療の一員として、傷病者に対する適切な栄養管
理を行える力を身につけている。
●地域、保健、福祉、産業の場の人々の栄養状態を把握し、
個別栄養評価プログラムを提案し、行動変容を支援でき
る力を身につけている。
●学校における「栄養・食教育」および地域社会の特色を
活かした健康づくりを担うことができる力を身につけてい
る。
●栄養学・食品学の専門知識を活かした基礎研究および商
品開発ができる力を身につけている。

●管理栄養士に求められるコミュニケーション能力を身に
つけている。
●管理栄養士に求められる論理的思考力、判断力ならびに
表現力を身につけている。

●あらゆる分野において人々の健康に関わる課題を見出
し、その解決・改善に向けて主体的に取り組む意欲と態
度を身につけている。
●人々の健康の保持・増進に高い関心を示し、他者と協働し
て社会に貢献する意欲と態度を身につけている。

●いのちの尊厳と相互敬愛の精神を理解し、豊かな人間性を身につけている。
●大学生としての基礎的能力並びに専門的、実際的な知識・技能を修得している。ࣝ・理ղ・ٕ

●幅広い視野から物事をとらえ、倫理観に裏づけられた的確な判断を下すことができる。ྗߟࢥ・அྗ・දྗݱ

●探究的な意欲と協働的な態度を備えて、社会の発展に寄与することができる。ؔ৺・ҙཉ・ଶ
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ᾈ　学Պ　ڭҭ՝ఔฤ・実施のํ（ΧϦキュラϜϙϦシー）

ӫཆ学Պ߁݈ ҭ学ՊڭͲࢠ

子ども教育学科の教育課程は、豊かな人間性と倫理観を身
につけ、幅広い視野から物事をとらえる能力及び現代の人
間生活の諸課題の解決や支援に当たりうる幅広い教養を身
につけるための「学部共通科目」と小学校教諭、幼稚園教
諭、保育士、児童厚生一級指導員の免許・資格を取得する
ための「専門科目」によって構成しています。

●教育・保育の基礎理論を学び、その本質や目的について
学びます。
●教育・保育の対象となる乳児、幼児、児童等の発達につ
いて学びます。
●幼稚園や小学校等で展開する教育・保育の内容を理解
し、それらの指導方法を習得します。
●教育・保育の内容の実践に求められる音楽・身体・言語・
図工等の表現技術を身につけます。

●保護者及び地域の子育て支援の意義を学び、支援に必要
な判断力と支援の方法を身につけます。
●学外実習を通して教育・保育の実践能力とともに実践後
の振り返る態度を身につけます。

●探究的並びに協働的な態度をもって、人間生活の諸課題
の解決に向けて主体的に取り組み、子どもの健全な育成
と福祉の向上に寄与できる能力を涵養します。

●教室外学修の課題を通して授業科目の知識・理解・技能
の向上を図っています。
●学生の課題発表等、学生の主体的な活動を授業に取り入
れ、思考力・判断力・表現力の向上を図っています。
●模擬授業や模擬保育を授業にふんだんに取り入れたり、
地域の教育・保育の現場を見学する機会を設けたりして、
思考力・判断力・表現力の修得を図っています。
●学外実習を1年次から行い、4年間で19週間という多くの
実習を通して教育・保育の実務に対する関心・意欲・態度
の修得を図っています。
●自己認識シートを活用して、学生の自己評価を行うととも
に、教員との面談を通して振り返りを行っています。

健康栄養学科の教育課程は、豊かな人間性と倫理観を身に
つけ、幅広い視野から物事をとらえる能力及び現代の人間
生活の諸課題の解決や支援に当たりうる幅広い教養を身に
つけるための「学部共通科目」と管理栄養士国家試験受験
資格および栄養士、栄養教諭、食品衛生管理者、食品衛生
監視員の免許・資格を取得するための「専門科目」によって
構成しています。「専門科目」は①基礎分野、②専門基礎分
野、③専門分野、④特別演習・卒業研究、を積み上げ、⑤関
連科目、⑥教職科目（栄養教諭）を体系的に配し学習効率
を高めるカリキュラム構造になっています。

●チーム医療に求められる、傷病者に対する適切な栄養管
理を学びます。
●地域、保健、福祉、産業の場において求められる、栄養状
態の把握、個別栄養評価プログラムの提案、行動変容の
支援について学びます。
●学校における「栄養・食教育」および地域社会の特色を
活かした健康づくりを学びます。
●基礎研究および商品開発に求められる、栄養学、食品学
の専門知識を学びます。

●管理栄養士に求められる、他職種および対象者とのコ
ミュニケーション能力、論理的思考力、判断力ならびに表
現力を身につけます。

●あらゆる分野において人々の健康の保持・増進に関わる
課題を見出し、その解決・改善に向けて他者と協働して主
体的に取り組み、社会に貢献する意欲と態度を身につけ
ます。

●「基礎生物学」「基礎化学」などの基礎科目を開講し、専
門科目において知識・理解・技能を修得するための基礎
学力の向上を図っています。
●各科目の復習として夏期および春期の長期休暇には、直
前に履修した科目の課題を課し、休暇明けに確認試験を
実施しています。履修直後の復習により、知識・理解・技
能の定着を図っています。
●あらゆる分野で実験・実習科目を開講し、思考力・判断
力・表現力の修得を図っています。
●臨地実習により、管理栄養士の実務に対する関心・意欲・
態度ならびに実践能力の修得を図っています。
●外部試験として栄養士実力認定試験を実施し、学修到達
度を測っています。
●成績の個別モニタリングを行い、個別指導を行っていま
す。

1

人ؒੜ׆学෦　３つのϙϦシー2
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⑴  全学共通科目、人間学関連科目
●豊かな人間性と倫理観を身につけ、幅広い視野から物事をとらえ、的確な判断を下すことができる力を養います。
⑵  環境・健康科目、外国語科目、情報科目、修学基礎・キャリア形成科目
●大学生としての基礎的能力並びに現代の人間生活の諸課題の解決や支援に当たりうる豊かな教養と確かな知識、技能を学
びます。
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ᾉ　学Պ　ೖ学डೖΕのํ（ΞドミοションϙϦシー）

ӫཆ学Պ߁݈ ҭ学ՊڭͲࢠ

子ども教育学科は、仁愛大学の建学の精神である「仁愛兼
済」の仏教精神を基本において、豊かな感性と愛情をもっ
て、子どもの生きる力と学ぶ意欲を育てる教育者・保育者を
養成することを目標に掲げ、人間生活の諸課題の解決に向
けて主体的に取り組み、子どもの健全な育成と福祉の向上
に寄与できる教育者・保育者を養成したいと考えています。
このような考えに立ち、子ども教育学科は次のような人を求
めます。

●保育者・教育者を目指すのにふさわしい、高等学校の教
育課程における基礎的で幅広い学力を有し、向上心と探
究心を有する。

●教育や福祉等、人間生活の事象に関心を持ち、それらの
諸課題について様々な知識や情報をもとにして論理的に
考え、口頭または文章で表現できる。

●4年間の学びを通して保育士、幼稚園教諭、小学校教諭、
児童厚生員となるために求められる知識・技能を修得す
る強い熱意と意欲を持っている。
●人との関わりを大切にし、豊かな人間性と周囲との協調
性を身につけながら、何事にも積極的に取り組もうとす
る。

健康栄養学科は、仁愛大学の建学の精神である「仁愛兼
済」の仏教精神を基本において、健康と栄養に関する高度
な専門知識と技術を有し、医療、地域、保健、福祉、教育、
産業のあらゆる分野において人々の健康の保持・増進に貢
献することのできる管理栄養士を養成したいと考えていま
す。
このような考えに立ち、健康栄養学科は次のような人を求
めます。

●管理栄養士を目指すのにふさわしい、高等学校の教育課
程における基礎的で幅広い学力を有し、向上心と探究心
を有する。

●食と健康の関係を大切に考え、健康の保持増進に興味・
関心を持ち、それらの諸課題について様々な知識や情報
をもとにして論理的に考え、口頭または文章で表現でき
る。

●4年間の学びを通して管理栄養士免許取得を目標に知
識・技能を修得する強い熱意と意欲を持っている。
●協調性を有し、社会活動への応用能力を身につけたいと
願っている。
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学ੜఆһ
人間生活学部の学生定員は次のとおりとする。

3

学部名 学　科　名

人間生活学部
健康栄養学科

子ども教育学科

75名

70名

３年次 ２名

ー

304名

280名

入学定員 収容定員編入学定員

औಘͰ͖Δ֨ࢿ・໔ڐ
人間生活学部の各学科において取得できる資格・免許は次のとおりとする。

4

学　科　名 資　格　・　免　許

子ども教育学科

健康栄養学科

幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状、保育士資格、　
児童厚生一級指導員

管理栄養士国家試験受験資格、栄養士免許、栄養教諭一種免許状
食品衛生管理者（任用資格）、食品衛生監視員（任用資格）
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⑶　学科　入学受入れの方針（アドミッションポリシー）

健康栄養学科 子ども教育学科

子ども教育学科は、仁愛大学の建学の精神である「仁愛兼
済」の仏教精神を基本において、豊かな感性と愛情をもっ
て、子どもの生きる力と学ぶ意欲を育てる教育者・保育者を
養成することを目標に掲げ、人間生活の諸課題の解決に向
けて主体的に取り組み、子どもの健全な育成と福祉の向上
に寄与できる教育者・保育者を養成したいと考えています。
このような考えに立ち、子ども教育学科は次のような人を求
めます。

●保育者・教育者を目指すのにふさわしい、高等学校の教
育課程における基礎的で幅広い学力を有し、向上心と探
究心を有する。

●教育や福祉等、人間生活の事象に関心を持ち、それらの
諸課題について様々な知識や情報をもとにして論理的に
考え、口頭または文章で表現できる。

●4年間の学びを通して保育士、幼稚園教諭、小学校教諭、
児童厚生員となるために求められる知識・技能を修得す
る強い熱意と意欲を持っている。

●人との関わりを大切にし、豊かな人間性と周囲との協調
性を身につけながら、何事にも積極的に取り組もうとす
る。

健康栄養学科は、仁愛大学の建学の精神である「仁愛兼
済」の仏教精神を基本において、健康と栄養に関する高度
な専門知識と技術を有し、医療、地域、保健、福祉、教育、
産業のあらゆる分野において人々の健康の保持・増進に貢
献することのできる管理栄養士を養成したいと考えていま
す。
このような考えに立ち、健康栄養学科は次のような人を求
めます。

●管理栄養士を目指すのにふさわしい、高等学校の教育課
程における基礎的で幅広い学力を有し、向上心と探究心
を有する。

●食と健康の関係を大切に考え、健康の保持増進に興味・
関心を持ち、それらの諸課題について様々な知識や情報
をもとにして論理的に考え、口頭または文章で表現でき
る。

●4年間の学びを通して管理栄養士免許取得を目標に知
識・技能を修得する強い熱意と意欲を持っている。
●協調性を有し、社会活動への応用能力を身につけたいと
願っている。

知　識
理　解
技　能

思考力
判断力
表現力

関　心
意　欲
態　度

学生定員
人間生活学部の学生定員は次のとおりとする。

3

学部名 学　科　名

人間生活学部
健康栄養学科

子ども教育学科

75名

70名

３年次 ２名

ー

304名

280名

入学定員 収容定員編入学定員

取得できる資格・免許
人間生活学部の各学科において取得できる資格・免許は次のとおりとする。

4

学　科　名 資　格　・　免　許

子ども教育学科

健康栄養学科

幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状、保育士資格、　
児童厚生一級指導員

管理栄養士国家試験受験資格、栄養士免許、栄養教諭一種免許状
食品衛生管理者（任用資格）、食品衛生監視員（任用資格）



大学は、各自が自分の学習目的、研究目的によって授業
科目を選択し、独自の時間割を作成して授業を受けるこ
とになります。したがって、履修については、各学科毎
に定められている卒業に必要な科目や単位、および資格
取得に必要な科目や単位を、教育課程一覧表や資格取得
等の項を参照して理解し、卒業までの履修計画を立て学
習してください。
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1.　単 位 制　　2．卒 業 要 件

本学では、各授業科目の単位を定め、４年間の修業年限において各授業科目を履修し、所定
の単位を修得すれば卒業ができる「単位制」をとっています。したがって、４年次修了まで
に卒業単位（128単位）を修得できるよう、各自が各学年毎に十分な履修計画を立てて授業
に取り組んでください。

１単位の授業科目は、45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としてい
ます。また、各授業科目の単位数は、授業の方法に応じて、当該授業による教育効果および
授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により定めます。
Ａ）講義科目については、15時間の授業時間と30時間の自習時間をもって１単位とします。
Ｂ）演習科目については、15時間の授業時間と30時間の自習時間をもって１単位とします。
　　ただし、学部共通科目の外国語科目および子ども教育学科専門科目の音楽に関する次の

演習科目については、30時間の授業時間と15時間の自習時間をもって１単位とします。
　 　「基礎ピアノᶗ」「基礎ピアノᶘ」「音楽表現ᶗ」「音楽表現ᶘ」「音楽演習」
Ｃ）実験、実習および実技科目については、30時間の授業時間と15時間の自習時間をもって

１単位とします。
　　ただし、健康栄養学科専門科目および子ども教育学科専門科目の実験・実習・実技科目に

ついては、45時間の授業時間をもって１単位としますが、次の実習科目については、以
下の基準をもって1単位とします。

　　○30時間の授業時間と15時間の自習時間をもって1単位とします。
　　   「教育実習(栄養教諭）」「教育実習ᶗ(幼稚園）」「教育実習ᶘ(幼稚園）」
　　   「教育実習ᶘ(小学校）」
　　○40時間の授業時間と5時間の自習時間をもって1単位とします。
　　   「保育実習ᶗa」「保育実習ᶗb」「保育実習ᶘ」「保育実習ᶙ」
Ｄ）卒業研究については、学修の成果を評価して単位を与えます。
（注）授業時間は、90分の授業を「２時間」とみなす。

卒業するためには、学則別表に定める教育課程表（健康栄養学科P24～P28、子ども教育学
科P42～P46参照）に従い、所定の授業科目を履修し、その単位を修得しなければなりませ
ん。卒業するために必要な最低修得単位数は学部共通科目26単位以上、学科専門科目102単
位以上の計128単位以上です。（必修科目の修得および各科目区分ごとに定められた単位数を
満たすことを含む。）

※学科専門科目102単位のうち、10単位を上限として、他学科専門科目において指定された科目の履
修で自由選択科目に置き換えることができます。（健康栄養学科P28、子ども教育学科P46参照）

管理栄養士国家試験受験資格、栄養士免許、教員免許状、保育士資格、児童厚生一級指導員資
格、食品衛生管理者（任用資格）、食品衛生監視員（任用資格）、社会福祉主事（任用資格）の取
得には、上記の表に定める単位のほか、必要な科目および単位を修得しなければなりません。

1 ୯　Ґ　੍

2 ଔ ۀ ཁ ݅

1
単位の計算基準

1
卒業の要件
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区　　　　分
健康栄養学科 子ども教育学科

学部共通科目

学科専門科目

自由選択科目

合　　　　計

人間生活学部 

26単位以上

102単位以上

（※10単位上限）

128単位以上

26単位以上

102単位以上

（※10単位上限）

128単位以上

卒業要件（最低修得）単位数
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3.　履修の手続き

1
授業科目の登録

2
履修登録単位数の上限

授業科目の登録は、授業を受け単位を修得するための重要な手続きです。次のことに注意し
て、教育課程表（健康栄養学科P24～P28、子ども教育学科P42～P46参照）、シラバス、授
業時間割表等を参考にし、履修する科目を決定し、指定された方法で登録してください。

Ａ）授業科目の登録は、前期・後期の各学期授業開始から１週間以内に履修する科目につい
て登録してください。なお、第１回目の授業に欠席した場合は、登録が認められない科
目があるので必ず出席してください。

Ｂ）履修科目は、当該年次配当科目より選んでください。上位年次配当科目は履修できません。
Ｃ）クラス指定等のある授業科目は、原則として指定されたクラスの時間割に従ってください。
Ｄ）同一時限に行われる授業科目を重複して履修することはできません。
Ｅ）既に単位を修得した授業科目は再履修できません。
Ｆ）単位の修得が認められなかった授業科目については再履修できます。
Ｇ）授業科目によっては、受講定員を設ける場合があります。この場合は、予備登録、選抜

試験、抽選等で履修できる学生を選定します。
Ｈ）他学科の専門科目のうち、「自由選択科目」（健康栄養学科P28、子ども教育学科P46参

照）として他学科の学生に履修することが許可されている科目については履修できます。
履修を希望する場合は学務課に申し出てください。

　　これ以外の他学科の専門科目について履修を希望する場合は、当該授業科目の担当教員
の承諾を得たうえで、「他学科専門科目履修願」を学務課に提出することにより認められ
る場合があります。ただし、この場合の修得した単位は、卒業要件となる単位には算入
されません。

各学期に履修登録できる単位数については、上限を定めています。これは、学期ごとに履修
できる単位数に上限を設けることで、各自の授業時間外の学習時間を十分確保し、学生の主
体的な学習を促すとともに、授業内容を深く真に身につけることを目的としています。
学期毎の上限単位数は、次のとおりです。

Ａ）4年次生には、履修登録単位数の制限を設けていません。
Ｂ）3年次編入生には、履修登録単位数の制限を設けていません。
Ｃ）通年開講科目の単位は、前期・後期に等分して、各学科の制限単位に含めます。
Ｄ）集中講義科目や教職科目（健康栄養学科に限る）などの特設科目、学科専門科目の実験

科目、実習科目は、制限単位数に含みません。
Ｅ）認定科目等（学則第39条、第40条および第41条）は、制限単位数に含みません。
Ｆ）「学期GPA」（P21参照）が3.0以上の者は、次の学期（1年次後期より3年次後期の間の

学期）に履修登録できる単位数を増やし、上限を健康栄養学科は28単位、子ども教育学
科は30単位とします。

� ཤमのखଓ͖

健康栄養学科

子ども教育学科

区分

24 24 24 24 24 24 ー ー

26 26 26 26 26 26 ー ー

１年次

履　修　年　次

前期 後期

2年次

前期 後期

3年次

前期 後期

4年次

前期 後期

■学期毎の上限単位数
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3.　履修の手続き　　4．授　業

� त　　　ۀ

1
授業時間

2
欠席の取り扱い

Ａ）欠席数
　　欠席が実施授業時間数の３分の１を越えた場合は、定期試験の受験は許可されず、単位

は取得できません。（授業科目によっては、定期試験の受験資格として別の基準が設けら
れる場合があります。）

時限

時間

ᶗ

9：00～10：30

ᶘ

10：40～12：10

ᶙ

13：00～14：30

ᶚ

14：40～16：10

ᶛ

16：20～17：50

〇　履修登録の方法について説明します。
〇　履修登録は各自インターネットを使用し、Web履修登録

を行ってもらいます。

○　コンピュータ教室などにて履修登録期間に履修する科
目を登録してください。

○　必修科目は、必ず登録を行ってください。
○　科目によっては、学務課にて履修登録を行い、Web履修

登録を行わないものがあります。

〇　Webにて履修登録に誤りがないか、確認してください。
〇　誤りのある場合、履修科目の追加・削除をしたい場合

は、学務課にて訂正を行ってください。
　　訂正された内容を確認してください。

〇　履修登録が完了となります。

履修登録の確認

履修登録完了

訂　　正

Ｗｅｂ履修登録

履修登録ガイダンス

誤りなし 誤りあり

3
履修登録の手順
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4．授　業　　5．成績の評価

成績の評価は、各授業科目の教育目標に対する学修者の到達度を見るため、講義、演習、実
験、実習、実技等の授業形態に応じた適切な評価方法および評価基準に基づき行います。
成績の評価方法は、定期試験（筆記、口述、実技、論文、レポート等の方法を含む）、履修期
間中の平常成績（小テスト、課題、授業への参加態度、予習復習等の自主的学習態度等を含
む）および出欠状況等を総合して行います。

成績の評価は、100点法に基づき行われ、以下の基準によって評価されます。2
 成績評価の基準 成績評価

S
素点基準
100～90点

単位認定

Ａ 89～80点
Ｂ 79～70点
Ｃ 69～60点
Ｅ 59～  0点

合格

Ｆ (出席数不足)
不合格

1
評　価

� のධՁ

3
休　講

4
補　講

Ｂ）やむを得ない事情がある場合の欠席
　　　（ア）疾病その他やむを得ない事情により１週間以上欠席しようとする場合は、医師

の診断書等を添え、事前または事後３日以内に「欠席届」を学務課に提出して
ください。

　　　（イ）次に掲げる理由で欠席する場合は、事前に「公認欠席願」を学務課に提出して
ください。

　　　　　　①本学を代表して学外の公式の行事に参加する場合
　　　　　　②火災、災害等やむを得ない事情があると認められる場合
　　　　　　③学生支援センター長が認める就職試験を受験する場合
　　　（ウ）忌引により欠席する場合は、直ちに学務課に連絡し、忌引を証明する書類を添

え、事後３日以内に「忌引届」を学務課に提出してください。

授業担当教員の都合により休講になる場合は、事前に掲示等で通知します。

休講になった授業の補講については、事前に掲示等で通知します。
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5．成績の評価

ＧＰＡ制度とは、成績評価をより明確にする成績評価方法で、成績の評価（不合格評価を含
む）に、以下のグレード・ポイント（以下「ＧＰ」と表す。）を付与し、各学期ごとに全履修
科目の単位あたりの平均値（グレード・ポイント・アベレージ。以下「ＧＰＡ」と表す。）を
算出して、学習状況を数値により表すものです。

授業科目は各学期末の第16週目に、一定の期間を設けて定期試験が実施されます。
定期試験は、主として筆記試験ですが、授業科目によっては口述試験、実技試験、レポート
試験など他の方法で実施されるものがあります。
Ａ）定期試験の受験資格は、次の要件を全て満たす者に与えられます。
　　　　①試験を受ける授業科目の履修登録をしていること。
　　　　②欠席数が、実施授業時間数の３分の１を越えていないこと。
　　　　③授業料その他納入すべき費用を所定の期日までに完納していること。
Ｂ）定期試験の時間割は、試験開始日の１週間前までに掲示によって通知します。
Ｃ）定期試験を受験するに当たっては、次の「学内試験に関する受験心得」を遵守しなけれ

ばなりません。

「学ݧࢼにؔ͢Δडݧ৺ಘ」
　　ච記ݧࢼ
　　①受験中は常に学生証を机上に提示すること。学生証を忘れた場合は、試験の開始前に

学務課で仮学生証の交付を受けること。
　　②試験場には定刻５分前までに入室すること。
　　③遅刻者の入室は認めない。ただし、試験開始後30分以内の不可抗力による遅刻者の場

合は、試験監督者の許可を得て受験することができる。
　　④一度配布された答案用紙を提出しなかった場合は、その試験は受けなかったものとみ

なす。
　　⑤試験場では自分の机の中および周囲には筆記道具以外の荷物を置いてはならない。 
　　　ただし、その試験に指定された物がある場合にはこの限りではない。
　　⑥試験中は監督者の指示に従い、不正行為またはそれと疑われるような行為のないよう

特に注意しなければならない。

成績評価
S

GP

Ａ 3
Ｂ 2
Ｃ 1
Ｅ 0
Ｆ 0

4

①GPAの計算は、以下の計算式により算出します。（小数点第２位以下切捨て）

　　GPA＝ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

②入学前の既修得単位や単位互換による科目などの認定科目は、GPAの計算の対象とはしません。
③GPAは、各学期の「学期GPA」および学期を通算した「通算GPA」を算出します。
④２学期連続してＧＰＡが1.0未満の者については、学科長連携のもと、指導教員より指導・助言
　を行ないます。
⑤３学期連続してＧＰＡが1.0未満の者については、学部長が学科長および指導教員と協議した
　上で、文書による退学勧告を行ないます。（ただし、この退学勧告は退学を強制するものではあ
　りません。）

[(科目の単位数)×(その科目で得たGP)]の総和
履修登録した単位数の総和

3
ＧＰＡ

4
定期試験
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5．成績の評価　　6．既修得単位の認定

 　　Ϩϙートݧࢼ
　　①所定の期限を厳守して、指定先に提出しなければならない。期限後は理由の如何にか

かわらず一切受理しない。
　　②用紙は担当教員の指示に従い、表紙に授業科目名、担当教員名、題目、学科、学籍番

号、氏名を明記し、必ず綴じて提出すること。

「ҝߦにؔ͢Δෆ正ݧࢼ」
試験中に不正行為があった場合には、その科目の成績評価はＥとし、学則第57条により懲戒
する。

Ａ）追試験は、傷病、忌引、就職試験、災害等その他やむを得ない事由で定期試験を欠席した場
合に実施します。このような事態が発生し定期試験が受験できなくなった場合は、直ちに学
務課へ事前連絡してください。（事後連絡の場合追試験が認められなくなる場合があります。）

Ｂ）追試験の受験を願い出る場合の手続は、当該授業科目の定期試験日を含めて3日以内（休
業日を除きます）に「追試験願」に所定事項を記入し、必要添付書類（欠席が傷病によ
る場合は医師の診断書、就職試験による場合は企業等の証明書、その他の事由による場
合はその事由を証明する書類）を添えて学務課へ提出してください。

Ｃ）追試験の受験を許可された者の氏名、追試験の実施に関する詳細等は、追って通知します。

成績評価は「成績通知書」により通知します。通知された成績に対して問い合せ等がある場
合は、指定期間に学務課に申し立てを行うことができます。

5
追試験

6
成績の通知

1
認定の申請

� मಘ୯Ґのೝఆط

2
単位認定

本学に入学する前に、他の大学や短期大学で履修した授業科目の単位を本学の授業科目の単
位として認定されることを希望する者および本学に学部生として入学する前に、本学の科目
等履修生として修得した単位を入学後に修得した単位として認定されることを希望する者
は、指定された期間内に次の書類を学務課に提出しなければなりません。
　　①既修得単位認定願
　　②成績証明書
　　③既修得単位にかかる授業科目の授業内容を示す書類または講義概要の写し
　　　

審査の結果認定された授業科目の成績評価は、Ｓ～ＣではなくN（認定）と表記されます。



23

Ⅰ

履
修
の
手
引
き

7．福井県内大学間の単位互換制度　　8.　寄附講座

福井県内大学および短期大学（福井大学・福井県立大学・福井工業大学・仁愛女子短期大
学・福井医療大学・敦賀市立看護大学・福井工業高等専門学校および仁愛大学）は、相互の
交流とカリキュラムの充実を図ることを目的として、単位互換に関する協定を締結し、単位
互換制度を実施しています。単位互換制度とは、学生自身の知的関心に基づいて他大学の授
業科目を履修し、修得した単位を所属大学の単位として認定する制度です。出願受付は、前
期・後期毎に２年生以上の学生を対象に行います。（授業料は不要）
本学在学中に上記協定校において履修した授業科目の修得単位は、本学の規定に基づき成績
を表記します。

1
単位互換制度の概要

� Ҫݝ大学ؒの୯Ґ੍ޓ

寄附講座は、本学の教育研究の充実および進展に資することを目的に、個人または団体から
の寄附を有効に活用し開講している講座です。
本学では、正課科目として開講し、修得した単位については卒業に必要な単位の一部として
認定されます。
【開講科目】

寄  附  元 対象学部等科  目  名

越前市
株式会社福井村田製作所

人間学部
人間生活学部

ポルトガル語ａ
ポルトガル語ｂ

� ࠲ ߨ ෟ د
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1
教育課程表

人間生活学部における教育課程は、「学部共通科目」ならびに「専門科目」により構成されて
います。４年間に開設される授業科目、単位数は以下のとおりです。

「学部共通科目」は、建学の精神に基づく人間性の涵養および学部教育の基盤として必要な学芸と実際的な知識
の修得を主眼に編成しています。
具体的には、建学の精神に基づく人間性の涵養を目的とした＜全学共通科目＞、学部教育の基盤として必要な学
芸の修得を目的とする＜人間学関連科目＞、生活を営んでいく上で必要となる生活環境と運動を捉え、豊かな生
活の在り方、生き方を理解するとともに、実際的な知識を学ぶ＜環境・健康生活科目＞、英語、フランス語、ド
イツ語、中国語、ポルトガル語の語学力を養う＜外国語科目＞、４年間の学習に必要な情報技術を習得する＜情
報科目＞、大学生として基礎的教育やキャリア形成支援を行う＜修学基礎・キャリア形成科目＞の６つの科目区
分により構成しています。
卒業するためには、①必修科目を修得、②科目区分により定められた最低修得単位数分の科目を修得、さらに③
選択科目として８単位以上分の科目（いずれの科目区分の科目でもよい。）を修得し、学部共通科目全体として
合計26単位以上を修得することが必要です。

＜全学共通科目＞
必修科目として「仏教の人間観(２単位)」を修得しなければなりません。

＜人間学関連科目＞
最低修得単位として４単位以上を修得しなければなりません。なお、健康栄養学科の「栄養教諭」免許取得希望
者は、「日本国憲法(２単位)」を必ず修得してください。

＜環境・健康生活科目＞
最低修得単位として４単位以上を修得しなければなりません。なお、健康栄養学科の「栄養教諭」免許取得希望
者は、「スポーツと健康(２単位)」を必ず修得してください。

＜外国語科目＞
必修科目として「英語ᶗa(１単位)」「英語ᶗb(１単位)」を修得しなければなりません。英語の授業は習熟度別
にクラス分けを行い、各自の能力に応じた授業を計画しています。また、最低修得単位として４単位以上を修得
しなければなりません。

＜情報科目＞
必修科目として「情報基礎ᶗ(２単位)」を修得しなければなりません。

＜修学基礎・キャリア形成科目＞
必修科目として「基礎演習」を修得しなければなりません。また、「キャリア・デザインᶗ(２単位)」「キャリ
ア・デザインᶘ(２単位)」は社会人として求められる基本的な能力や態度等が備わることを目的としているため
修得することを勧めます。

※卒業するためには、上記の必修科目および最低修得単位数以外に、選択科目として８単位以上の科目の履修が
必要となります。

（１）学෦ڞ௨Պ
Ⅰ
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9．健康栄養学科の教育課程

� ҭ՝ఔڭӫཆ学Պの߁݈
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9．健康栄養学科の教育課程

講義
講義
講義

講義
講義
講義
講義
講義
講義

講義
講義
講義
講義
講義
講義
実技
実技

演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習

演習
演習

演習
講義
講義

◎

○

○

◎

○

○

○

○

◎

◎
○

○

○

○

○

◎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

8
（
い
ず
れ
の
科
目
区
分
か
ら
で
も
可
）
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2

人
間
学
関
連
科
目

外
国
語
科
目

情
報
科
目

修
学
基
礎
・

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

全
学
共
通

科
目

単　位　合　計 8 2618

˞単位ཝの˓付数字および履修年次の˕の授業科目はඞ修。　˞栄養教་ཝの˙はඞ修科目。

授 業 科 目 名区分 形態 １年
履　修　年　次 必要最低修得単位

前 後
2年
前 後

3年
前 後

4年 必修 選択
前 後

計

仏教の人間観
人間と宗教
仏教の思想
　　　 （小　　計）
哲学の世界観
生命の倫理
日本国憲法
文学の世界
音楽の世界
美術の世界
　　　 （小　　計）

環
境
・
健
康
生
活
科
目

生活と環境Ａ
生活と環境Ｂ
生活と環境Ｃ
生活と環境Ｄ
ふくい総合学
スポーツと健康
スポーツＡ（ダンス・バスケットボール）
スポーツＢ（スキー）
　　　 （小　　計）
英語ᶗａ
英語ᶗｂ
英語ᶘａ
英語ᶘｂ
英語ᶙａ
英語ᶙｂ
フランス語ａ
フランス語ｂ
ドイツ語ａ
ドイツ語ｂ
中国語ａ
中国語ｂ
ポルトガル語ａ
ポルトガル語ｂ
　　　 （小　　計）
情報基礎ᶗ
情報基礎ᶘ
　　　 （小　　計）
基礎演習
キャリア・デザインᶗ
キャリア・デザインᶘ
　　　 （小　　計）

2

2

栄
養
教
諭

4
最低
修得
単位

4
最低
修得
単位

4
最低
修得
単位

②
2
2
6
2
2
2
2
2
2
12
2
2
2
2
2
2
1
1
14
①
①
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
14
②
2
4
②
2
2
6
56

単位

■

■

■
■

■
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9．健康栄養学科の教育課程

健康栄養学科専門科目は、＜基礎分野＞＜専門基礎分野＞＜専門分野＞＜特別演習・卒業研究＞＜関連科目＞の
区分により構成されています。卒業するためには、必修科目を含め合計で102単位以上を修得しなければなりま
せん。

（̎）ઐ 門 Պ 

講義
講義
講義
講義
講義

講義
実習
講義
講義

講義
実験
講義
講義
実験
実験
講義
講義
講義
講義
実験

講義
講義
講義
実習
実験
講義
実験
講義
実習
実習
実験

○
○
○

◎

◎

◎

◎
◎

○
○

◎

◎

◎
◎

○

◎

◎

◎

◎

◎
◎

◎

◎
◎

◎

◎

○

◎

○

○

◎

基 

礎 

分 

野

専

　門

　基

　礎

　分

　野 

授　業　科　目　名区分 形態 １年
履　修　年　次

前 後
2年
前 後

3年
前 後

4年
前 後

基礎化学
基礎生物学
分析化学
有機化学
生命科学
　　　　　  （小　　計）
公衆衛生学
公衆衛生学実習
健康管理概論
社会福祉論
　　　　　  （小　　計）
解剖生理学
解剖生理学実験
基礎生化学
栄養生化学
基礎生化学実験
栄養生化学実験
病理学
臨床医学概論
運動生理学
微生物学
微生物学実験
　　　　　  （小　　計）
食品学総論
食品機能学
食品加工学
食品加工実習
食品分析実験
食品衛生学
食品衛生学実験
調理学
調理学実習
応用調理学実習
調理科学実験
　　　　　  （小　　計）

2
2
2
2
2
10
②
①
②
2
7
②
①
②
②
①
①
②
②
②
②
①
18
②
2
2
1
①
②
①
②
①
①
①
16

単位

˞単位ཝの˓付数字および履修年次の˕の授業科目はඞ修。　˞理栄養士・栄養士・栄養教་֤ཝの˙はඞ修科目。

■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■

■

■
■
■
■
■
■
■

栄
養
教
諭

管
理
栄
養
士

■
■

■

■
■
■
■
■

■
■

■

■

■
■

■
■
■

栄

　養

　士
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9．健康栄養学科の教育課程

講義
実験

講義
講義
講義
講義
実習

講義
演習
演習
演習
実習

講義
講義
講義
講義
講義
実習
実習
実習

講義
講義
実習

講義
演習
講義
実習

演習
演習

実習
実習
実習
実習

演習
演習
演習
演習
演習

講義
講義
講義
演習
講義
講義
講義
講義

◎

○

○

◎

◎

◎
◎

◎

◎

○

◎

○

○

○
◎

○

栄 

養 

の 

基 

本

栄 

養 

教 

育

栄

　養

　の

　実

　践

専

　
　
　
　門

　
　
　
　分

　
　
　
　野

特
別
演
習
・
卒
業
研
究

関

　連

　科

　目

臨 

地 

実 

習

授　業　科　目　名区分 形態 １年
履　修　年　次

前 後
2年
前 後

3年
前 後

4年
前 後

基礎栄養学
基礎栄養学実験
　　　　　   （小　　計)
応用栄養学ᶗ(成長・発達・加齢､食事摂取基準）
応用栄養学ᶘ（栄養・体力アセスメント）
応用栄養学ᶙ（ライフステージ栄養学）
応用栄養学ᶚ（ライフスタイル・スポーツ栄養学）
応用栄養学実習
　　　　　   （小　　計)
栄養教育論ᶗ（栄養教育論）
栄養教育論ᶘ（子ども・高齢期栄養教育論）
栄養教育論ᶙ（行動療法・カウンセリング）
栄養教育論ᶚ(健康栄養情報処理演習)
栄養教育論実習
　　　　　   （小　　計)
臨床栄養病理学
臨床栄養学ᶗ(栄養療法)
臨床栄養学ᶘ(栄養アセスメント)
臨床栄養学ᶙ(ﾁｰﾑ医療)
臨床栄養学ᶚ(臨床栄養管理)
臨床栄養学実習ᶗ(食事療法)
臨床栄養学実習ᶘ(栄養アセスメント)
臨床栄養学実習ᶙ(臨床栄養管理)
　　　　　   （小　　計)
公衆栄養学ᶗ(地域栄養活動)
公衆栄養学ᶘ(栄養疫学)
公衆栄養学実習
　　　　　   （小　　計)
給食経営管理論ᶗ(給食計画)
給食経営管理論ᶘ(マネジメント)
給食経営管理論ᶙ(食料商品学)
給食経営管理論実習
　　　　　   （小　　計)
栄養総合演習ᶗ
栄養総合演習ᶘ
　　　　　   （小　　計)
給食経営管理臨地実習
臨床栄養臨地実習
公衆栄養臨地実習
給食運営実習
　　　　　   （小　　計)
フィールドワーク演習
健康・栄養特別演習ᶗ
健康・栄養特別演習ᶘ
健康・栄養特別演習ᶙ
卒業研究
　　　　　   （小　　計)
生涯発達心理学
分子栄養学
国際食糧・栄養情報論
食品品質評価演習
食文化論
学校栄養教育の理論と方法
食育指導の理論と方法
心と健康
　　　　　   （小　　計)
  　総　　単　　位　　数  

②
①
3
②
①
②
②
1
8
②
②
①
①
①
7
1
②
②
②
②
①
①
①
12
②
②
①
5
②
②
2
①
7
②
2
4
1
②
1
①
5
2
②
②
2
④
12
2
2
1
2
2
2
2
2
15
129

◎

○

◎

◎

◎
◎

○

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

◎

◎

○

◎
○

◎

◎
○
◎

○

○

◎

○
◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○
◎

○

○

単位

˞単位ཝの˓付数字および履修年次の˕の授業科目はඞ修。　˞理栄養士・栄養士・栄養教་֤ཝの˙はඞ修科目、˘はબ科目。

■
■

■
■

■
■
■
■
■

■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■

■
■
■

■
■

■

■

□
■
□
■

■
■

■

■

■
■

■

■

■
■

■

■

■

■

■

栄
養
教
諭

管
理
栄
養
士

栄

　養

　士

◎

◎

○
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9．健康栄養学科の教育課程

教員免許状（栄養教諭）取得のための特設科目として開講されている授業科目です。 
（これらの科目については、卒業要件の単位数には含まれません）

৬ Պ  ڭ（３）

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
実習
実習
演習

○

○

授　業　科　目　名 単位 形態 １年
履　修　年　次

前 後
2年
前 後

3年
前 後

4年
前 後

教職論
教育原理
教育心理学
教育経営論
特別支援教育論
教育課程論
道徳教育の理論と方法
特別活動及び総合的な学習時間の指導法
教育の方法と技術
生徒指導論
教育相談
事前・事後指導（栄養教諭）
教育実習（栄養教諭）
教職実践演習（栄養教諭）
　　　　　　合　　計

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
26

○
○

○

○

○
○

○
○
○

○

○

○

○

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

栄
養
教
諭

˞栄養教་ཝの˙はඞ修科目、˘はબ科目

自由選択科目として認定される科目（子ども教育学科に開設）

子どもの映像文化、子どもと英語教育

健康栄養学科の学生が、子ども教育学科の専門科目を履修できる自由選択科目は以下のとおりです。これらの科
目を履修した場合は、卒業要件の専門科目102単位のうち、10単位を上限として置き換えることができます。

（４）自༝બՊ

特別演習は、３年次開講の「健康・栄養特別演習ᶗ(２単位)」と、４年次開講の「健康・栄養特別演習ᶘ(２単
位)」を履修しなければなりません。特別演習は、３年次からゼミに所属し応用分野に関する演習を行います。
ゼミ担当教員、研究題目、登録方法などの詳細については、学科より連絡されます。
卒業研究は、特別演習に関連して自分が選んだテーマによる卒業研究を行います。卒業研究は論文等の審査によ
り単位が認定されます。提出方法や審査方法については、学科より連絡されます。
また、４年次開講の「健康・栄養特別演習ᶙ（２単位）」は選択科目ですが、３年生までに学修した管理栄養士
学校指定規則等規定科目を復習する科目となっています。履修などの詳細については学科より連絡されます。

（５）ಛผԋश・ଔڀݚۀ
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9．健康栄養学科の教育課程

2
管理栄養士

本学において、学則第44条第３項の２の規程に基づき、下記の単位を修得し卒業することによっ
て管理栄養士国家試験受験の資格を取得できます。

（１）ཤ　म　ද

専

　
　門

　
　基

　
　礎

　
　分

　
　野

公衆衛生学
公衆衛生学実習
健康管理概論
社会福祉論
　　　　  （小　　計）
解剖生理学
解剖生理学実験
基礎生化学
栄養生化学
基礎生化学実験
栄養生化学実験
病理学
臨床医学概論
運動生理学
微生物学
微生物学実験
　　　　  （小　　計）
食品学総論
食品加工学
食品分析実験
食品衛生学
食品衛生学実験
調理学
調理学実習
応用調理学実習
調理科学実験
　　　　  （小　　計）
　　　　単　位　合　計

2

2
2
6
2

2
2

2
2
2
2

14
2
2

2

2

8
28

1

1

1

1
1

1
4

1

1

1
1
1
5
10

講義
実習
講義
講義

講義
実験
講義
講義
実験
実験
講義
講義
講義
講義
実験

講義
講義
実験
講義
実験
講義
実習
実習
実験

講義
又は
演習

実験
又は
実習

単位数
授業
形態

区分 授業科目
備考

教育内容

専

　
　門

　
　基

　
　礎

　
　分

　
　野

社会・環境と健康

人体の構造と機能
及び疾病の成り立ち

食べ物と健康

　　　単　位　合　計 28 10

6

14

8

10

講義
又は
演習

実験
又は
実習

規則等
規定単位数

本学での開設授業科目管理栄養士学校指定規則に定める教育内容

（"）理ӫཆ࢜学ࢦߍఆنଇنఆՊ
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9．健康栄養学科の教育課程

8(
教
育
内
容
ご
と
に
1
単
位)

1
1

1
1

1
1

1
1
1
3

1
1

1
1

0
1
2
1
1
4
12
22

専

　
　
　門

　
　
　分

　
　
　野

専

　
　
　門

　
　
　分

　
　
　野

栄
養
の
基
本

栄
養
教
育

栄
養
の
実
践

臨
地
実
習

基礎栄養学

応用栄養学

栄養教育論

臨床栄養学

公衆栄養学

給食経営管理論

総合演習

臨地実習（※）

　　　　単　位　合　計
　　  

専門科目　単位総合計

32
60

12
22

8382

2

6

6

8

4

2

4

4

講義
又は
演習

実験
又は
実習

単位数 備 考授業
形態講義

又は
演習

実験
又は
実習

規則等
規定単位数

基礎栄養学
基礎栄養学実験
　　　　　（小　　計）
応用栄養学ᶗ(成長・発達・加齢､食事摂取基準）
応用栄養学ᶘ（栄養・体力ｱｾｽﾒﾝﾄ）
応用栄養学ᶙ（ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞ栄養学）
応用栄養学ᶚ（ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ・ｽﾎﾟー ﾂ栄養学）
応用栄養学実習
　　　 　（小　　計）
栄養教育論ᶗ（栄養教育論）
栄養教育論ᶘ（子ども・高齢期栄養教育論）
栄養教育論ᶙ（行動療法・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）
栄養教育論ᶚ(健康栄養情報処理演習)
栄養教育論実習
　　　 　（小　　計）
臨床栄養学ᶗ(栄養療法)
臨床栄養学ᶘ(栄養ｱｾｽﾒﾝﾄ)
臨床栄養学ᶙ(ﾁｰﾑ医療)
臨床栄養学ᶚ(臨床栄養管理)
臨床栄養学実習ᶗ(食事療法)
臨床栄養学実習ᶘ(栄養ｱｾｽﾒﾝﾄ)
臨床栄養学実習ᶙ(臨床栄養管理)
　　　 　（小　　計）
公衆栄養学ᶗ(地域栄養活動)
公衆栄養学ᶘ(栄養疫学)
公衆栄養学実習
　　　 　（小　　計）
給食経営管理論ᶗ(給食計画)
給食経営管理論ᶘ(ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ)
給食経営管理論実習
　　　 　（小　　計）
栄養総合演習ᶗ
　　　 　（小　　計）
給食経営管理臨地実習
臨床栄養臨地実習
公衆栄養臨地実習
給食運営実習
　　　 　（小　　計）
　　　 単　位　合　計
　   
専門科目　単位総合計

2

2
2
1
2
2

7
2
2
1
1

6
2
2
2
2

8
2
2

4
2
2

4
2
2

0
33
61

講義
実験

講義
講義
講義
講義
実習

講義
演習
演習
演習
実習

講義
講義
講義
講義
実習
実習
実習

講義
講義
実習

講義
演習
実習

演習

実習
実習
実習
実習

区分 授業科目教育内容

本学での開設授業科目管理栄養士学校指定規則に定める教育内容

いずれかを
選択必修
給食の運営に
係る校外実習の
1単位を含む。
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9．健康栄養学科の教育課程

①学外実習について
学外実習として開講する臨地実習科目は、次の４科目５単位です。
　○「給食運営実習」　　　　　（１単位）２年次２月～３月　期間 ……………………………… １週間
　○「臨床栄養臨地実習」　　　（２単位）３年次２月～３月または４年次８月～９月　期間 … ２週間
　○「給食経営管理臨地実習」　（１単位）３年次８月～９月　期間 …………… １週間
　○「公衆栄養臨地実習」　　　（１単位）３年次８月～９月　期間 …………… １週間
このうち、「給食運営実習」および「臨床栄養臨地実習」を必修とし、「給食経営管理臨地実習」または「公衆栄
養臨地実習」のいずれかを選択必修とし、合計４単位を管理栄養士国家試験受験資格の取得要件とします。
また、実習に際しての事前指導と実習経験の定着を図る上での事後指導は、次のとおりです。
　○ 「栄養総合演習ᶗ」（２単位）２年次後期から４年次後期
※学外実習の期間は合計４週間です。申し込み方法など、詳細は２年次のガイダンスで説明します。

（#）学֎実श

②学外実習の受講資格について
次に掲げる要件を満たす者に限り受講できるものとし、その審査は「健康栄養学科実習指導委員会」が行います。
　○将来管理栄養士の職務に就く希望、意欲を有すること。
　○専門科目のうち、次の科目を修得済みまたは履修中（後期履修予定を含む）であること。

「給食経営管理論ᶗ（給食計画）」「給食経営管理論ᶘ（マネジメント）」
「給食経営管理論実習」給食運営実習

「給食経営管理論ᶗ（給食計画）」「給食経営管理論ᶘ（マネジメント）」
「給食経営管理論実習」給食経営管理臨地実習

「公衆栄養学ᶗ（地域栄養活動）」「公衆栄養学実習」公衆栄養臨地実習

「臨床栄養学ᶗ（栄養療法）」「臨床栄養学ᶘ（栄養アセスメント）」
「臨床栄養学ᶙ（ﾁｰﾑ医療）」「臨床栄養学ᶚ（臨床栄養管理）」
「臨床栄養学実習ᶗ（食事療法）」「臨床栄養学実習ᶘ（栄養アセスメント）」
「臨床栄養学実習ᶙ（臨床栄養管理）」

臨床栄養臨地実習

実習科目履修要件とする科目実習科目名

第１条　仁愛大学学則第44条の３第２߲の規定により、仁愛大学人間生活学部健康栄養学科（以下「本学科」という。）
に理栄養士養成課程（以下「本課程」という。）を置く。

　　２　本課程は、栄養士法第５条の３第４߸に規定する理栄養士養成施設とする。
第２条　本課程の入学定員は75名とし、１年次および２年次については、37名と38名の２クラスとする。
　　２　本課程に第３年次ฤ入学定員２名を設け、３年次および４年次については、前߲と合わせて38名と39名の

２クラスとする。
第３条　本課程に第３年次ฤ入学できる者は、短期大学ຢは専修学校を卒業し、栄養士໔ڐを取得している者とする。
第４条　本課程を履修できる者は、本学科に入学ຢは第３年次ฤ入学をڐՄされた者に限る。
第５条　本課程の修業年限は４年とする。
　　２　前߲にかかわらず、第３年次ฤ入学をڐՄされた者の修業年限は２年とする。
第６条　学長は、他の理栄養士養成施設の在学者であって、残༨の履修科目を本養成課程において履修することがՄ能

であると認められた者で、本課程への転入学を志願する者があるときは、教育上支োのない場合に限り、બ考の
上、教授会のٞを経て相当年次に転入学をڐՄすることがある。

第７条　本課程の在੶者は、別表に掲げる理栄養士学校指定規則に定めるඞ修科目および単位を修得しなければならない。
附　則　このࡉ則は、ྩ和２年４月１日から施行する。
別　表　ུ（̥29ʙ̥30履修表参照）

（̎）仁愛大学理ӫཆ࢜ཆ՝ఔཤमࡉଇ

必修

いずれかを
選択必修
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9．健康栄養学科の教育課程

3
栄養士

本学において、学則第44条第3項の規定に基づき、下記の単位を修得し卒業することによっ
て栄養士免許証申請の資格を取得できます。（栄養士免許は、卒業後居住地の都道府県に申請
することで取得できます）

（１）ཤ　म　ද

本学での開設授業科目

講義
又は
演習

実験
又は
実習

単位数
授業
形態

区分

専

　
　
　門

　
　
　分

　
　
　野

社会生活と健康

人体の構造と機能

食品と衛生

栄養の指導

給食の運営

栄養と健康

4

8

6

18

8

6

4

4

10

4

講義
又は
演習

実験
又は
実習

規則等
規定単位数

　　　　単　位　合　計
　　  

専門科目　単位総合計

　　　　単　位　合　計

18
36

10
14

50 50 

専

　門

　基

　礎

　分

　野

専

　
　
　門

　
　
　分

　
　
　野

2

2
4
2

2
2

2
8
2
2

2
6
18
2

2

2
2

8
2
2

2

6
2

2

4
18
36

1

1

1

1

2

1

1
4

1

1

1
1
4

1

1
2

1
1

1
1
4
10
14

講義
実習
講義

講義
実験
講義
講義
実験
講義

講義
講義
実験
講義

講義
実験
講義
実習
講義
講義
実習
実習

講義
演習
実習
講義
実習

講義
実習
実習
講義
実習
実習

公衆衛生学
公衆衛生学実習
社会福祉論
　　　　　　小　計
解剖生理学
解剖生理学実験
基礎生化学
栄養生化学
基礎生化学実験
運動生理学
　　　　  （小　　計）
食品学総論
食品加工学
食品分析実験
食品衛生学
　　　　  （小　　計）
　　　　単　位　合　計
基礎栄養学
基礎栄養学実験
応用栄養学ᶗ(成長・発達・加齢､食事摂取基準）
応用栄養学実習
臨床医学概論
臨床栄養学ᶗ(栄養療法)
臨床栄養学実習ᶗ(食事療法)
臨床栄養学実習ᶘ(栄養ｱｾｽﾒﾝﾄ)
　　　　  （小　　計）
栄養教育論ᶗ（栄養教育論）
栄養教育論ᶘ（子ども・高齢期栄養教育論）
栄養教育論実習
公衆栄養学ᶗ(地域栄養活動)
公衆栄養学実習
　　　　  （小　　計）
給食経営管理論ᶗ(給食計画)
給食経営管理論実習
給食運営実習
調理学
調理学実習
応用調理学実習
　　　　  （小　　計）
　　　  単　位　合　計
　   
専門科目　単位総合計

栄養士法施行規則に定める教育内容

授業科目教育内容

（"）ӫཆ࢜๏施نߦଇنఆՊ
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第１条　仁愛大学学則第44条の３第１߲の規定により、仁愛大学人間生活学部健康栄養学科（以下「本学科」と
いう。）に栄養士養成課程（以下「本課程」という。）を置く。

　　２　本課程は、栄養士法第１条第１߲に規定する栄養士の養成を目的とする。
第２条　本課程の入学定員は75名とし、37名と38名の２クラスとする。
第３条　本課程を履修できる者は、本学科に入学をڐՄされた者に限る。
第４条　本学科に栄養士໔ڐを有してฤ入学をڐՄされた者については、本課程の履修を認めない。
第５条　本課程の修業年限は４年とする。
第６条　学長は、他の栄養士養成施設の在学者であって、残༨の履修科目を本養成課程において履修することが

Մ能であると認められた者で、本課程への転入学を志願する者があるときは、教育上支োのない場合に
限り、બ考の上、教授会のٞを経て相当年次に転入学をڐՄすることがある。

第７条　本課程の在੶者は、別表に掲げる栄養士施行規則に定めるඞ修科目および単位を修得しなければならない。
附　則　このࡉ則は、平成27年４月１日から施行する。
別　表　ུ（̥32履修表参照）

「給食経営管理論ᶗ(給食計画)」「給食経営管理論ᶘ(ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ)」
「給食経営管理論実習」給食運営実習

実習科目履修要件とする科目実習科目名

Ⅰ

履
修
の
手
引
き

9．健康栄養学科の教育課程

（#）学֎実श

①学外実習について
次の１科目１単位を必修とし、栄養士免許の取得要件とします。
　○「給食運営実習」（１単位）２年次２月～３月　期間 …………… １週間
※学外実習の期間は１週間です。申し込み方法など、詳細は２年次のガイダンスで説明します。

②学外実習の受講資格について
次に掲げる要件を満たす者に限り受講できるものとし、その審査は「健康栄養学科実習指導委員会」が行います。
　○「給食運営実習」開始までに、専門科目のうち、次の科目を修得済みまたは履修中であること。

（̎）仁愛大学ӫཆ࢜ཆ՝ఔཤमࡉଇ
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9．健康栄養学科の教育課程

4
食品衛生管理者および

食品衛生監視員

本学において、仁愛大学人間生活学部健康栄養学科食品衛生管理者および食品衛生監視員養
成施設に関する細則の規定に基づき、下記の単位を修得し卒業することによって食品衛生管
理者（任用資格）および食品衛生監視員（任用資格）の資格を取得できます。

食品衛生管理者　任用資格
　食品の製造や加工を行う施設で、衛生管理を行う責任者のことです。食品の工場や加工場
で、食品衛生法上の違反がないかどうか、従業員の衛生管理ができているかどうかをチェッ
クする業務です。所定科目の単位を取得し、食品関連企業等に就職し、衛生管理の職に就く
ことで「食品衛生管理者」になることができます。

食品衛生監視員　任用資格
　食品衛生上の問題を防ぐことを目的に、専門の検査や指導を行います。国や自治体の公務
員として職務にあたります。所定科目の単位を取得し、国や自治体の関連機関に採用される
ことが必要となります。

औಘにඞཁな୯Ґ֨ࢿ（１）

（３）履修表の「(Ａ) 食品衛生法施行規則第50条に関わる科目(別表第14)の授業内容」の「化学」、「生物化学」、
「微生物学」、「公衆衛生学」の各学科からそれぞれ1科目以上、計22単位以上、かつ「(Ｂ) 食品衛生法施行規則
第50条に関わる科目(別表第15)の授業内容」の科目を含めて、合計40単位以上を取得すること。

〈履修上のアドバイス〉
　※本健康栄養学科の卒業に必要な必修科目の他に「基礎化学」、「分析化学」、「有機化学」の中から1科目、お

よび「食品加工学（管理栄養士必修科目）」を履修することにより履修条件を満たすことができます。

第１条　このࡉ則は、仁愛大学人間生活学部履修規程第15条の２の規定に基づき、仁愛大学人間生活学部健康栄養
学科（以下「本学科」という。）における৯Ӵ生理者および৯Ӵ生視員養成施設について定める。

第２条　本学科を、৯Ӵ生法第48条第６߲第３߸に規定する৯Ӵ生理者養成施設および৯Ӵ生法施行ྩ
第̕条第１߲第１߸に規定する৯Ӵ生視員養成施設（以下「本養成施設」という。）とする。

第３条　本養成施設の入学定員は75名とする。
第４条　本養成施設の授業科目を履修できる者は、本学科に入学をڐՄされた者とする。ただし、３年次ฤ入学

生の履修は認めないものとする。
第５条　本養成施設における修業年限は４年とする。
第６条　本養成施設において、৯Ӵ生理者任用資格および৯Ӵ生視員任用資格の取得にඞ要な授業科目

および単位数は、別表のとおりとする。
第７条　前条に規定する授業科目および単位を取得した者に、修得ূ明書を交付する。
第８条　このࡉ則に定めるもののほか、このࡉ則の施行に関しඞ要な事߲については、教授会のٞを経て、学部

長が定める。
第̕条　このࡉ則のվഇは、教授会のٞを経て学部長が行う。
附　則　このࡉ則は、平成23年４月１日から施行し、平成23年度入学生からద用する。
別　表　ུ

（̎）仁愛大学人ؒੜ׆学෦݈߁ӫཆ学Պ৯Ӵੜ理ऀ͓Αͼ৯Ӵੜࢹһཆ施ઃにؔ͢Δࡉଇ
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9．健康栄養学科の教育課程

（３）ཤ　म　ද

備　考

本学での開講授業科目食品衛生法施行規則に定める科目

無機化学
分析化学
有機化学
生物化学
生理学
生理学
生物化学
生物化学
生理学
毒性学
食品化学
食品分析学
微生物学
食品微生物学
微生物学
食品保存学
食品製造学
公衆衛生学
衛生行政学
疫　学
公衆衛生学
環境衛生学
衛生行政学
疫　学
食品衛生学
衛生行政学
食品衛生学
環境衛生学

化　　学

生物化学

微生物学

公衆衛生学

単位数
２
２
２
２
②
①
②

①

②
①
②

①

２

②

①

②

①

基礎化学
分析化学
有機化学
基礎生物学
解剖生理学
解剖生理学実験
基礎生化学

基礎生化学実験

食品学総論
食品分析実験
微生物学

微生物学実験

食品加工学

公衆衛生学

公衆衛生学実習

食品衛生学

食品衛生学実験

授　業　科　目学　科 科　目
1
科
目
以
上

1
科
目
以
上

1
科
目
以
上

1
科
目
以
上

各学科から1科
目以上計22単
位以上かつ(B)
表の科目を含め、
合計40単位以
上履修のこと。

˞単位数ཝの˓付数字の授業科目は卒業にඞ要なඞ修科目。

（"）৯Ӵੜ๏施نߦଇୈ��にؔΘΔՊ（ผදୈ1�）のतۀ༰

備　考

本学での開講授業科目食品衛生法施行規則に定める科目

医学概論
栄養化学
病理学
食品工学
農産物製造学
食品調理科学
食品調理科学
栄養学
栄養学
統計学
病理学
栄養学
保健学
品質管理学
分子生物学
品質管理学

そ
の
他
関
連
科
目

単位数
②
①
②
２
１
②
①
②
①
①
１
②
②
②
２
２

健康管理概論
栄養生化学実験
病理学
食品機能学
食品加工実習
調理学
調理科学実験
基礎栄養学
基礎栄養学実験
栄養教育論ᶚ(健康栄養情報処理演習)
臨床栄養病理学
臨床栄養学ᶚ(臨床栄養管理)
公衆栄養学ᶘ(栄養疫学)
給食経営管理論ᶗ(給食計画)
分子栄養学
食品品質評価演習

授　業　科　目学　科 科　目

˞単位数ཝの˓付数字の授業科目は卒業にඞ要なඞ修科目。

（#）৯Ӵੜ๏施نߦଇୈ��にؔΘΔՊ（ผද1�）のतۀ༰
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9．健康栄養学科の教育課程

5
教育職員免許状

栄養教諭

これからの栄養・食生活の教育を担う栄養教諭には、「教育職に対する強い情熱」、「栄養教諭
としての確かな力量」、「総合的な人間力」、「不断の研究的態度」の４つの要素が重要です。
本学科は、教育課程全体を通して、これらの要素を構成する資質能力を身につけ、「学童・生
徒の成長発達過程を深く理解し、学校給食の管理および食に関する指導を通して、子どもの
健全な育成および生きる力を養う栄養教育に寄与する栄養教諭」の養成を目指します。

ঢ়のऔಘڐһ໔ڭ（１）

教員免許状取得に必要な授業科目と最低修得単位数

学

　科

健
康
栄
養
学
科

教科及び教職に関する科目

免許状の
種類 基礎資格等 合計 介護等体験栄養に係る

教育に関する
科目

教育の基礎的
理解に関する
科目

教育実践に
関する科目

大学が独自に
設定する科目

道徳、総合的な
学習の時間等の
内容及び生徒指
導、教育相談等
に関する科目

6 不要84 22‒4
栄養教諭
一種免許状

●学士の学位を有すること、かつ
栄養士法第２条第３項の規定
により管理栄養士の免許を受
けていること。または同法第５
条の３第４項の規程により指
定された管理栄養士養成施
設の課程を修了し、同法第２
条第１項の規程により栄養士
め免許を受けていること。
●教育職員免許法施行規則第
66条の6に定める科目の履修

֨ࢿૅج（"）
　　教員免許状を取得するためには、基礎資格として学士の学位を取得することが必要です。したがって、「卒

業」することが教員免許状取得の前提条件になります。また、必ず次の表の科目を修得していることが教員
免許状取得の条件です（教育職員免許法施行規則第66条の6）。

教員免許状を取得するためには、本学の卒業資格を得たうえ、下表の教育職員免許法ならびに同法施行規則に定
める必要科目等を履修しなければなりません。

選択
備　考

必修
単位数

左記に対応する本学開講授業科目免許法施行規則に定める科目区分

日本国憲法
体　　　育

外国語コミュニケーション

情報機器の操作

2
2
1
1
2

2
2

2

2

日本国憲法 
スポーツと健康 
英話ᶗａ 
英話ᶗｂ 
情報基礎ᶗ 

授業科目科　目　区　分 単位数

˞ඞ修・બの別は、໔ڐ取得上における۠ 分。

（̎）ӫཆڭ་Ұछ໔ڐঢ়
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9．健康栄養学科の教育課程

左記に対応する開設授業科目

単位数単
位
数

科
目

栄
養
に
係
る

教
育
に
関
す

る
科
目

道
徳
、総
合
的
な
学
習
の
時
間

等
の
内
容
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

教
育
の
基
礎
的
理
解
に

関
す
る
科
目

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

選択必修
授  業  科  目

備　考

˞ඞ修・બの別は、໔ڐ取得上における۠分。

2
2

2

2

2
2
2
2

2

2
2

2

2
1
1

2

免許法施行規則に定める科目区分

各科目に含めることが必要な事項

学校栄養教育の理論と
方法

食育指導の理論と方法
教育原理

教職論

教育経営論

教育心理学
特別支援教育論
教育課程論
道徳教育の理論と方法

特別活動及び総合的な
学習時間の指導法

教育の方法と技術
生徒指導論

教育相談

事前・事後指導(栄養教諭)
教育実習(栄養教諭)
教職実践演習(栄養教諭)

本
学
開
講
授
業
科
目
の
必
修
科
目
単
位
合
計
は
、

規
則
に
定
め
る
単
位
数
を
超
え
て
い
る
が
、全
て
履
修
す
る
こ
と
。

4

8

6

2

2

栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項
幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項
食生活に関する歴史的及び文化的事項

食に関する指導の方法に関する事項
教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

道徳、総合的な学習の時間及び
特別活動に関する内容

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）
生徒指導の理論及び方法

教育相談
（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

栄養教育実習

教職実践演習

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）

（#）ӫཆにΔڭҭٴͼڭ৬にؔ͢ΔՊ
　　栄養に係る教育及び教職に関する科目は、教員としての専門的な教養、知識・技術を養うことを目的として

います。
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9．健康栄養学科の教育課程

①教育実習について
次の２科目２単位を必修とし、栄養教諭一種免許状の取得要件とします。
　○「事前・事後指導（栄養教諭）」　（１単位）４年次 前期・後期
　○「教育実習（栄養教諭）」　　　　（１単位）４年次 ９月～10月　期間 …………… 1週間
※教育実習の実習校および期間は、小学校または中学校で１週間です。詳細は４年次のガイダンスで説明します。

②教育実習の受講資格について
次に掲げる要件を満たす者に限り受講できるものとし、その審査は「健康栄養学科実習指導委員会」が行います。
　○　将来教職に就く希望、意欲を有すること。
　○　３年次前期終了時の通算GPAが2.5以上であること。
　○　実習時において、学部共通科目、専門科目、教職科目のうち、次の科目を修得済みまたは履修中であること。

「日本国憲法」「スポーツと健康」
「英語ᶗａ」「英語ᶗｂ」「情報基礎ᶗ」学部共通科目

「学校栄養教育の理論と方法」「食育指導の理論と方法」専 門 科 目

「教職論」「教育原理」「教育心理学」「教育経営論」「特別支援教育論」
「教育課程論」「道徳教育の理論と方法」「特別活動及び総合的な学習時間の指導法」
「教育の方法と技術」「生徒指導論」「教育相談」
「事前・事後指導（栄養教諭）」

教 職 科 目

実習科目履修要件とする科目実習科目名

ҭ実शڭ（$）

6
その他資格

大学において厚生労働大臣が指定する社会福祉に関する科目３科目以上を履修して卒業した
者に「社会福祉主事」の任用資格が与えられます。
健康栄養学科の該当科目は以下のとおりです。

「公衆衛生学」「社会福祉論」「基礎栄養学」を全て修得し、健康栄養学科を卒業すること。
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9．健康栄養学科教育課程

健
康
･栄
養
特
別
演
習

ᶙ

* 栄
養
総
合
演
習

ᶗ

* 健
康
・
栄
養
特
別
演
習

ᶗ

* 卒
業
研
究

基
礎
分
野

 

専
門
基
礎
分
野
 

      
専
門
分
野

* * * * * *

* * * * * *

1 2 1 2 2 1 22 2

* * * *

* * * * * * * *

* *

*
2 2 1 2 1 2

2 2 1 2 1 22 2 2
1 2 2 21 1 1 1

2 1 2 1 1

*
* *

1 1

* *

2 2

2 2

2 2 4

*

* * * *

2 2 2 2 1 2

２
年
次

３
年
次

４
年
次

合
計

区
　
分

学 部 共 通 科 目 学 科 専 門 科 目

解
剖
生
理
学
実
験

病
理
学

微
生
物
学
実
験

微
生
物
学

食
品
加
工
学

応
用
調
理
学
実
習

応
用
栄
養
学

ᶗ
(成
長
・
発
達
・
加
齢
、

食
事
摂
取
基
準
)

生
命
化
学

有
機
化
学

食
品
学
総
論

食
品
分
析
実
験

調
理
学

調
理
学
実
習

基
礎
栄
養
学

解
剖
生
理
学

基
礎
化
学

基
礎
生
物
学

分
析
化
学

公
衆
衛
生
学

栄
養
生
化
学

基
礎
生
化
学
実
験

臨
床
医
学
概
論

健
康
管
理
概
論

基
礎
生
化
学

運
動
生
理
学

食
品
衛
生
学
実
験

食
品
衛
生
学

基
礎
栄
養
学
実
験

応
用
栄
養
学

ᶘ
(栄
養
・
体
力
ｱｾ
ｽﾒ
ﾝﾄ
)

応
用
栄
養
学

ᶙ
(ﾗ
ｲﾌ
ｽﾃ
ｰｼ
ﾞ栄
養
学
)

* 給
食
経
営
管
理
論

ᶘ
(ﾏ
ﾈｼ
ﾒ゙ﾝ
ﾄ)

* 給
食
経
営
管
理
論
実
習

応
用
栄
養
学
実
習

社
会
福
祉
論

栄
養
生
化
学
実
験

食
品
機
能
学

食
品
加
工
実
習

調
理
科
学
実
験

公
衆
衛
生
学
実
習

*
1

*
2

応
用
栄
養
学

ᶚ
(ラ
イフ
スタ
イル
・ス
ポー
ツ栄
養学
)

栄
養
総
合
演
習

ᶘ

健
康
･栄
養
特
別
演
習

ᶘ

人
間
と
宗
教

生
命
の
倫
理

生
活
と
環
境
Ａ

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

英
語

ᶗ
ｂ

情
報
基
礎

ᶘ

仏
教
の
人
間
観

日
本
国
憲
法

ス
ポ
ー
ツ
Ａ

英
語

ᶗ
ａ

情
報
基
礎

ᶗ

4 6 7 4 4 2 27 10 7

英
語

ᶘ
ｂ

哲
学
の
世
界
観

生
活
と
環
境
Ｂ

英
語

ᶘ
ａ

前
　
期

１
年
次

36
34

16
31

6
0

0
21

42
34

16
52

2 2 1 2 2 2 2 21 1 12

1

後
　
期

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

2 2 1 1 2 2

（
注
1）
表
中
、
*は
必
修
、
科
目
名
の
後
ろ
の
数
字
は
単
位
数
を
表
す

（
注
2）
上
記
は
、健
康
栄
養
学
科
の
履
修
制
限
単
位
数（
24
単
位
）を
超
え
な
い
履
修
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。履
修
制
限
単
位
数
に
つ
い
て
は
、P
18
 「
2．
履
修
登
録
単
位
数
の
上
限
」を
参
照
の
こ
と
。

全
学
共
通
科
目

2単
位
以
上

人
間
学
関
連
科
目

4単
位
以
上

環
境・
健
康
生
活
科
目

4単
位
以
上

外
国
語
科
目

4単
位
以
上

情
報
科
目

2単
位
以
上

修学
基礎
・キ
ャリ
ア形
成科
目

2単
位以
上

26
単
位
以
上

基
礎
演
習

* *臨
床
栄
養
学

ᶘ
(栄
養
ｱｾ
ｽﾒ
ﾝﾄ
)

臨
床
栄
養
学

ᶙ
(チ
ー
ム
医
療
)

臨
床
栄
養
学
実
習

ᶘ
(栄
養
ｱｾ
ｽﾒ
ﾝﾄ
)

*
2 1 2 2 1 1 2

臨
床
栄
養
学

ᶗ
(栄
養
療
法
)

臨
床
栄
養
学
実
習

ᶗ
(食
事
療
法
)

** *栄
養
教
育
論

ᶗ
(栄
養
教
育
論
)

*

*

公
衆
栄
養
学

ᶗ
(地
域
栄
養
活
動
)

*給
食
運
営
実
習

分
子
栄
養
学

栄
養
教
育
論

ᶘ
(子
ど
も・
高
齢
期

栄
養
教
育
論
)

栄
養
教
育
論
実
習

公
衆
栄
養
臨
地
実
習

*公
衆
栄
養
学
実
習

2
給
食
経
営
管
理
論

ᶙ
(食
料
商
品
学
)

栄
養
教
育
論

ᶚ
(健
康
栄
養
情
報

処
理
演
習
)

臨
床
栄
養
学

ᶚ
(臨
床
栄
養
管
理
)

臨
床
栄
養
学
実
習

ᶙ
(臨
床
栄
養
管
理
)

*
2 2

臨
床
栄
養
臨
地
実
習

2 2
生
涯
発
達
心
理
学

食
育
指
導
の
理
論
と
方
法

*公
衆
栄
養
学

ᶘ
(栄
養
疫
学
)

栄
養
教
育
論

ᶙ
(行
動
療
法
・
ｶｳ
ﾝｾ
ﾘﾝ
ｸﾞ
)

1
臨
床
栄
養
病
理
学

給食
経営

管理
論ᶗ

(給
食計

画)

18 16 3 8 7 12 5 7 4 4 10 6 11
7

14
4

特
別
演
習
・

卒
業
研
究
 

関
連
科
目

 
10
2単
位
以
上

総
　
計
 

12
8単
位
以
上

*

医療・福祉施設等の管理栄養士を目指す者
（管理栄養士国家試験受験資格）

ཤमモσル１
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9．健康栄養学科の教育課程

* 栄
養
総
合
演
習

ᶗ
2

* 健
康
・
栄
養
特
別
演
習

ᶗ
2

健
康
･栄
養
特
別
演
習

ᶙ
2

* 卒
業
研
究

4

基
礎
分
野

専
門
基
礎
分
野

専
門
分
野

特
別
演
習
・

卒
業
研
究

関
連
科
目

10
2単
位
以
上

教
職
に
関
す
る
科
目

総
　
計
 

12
8単
位
以
上

基
礎
化
学

基
礎
生
物
学

分
析
化
学

2 2 2

全
学
共
通
科
目

2単
位
以
上
 

人
間
学
関
連
科
目

4単
位
以
上
 

環
境・
健
康
生
活
科
目

4単
位
以
上
 

外
国
語
科
目

4単
位
以
上
 

情
報
科
目

2単
位
以
上

修学
基礎
・キ
ャリ
ア形
成科
目

2単
位以
上

26
単
位
以
上

*

* * * *

2 2 2 1 2

２
年
次

３
年
次

４
年
次

合
計

区
　
分

学 部 共 通 科 目 学 科 専 門 科 目

2
生
命
科
学

* 給
食
経
営
管
理
論

ᶘ
(ﾏ
ﾈｼ
ﾒ゙ﾝ
ﾄ)

2

人
間
と
宗
教

生
命
の
倫
理

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

英
語

ᶗ
ｂ

情
報
基
礎

ᶘ

仏
教
の
人
間
観

日
本
国
憲
法

ス
ポ
ー
ツ
Ａ

英
語

ᶗ
ａ

情
報
基
礎

ᶗ

基
礎
演
習

4 6 5 5 4 2 26 8 7 18 14 3 8 7 11 5 5 2 4 12 9 11
3

13
9

26

美
術
の
世
界

英
語

ᶘ
ｂ

英
語

ᶙ
ａ

生
活
と
環
境
Ｂ

英
語

ᶘ
ａ

前
　
期

１
年
次

35
34

15
29

6
1

0
19

41
35

15
48

2 1

2 1
1

後
　
期

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

2 2 1 1 2 2

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
演
習

2

事
前
・
事
後
指
導（
栄
養
教
諭
）

12
教
職
実
践
演
習（
栄
養
教
諭
）

* 給
食
経
営
管
理
論
実
習

1

応
用
栄
養
学
実
習

1

（
注
1）
表
中
、
*は
必
修
、
科
目
名
の
後
ろ
の
数
字
は
単
位
数
を
表
す

（
注
2）
上
記
は
、健
康
栄
養
学
科
の
履
修
制
限
単
位
数（
24
単
位
）を
超
え
な
い
履
修
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。履
修
制
限
単
位
数
に
つ
い
て
は
、P
18
 「
2．
履
修
登
録
単
位
数
の
上
限
」を
参
照
の
こ
と
。

2
解
剖
生
理
学

*
2 2

基
礎
生
化
学

運
動
生
理
学

* *

2 1
食
品
衛
生
学

食
品
衛
生
学
実
験

* *

1
基
礎
栄
養
学
実
験

*

2
給
食
経
営
管
理
論

ᶗ
(給
食
計
画
)

1
国
際
食
糧
・
栄
養
情
報
論

2 2
教
職
論

教
育
心
理
学

1 2

応
用
栄
養
学

ᶘ
(栄
養
・
体
力
ｱｾ
ｽﾒ
ﾝﾄ
)

応
用
栄
養
学

ᶙ
(ﾗ
ｲﾌ
ｽﾃ
ｰｼ
ﾞ栄
養
学
)

* *

2
健
康
管
理
概
論

*
1

公
衆
衛
生
学
実
習

*
2 1

社
会
福
祉
論

栄
養
生
化
学
実
験

*

1 1
食
品
加
工
実
習

調
理
科
学
実
験

*

1
栄
養
教
育
論

ᶚ
(健
康
栄
養
情
報

処
理
演
習
)

*

2 2
生
涯
発
達
心
理
学

食
育
指
導
の
理
論
と
方
法

2 2
道
徳
教
育
の
理
論
と
方
法

特
別
支
援
教
育
論

2 1

臨
床
栄
養
学

ᶚ
(臨
床
栄
養
管
理
)

臨
床
栄
養
学
実
習

ᶙ
(臨
床
栄
養
管
理
)

* *

2
公
衆
栄
養
学

ᶘ
(栄
養
疫
学
)

*

2
臨
床
栄
養
臨
地
実
習

*

2 1

栄
養
教
育
論

ᶘ
(子
ど
も・
高
齢
期

栄
養
教
育
論
)

栄
養
教
育
論
実
習

* *

1
給
食
経
営
管
理
臨
地
実
習

2
学
校
栄
養
教
育
の
理
論と
方
法

2 2
生
徒
指
導
論

教
育
経
営
論

2 2 1

臨
床
栄
養
学

ᶘ
(栄
養
ｱｾ
ｽﾒ
ﾝﾄ
)

臨
床
栄
養
学

ᶙ
(ﾁ
ｰﾑ
医
療
)

臨
床
栄
養
学
実
習

ᶘ
(栄
養
ｱｾ
ｽﾒ
ﾝﾄ
)

* * *

2 1 2

栄
養
生
化
学

基
礎
生
化
学
実
験

臨
床
医
学
概
論

* * *

2
栄
養
教
育
論

ᶗ
(栄
養
教
育
論
)

*

2
公
衆
栄
養
学

ᶗ
(地
域
栄
養
活
動
)

*

1
給
食
運
営
実
習

2 2
教
育
課
程
論

教
育
の
方
法
と
技
術

2 1

臨
床
栄
養
学

ᶗ
(栄
養
療
法
)

臨
床
栄
養
学
実
習

ᶗ
(食
事
療
法
)

* *

2
公
衆
衛
生
学

*

2 1 2 1

食
品
学
総
論

食
品
分
析
実
験

調
理
学

調
理
学
実
習

* * * *
2

基
礎
栄
養
学

*

1 2 1 2

解
剖
生
理
学
実
験

病
理
学

微
生
物
学
実
験

微
生
物
学

* * * *
2 1

食
品
加
工
学

応
用
調
理
学
実
習

*

2
応
用
栄
養
学

ᶗ
(成
長
・
発
達
・
加
齢
、

食
事
摂
取
基
準
)

*

2
教
育
原
理

2
応
用
栄
養
学

ᶚ
(ﾗ
ｲﾌ
ｽﾀ
ｲﾙ・
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ栄
養
学
)

*

1
栄
養
教
育
論

ᶙ
(行
動
療
法
・
ｶｳ
ﾝｾ
ﾘﾝ
ｸﾞ
)

*

2
健
康
･栄
養
特
別
演
習

ᶘ
*

2
心
と
健
康

2
教
育
相
談

1 2
教
育
実
習（
栄
養
教
諭
）

特
別
活
動
及
び
総
合
的
な

学
習
時
間
の
指
導
法

1
公
衆
栄
養
学
実
習

*

*

*

栄養教諭を目指す者
（管理栄養士国家試験受験資格、栄養教諭一種免許状）

ཤमモσル̎
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9．健康栄養学科の教育課程

* 健
康
・
栄
養
特
別
演
習

ᶗ

* 卒
業
研
究

学 科 専 門 科 目

37
30

15
31

43
30

15
14
0

52

（
注
1）
表
中
、
*は
必
修
、
科
目
名
の
後
ろ
の
数
字
は
単
位
数
を
表
す

（
注
2）
上
記
は
、健
康
栄
養
学
科
の
履
修
制
限
単
位
数（
24
単
位
）を
超
え
な
い
履
修
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。履
修
制
限
単
位
数
に
つ
い
て
は
、P
18
 「
2．
履
修
登
録
単
位
数
の
上
限
」を
参
照
の
こ
と
。

* 給
食
経
営
管
理
論

ᶘ
(ﾏ
ﾈｼ
ﾒ゙ﾝ
ﾄ)

* 給
食
経
営
管
理
論
実
習

応
用
栄
養
学
実
習

健
康
･栄
養
特
別
演
習

ᶙ

* 栄
養
総
合
演
習

ᶗ

基
礎
分
野

 

 
 

専
門
基
礎
分
野
 

    
専
門
分
野

           

特
別
演
習
・

卒
業
研
究

 
関
連
科
目

 1
02
単
位
以
上

総
　
計
 

12
8単
位
以
上

* * * * * *

* * * * * *

2 2 1 2 1 2 2 1 2

* * * * * * * * *

* * * * * * * *

* * * * * * *

* * * * * * *

* * *

2 2 2 2 1 1 1 2 2 1

2 2 1 2 1 2 2 1 2 2 1 1 2

2 2 2 2 2 1 2 1 2

1 2 1 2 2 1 1 2 1

2 1 2 1 1 1 2 1 2 2 2

2 1 2 2

2 2 4

全
学
共
通
科
目

2単
位
以
上
 

人
間
学
関
連
科
目

4単
位
以
上
 

環
境・
健
康
生
活
科
目

4単
位
以
上
 

外
国
語
科
目

4単
位
以
上
 

情
報
科
目

2単
位
以
上

修学
基礎
・キ
ャリ
ア形
成科
目

2単
位以
上

26
単
位
以
上

*

* * * *

2 2 2 2 1 2

２
年
次

３
年
次

４
年
次

合
計

区
　
分

学 部 共 通 科 目

有
機
化
学

生
命
科
学

解
剖
生
理
学
実
験

病
理
学

微
生
物
学
実
験

微
生
物
学

食
品
加
工
学

応
用
調
理
学
実
習

応
用
栄
養
学

ᶗ
(成
長
・
発
達
・
加
齢
、

食
事
摂
取
基
準
)

基
礎
化
学

基
礎
生
物
学

分
析
化
学

解
剖
生
理
学

食
品
学
総
論

食
品
分
析
実
験

調
理
学

調
理
学
実
習

基
礎
栄
養
学

公
衆
衛
生
学

栄
養
生
化
学

基
礎
生
化
学
実
験

臨
床
医
学
概
論

栄
養
教
育
論

ᶗ
(栄
養
教
育
論
)

臨
床
栄
養
学

ᶗ
(栄
養
療
法
)

臨
床
栄
養
学
実
習

ᶗ
(食
事
療
法
)

公
衆
栄
養
学

ᶗ
(地
域
栄
養
活
動
)

給
食
運
営
実
習

分
子
栄
養
学

健
康
管
理
概
論

基
礎
生
化
学

運
動
生
理
学

食
品
衛
生
学

食
品
衛
生
学
実
験

基
礎
栄
養
学
実
験

応
用
栄
養
学

ᶘ
(栄
養
・
体
力
ｱｾ
ｽﾒ
ﾝﾄ
)

応
用
栄
養
学

ᶙ
(ﾗ
ｲﾌ
ｽﾃ
ｰｼ
ﾞ栄
養
学
)

給食
経営

管理
論ᶗ

(給
食計

画)

国
際
食
糧・
栄
養
情
報
論

社
会
福
祉
論

栄
養
生
化
学
実
験

食
品
機
能
学

食
品
加
工
実
習

調
理
科
学
実
験

栄
養
教
育
論

ᶚ
(健
康
栄
養
情
報

処
理
演
習
)

臨
床
栄
養
学

ᶚ
(臨
床
栄
養
管
理
)

臨
床
栄
養
学
実
習

ᶙ
(臨
床
栄
養
管
理
)

公
衆
栄
養
学

ᶘ
(栄
養
疫
学
)

臨
床
栄
養
臨
地
実
習

公
衆
衛
生
学
実
習

栄
養
教
育
論

ᶘ
(子
ど
も・
高
齢
期

栄
養
教
育
論
)

栄
養
教
育
論
実
習

臨
床
栄
養
学

ᶘ
(栄
養
ｱｾ
ｽﾒ
ﾝﾄ
)

臨
床
栄
養
学

ᶙ
(ﾁ
ｰﾑ
医
療
)

臨
床
栄
養
学
実
習

ᶘ
(栄
養
ｱｾ
ｽﾒ
ﾝﾄ
)

公
衆
栄
養
学
実
習

給
食
経
営
管
理
論

ᶙ
(食
料
商
品
学
)

給
食
経
営
管
理
臨
地
実
習

応
用
栄
養
学

ᶚ
(ﾗ
ｲﾌ
ｽﾀ
ｲﾙ・
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ栄
養
学
)

栄
養
教
育
論

ᶙ
(行
動
療
法
・
ｶｳ
ﾝｾ
ﾘﾝ
ｸﾞ
)

健
康
･栄
養
特
別
演
習

ᶘ

食
品
品
質
評
価
演
習

人
間
と
宗
教

生
命
の
倫
理

生
活
と
環
境
Ａ

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

英
語

ᶗ
ｂ

情
報
基
礎

ᶘ

仏
教
の
人
間
観

日
本
国
憲
法

ス
ポ
ー
ツ
Ａ

英
語

ᶗ
ａ

情
報
基
礎

ᶗ

基
礎
演
習

4 6 7 4 4 2 27 10 7 18 16 3 8 7 11 5 7 2 4 10 5 11
3

英
語

ᶘ
ｂ

哲
学
の
世
界
観

生
活
と
環
境
Ｂ

英
語

ᶘ
ａ

前
　
期

１
年
次

6
0

0
21

2 2 1
1

後
　
期

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

2 2 1 1 2 2

*

食品研究開発関連産業を目指す者
（管理栄養士国家試験受験資格、食品衛生管理者）

ཤमモσル３
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10．子ども教育学科の教育課程

1
教育課程表

1� ҭ՝ఔڭҭ学ՊのڭͲࢠ

人間生活学部における教育課程は、「学部共通科目」ならびに「専門科目」により構成されて
います。４年間に開設される授業科目、単位数は以下のとおりです。

「学部共通科目」は、建学の精神に基づく人間性の涵養および学部教育の基盤として必要な学芸と実際的な知識
の修得を主眼に編成しています。
具体的には、建学の精神に基づく人間性の涵養を目的とした＜全学共通科目＞、学部教育の基盤として必要な学
芸の修得を目的とする＜人間学関連科目＞、生活を営んでいく上で必要となる生活環境と運動を捉え、豊かな生
活の在り方、生き方を理解するとともに、実際的な知識を学ぶ＜環境・健康生活科目＞、英語、フランス語、ド
イツ語、中国語、ポルトガル語の語学力を養う＜外国語科目＞、４年間の学習に必要な情報技術を習得する＜情
報科目＞、大学生として基礎的教育やキャリア形成支援を行う＜修学基礎・キャリア形成科目＞の６つの科目区
分により構成しています。
卒業するためには、①必修科目を修得、②科目区分により定められた最低修得単位数分の科目を修得、さらに③
選択科目として８単位以上分の科目（いずれの科目区分の科目でもよい。）を修得し、学部共通科目全体として
合計26単位以上を修得することが必要です。

＜全学共通科目＞
必修科目として「仏教の人間観(２単位)」を修得しなければなりません。

＜人間学関連科目＞
最低修得単位として4単位以上を修得しなければなりません。なお、子ども教育学科の「幼稚園教諭」、「小学校
教諭」免許取得希望者は、「日本国憲法(2単位)」を必ず修得してください。

＜環境・健康生活科目＞
最低修得単位として４単位以上を修得しなければなりません。なお、子ども教育学科の「幼稚園教諭」、「小学校
教諭」免許取得希望者は、「スポーツと健康(2単位)」を必ず修得してください。また、子ども教育学科の「保育
士」資格取得希望者は、「スポーツと健康(2単位)」と「スポーツA(1単位)」を必ず修得してください。

＜外国語科目＞
必修科目として「英語ᶗa(１単位)」「英語ᶗb(１単位)」を修得しなければなりません。英語の授業は習熟度別
にクラス分けを行い、各自の能力に応じた授業を計画しています。また、最低修得単位として４単位以上を修得
しなければなりません。

＜情報科目＞
必修科目として「情報基礎ᶗ(２単位)」を修得しなければなりません。

＜修学基礎・キャリア形成科目＞
必修科目として「基礎演習」を修得しなければなりません。また、「キャリア・デザインᶗ(２単位)」「キャリ
ア・デザインᶘ(２単位)」は社会人として求められる基本的な能力や態度等が備わることを目的としているため
修得することを勧めます。

※卒業するためには、上記の必修科目および最低修得単位数以外に、選択科目として８単位以上の科目の履修が
必要となります。

（１）学෦ڞ௨Պ
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8
（
い
ず
れ
の
科
目
区
分
か
ら
で
も
可
）

26

2

人
間
学
関
連
科
目

外
国
語
科
目

情
報
科
目

修
学
基
礎
・

キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

全
学
共
通

科
目

単　位　合　計 8 2618

˞単位ཝの˓付数字および履修年次の˕の授業科目はඞ修。　˞幼稚園教་・খ学校教་・อ育士֤ཝの˙はඞ修科目。

授 業 科 目 名区分 形態 １年
履　修　年　次 必要最低修得単位

前 後
2年
前 後

3年
前 後

4年 必修 選択
前 後

計

仏教の人間観
人間と宗教
仏教の思想
　　　 （小　　計）
哲学の世界観
生命の倫理
日本国憲法
文学の世界
音楽の世界
美術の世界
　　　 （小　　計）

環
境
・
健
康
生
活
科
目

生活と環境Ａ
生活と環境Ｂ
生活と環境Ｃ
生活と環境Ｄ
ふくい総合学
スポーツと健康
スポーツＡ（ダンス・バスケットボール）
スポーツＢ（スキー）
　　　 （小　　計）
英語ᶗａ
英語ᶗｂ
英語ᶘａ
英語ᶘｂ
英語ᶙａ
英語ᶙｂ
フランス語ａ
フランス語ｂ
ドイツ語ａ
ドイツ語ｂ
中国語ａ
中国語ｂ
ポルトガル語ａ
ポルトガル語ｂ
　　　 （小　　計）
情報基礎ᶗ
情報基礎ᶘ
　　　 （小　　計）
基礎演習
キャリア・デザインᶗ
キャリア・デザインᶘ
　　　 （小　　計）

2

2

幼
稚
園
教
諭

小
学
校
教
諭

保
　育
　士

4
最低
修得
単位

4
最低
修得
単位

4
最低
修得
単位

②
2
2
6
2
2
2
2
2
2
12
2
2
2
2
2
2
1
1
14
①
①
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
14
②
2
4
②
2
2
6
56

単位

講義
講義
講義

講義
講義
講義
講義
講義
講義

講義
講義
講義
講義
講義
講義
実技
実技

演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習

演習
演習

演習
講義
講義

◎

○

○

◎

○

○

○

○

◎

◎
○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

■

■

■
■

■

■

■

■
■

■

■

■
■

■
■

■

■

○

○

○

○

◎

○

○

○

○

○

10．子ども教育学科の教育課程



44

Ⅰ

履
修
の
手
引
き

10．子ども教育学科の教育課程

子ども教育学科専門科目は、＜基幹科目＞＜展開科目＞＜実践演習・総合演習・実習科目＞＜特別演習・卒業研
究＞＜関連科目＞に区分により構成されています。卒業するためには、必修科目を含め合計で102単位以上を修
得しなければなりません。

（̎）ઐ 門 Պ 

基 

幹 

科 

目

授 業 科 目 名区分 形態 １年
履　修　年　次

前 後
2年
前 後

3年
保

　育

　士

幼
稚
園
教
諭

小
学
校
教
諭

児
童
厚
生
員前 後

4年
前 後

教職論
教育原理
教育心理学
教育経営論 
道徳教育の理論と方法
教育の方法と技術
教育課程論ᶗ
教育課程論ᶘ
生徒・進路指導論
特別活動及び総合的な学習時間の指導法
教育相談
社会福祉
子ども家庭福祉
保育者論
保育原理ᶗ
社会的養護ᶗ
発達心理学ᶗ
保育基礎演習　　
　　　　（小　　計）　　

展

 

開

 

科

 

目

各

　教

　科

各
教
科
指
導
法

˞単位ཝの˓付数字および履修年次の˕の授業科目はඞ修。
˞幼稚園教་・খ学校教་・อ育士・児ಐް生員֤ཝの˙はඞ修科目、˘はબ科目。

単位

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習

◎
◎

◎

◎

◎

◎
◎

◎

◎

○

◎

○

◎

○
○

○

■
□

■

■
■
■
■
■
■
□

■
■
■
■

■
■

■○
○

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■

講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
講義

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○
○

○

■
□
■
□

■
□

■

□

□
■
□
■
□

■
□

○
○

○

○

○

○

○

○

■
■
■
■
□
□
□
□
□
□
□
□
□
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

国語
社会
算数
理科
理科総合
生活
音楽ᶗ
音楽ᶘ
図画工作ᶗ
図画工作ᶘ
家庭
体育ᶗ
体育ᶘ　
英語
　　　　（小　　計）　　
国語科教育法
社会科教育法
算数科教育法
理科教育法
生活科教育法
音楽科教育法
図画工作科教育法
家庭科教育法
体育科教育法
英語科教育法
　　　　（小　　計）　　

②
②
②
2
2
2
②
②
2
2
2
②
②
②
②
2
②
②
36
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
28
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
20
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10．子ども教育学科の教育課程

授 業 科 目 名区分 形態 １年
履　修　年　次

前 後
2年
前 後

3年
前 後

4年
前 後

実
践
演
習
・
総
合
演
習
・
実
習
科
目

特
別
演
習
・

　
　
　卒
業
研
究

展 

開 

科 

目

保

　
　育

保

　育

　士

幼
稚
園
教
諭

小
学
校
教
諭

児
童
厚
生
員

次ϖージにଓく

単位

基礎ピアノᶗ 
基礎ピアノᶘ
音楽表現ᶗ  
音楽表現ᶘ 
音楽演習　　
児童福祉援助技術
保育原理ᶘ
子ども家庭支援の心理学
発達心理学ᶘ
子どもの保健
子どもの健康と安全
子どもの食と栄養　
精神保健
子ども家庭支援論
保育内容総論
保育内容指導法（健康）
保育内容指導法（人間関係）
保育内容指導法（環境）
保育内容指導法（言葉）
保育内容指導法（表現A）
保育内容指導法（表現B）
保育内容指導法（表現C）
保育内容指導法（子どもの文化）
乳児保育ᶗ
乳児保育ᶘ
障がい児保育　
社会的養護ᶘ　
子育て支援
　　　（小　　計）
保育実践演習　
教職実践演習（幼・小）
保育実習指導ᶗ
保育実習ᶗａ
保育実習ᶗｂ
保育実習指導ᶘ
保育実習ᶘ
保育実習指導ᶙ
保育実習ᶙ
事前・事後指導（幼稚園）
教育実習ᶗ（幼稚園）
教育実習ᶘ（幼稚園）
事前・事後指導(小学校）
教育実習（小学校)
フィールドワーク演習
　　　（小　　計）
子ども教育特別演習ᶗ
子ども教育特別演習ᶘ
子ども教育特別演習ᶙ
卒業研究
　　　（小　　計）

○

○

◎
◎

■

■
■

■
■

演習
演習
演習
演習
演習
演習
講義
講義
演習
講義
演習
演習
講義
講義
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
講義
演習
演習
演習
演習

演習
演習
演習
実習
実習
演習
実習
演習
実習
実習
実習
実習
実習
実習
演習

演習
演習
演習
演習

○

○

○

○

○

○
○

○
○

○

○
○

○
○
○

○

○

○
○
○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

○
○

○

○

○
○

◎

◎

○

○

○

○

○
○
○
○
○

○

◎

□
□
□
□
□
□
□
■
■
■
■
■
□
■
■
■
■
■
■
□
□
■
■
■
■
■
■
■

■

■
■
■
□
□
□
□

■
■
■
■
■
□
□
■
■

■

■
■
■

1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
51
2
2
2
2
2
1
2
1
2
1
1
3
1
4
2
28
②
②
②
④
10
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10．子ども教育学科の教育課程

授 業 科 目 名区分 形態 １年
履　修　年　次

前 後
2年
前 後

3年
前 後

4年
前 後

演習
講義
演習
講義
演習
演習
演習
講義

○

○

○
○

○
○
○

○

関 

連 

科 

目

保育とソーシャルワーク
特別支援教育論
地域福祉学演習
子どもと食育
子どもの映像文化
子どもの発達臨床
子どもと英語教育
絵本・児童文学論
　　　（小　　計）
　　単　位　合　計

˞単位ཝの˓付数字および履修年次の˕の授業科目はඞ修。
˞幼稚園教་・খ学校教་・อ育士・児ಐް生員֤ཝの˙はඞ修科目、˘はબ科目。

□

□
□

□

■

□
□
■
□
□

保

　育

　士

幼
稚
園
教
諭

■

□
□

□

小
学
校
教
諭

児
童
厚
生
員

2
2
2
2
2
2
2
2
16
189

単位

授 業 科 目 名 形態 １年
履　修　年　次

前 後
2年
前 後

3年
前 後

4年
前 後

講義
講義
講義
実習

○
○
○

○児童館論
児童館活動内容 a
児童館活動内容 b
児童館実習
　　　  　　合　　計

˞児ಐް生員ཝの˙はඞ須科目、̆ はબ科目。

■
■
■
■

保

　育

　士

幼
稚
園
教
諭

小
学
校
教
諭

児
童
厚
生
員

2
2
2
2
8

単位

自由選択科目として設定される科目（健康栄養学科に開設）

生命科学、食品品質評価演習、食文化論、学校栄養教育の理論と方法、心と健康

子ども教育学科の学生が、健康栄養学科の専門科目を履修できる自由選択科目は以下のとおりです。これらの科
目を履修した場合は、卒業要件の専門科目102単位のうち、10単位を上限として置き換えることができます。

児童厚生一級指導員資格取得のための特設科目として開講されている授業科目です。
（これらの科目については、卒業要件の単位数には含まれません。）

（４）自༝બՊ

֨ࢿಋһのࢦڃಐްੜҰࣇ（３）

特別演習は、３年次開講の「子ども教育特別演習ᶗ(２単位)」と、４年次開講の「子ども教育特別演習ᶘ(２単
位)」、「子ども教育特別演習ᶙ(２単位)」を履修しなければなりません。特別演習は、３年次からゼミに所属し
応用分野に関する演習を行います。ゼミ担当教員、研究題目、登録方法などの詳細については、各学科より連絡
されます。
卒業研究は、特別演習に関連して自分が選んだテーマによる卒業研究を行います。卒業研究は論文等の審査によ
り単位が認定されます。提出方法や審査方法については、学科より連絡されます。

（５）ಛผԋश・ଔڀݚۀ
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2
教育職員免許状

幼稚園教諭
小学校教諭

これからの幼稚園・小学校の教育を担う教諭には、「教育職に対する強い情熱」、「幼稚園・小
学校の教諭としての確かな力量」、「総合的な人間力」、「不断の研究的態度」の４つの要素が
重要です。本学科は、教育課程全体を通して、これらの要素を構成する資質能力を身につけ、
本学科が目標とする「乳幼児期から児童期までの子どもの成長発達過程を深く理解し、子ど
もの健全な育成および確かな学力を養う創造的な教育に寄与する幼稚園・小学校教諭」の養
成を目指します。

Ⅰ
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10．子ども教育学科の教育課程

教員免許状を取得するためには、本学の卒業資格を得たうえ、下表の教育職員免許法ならびに同法施行規則に定
める必要科目等を履修しなければなりません。

ঢ়のऔಘڐһ໔ڭ（１）

学

　科

子
ど
も
教
育
学
科

教科及び教職に関する科目

免許状の種類 基礎資格等 合計 介護等体験領域及び保育
内容の指導法
に関する科目

教育の基礎的
理解に関する
科目

教育実践に
関する科目

大学が独自に
設定する科目

道徳、総合的な
学習の時間等の
指導法及び生徒
指導、教育相談
等に関する科目

4 不要1016 51147

●本学卒業要件の
　充足

●教育職員免許法
　施行規則第66条
　の6に定める科目
　の履修

幼稚園教諭
一種免許状

学

　科

子
ど
も
教
育
学
科

教科及び教職に関する科目

免許状の種類 基礎資格等 合計 介護等体験教科及び教科
の指導法に関
する科目

教育の基礎的
理解に関する
科目

教育実践に
関する科目

大学が独自に
設定する科目

道徳、総合的な
学習の時間等の
指導法及び生徒
指導、教育相談
等に関する科目

10 要1030 5927

●本学卒業要件の
　充足

●教育職員免許法
　施行規則第66条
　の6に定める科目
　の履修

小学校教諭
一種免許状

教員免許状取得に必要な授業科目と最低修得単位数
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10．子ども教育学科の教育課程

左記に対応する開設授業科目

単位数単
位
数

科
目

領
域
及
び
保
育
内
容
の

指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
育
の
基
礎
的
理
解
に

関
す
る
科
目

選択必修
授  業  科  目

備　考

˞ඞ修・બの別は、໔ڐ取得上における۠分。

2

2

2

2

2
2
2
2
2

2
2
2

2

2

2
2

2

免許法施行規則に定める科目区分

各科目に含めることが必要な事項

保育内容総論
保育内容指導法（健康）
保育内容指導法（人間関係）
保育内容指導法（環境）
保育内容指導法（言葉）
保育内容指導法（表現A）
保育内容指導法（表現B）
保育内容指導法（表現C）
保育内容指導法（子どもの文化）
教育原理

教職論

教育経営論

教育心理学
特別支援教育論

教育課程論Ⅰ

16

10

保育内容の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。）

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含む。）

国語
算数
生活

音楽

図画工作

体育

国語
算数
生活

音楽Ⅰ
音楽Ⅱ

図画工作Ⅰ
図画工作Ⅱ

体育Ⅰ
体育Ⅱ

領域に関する専門的事項

2
2

2

2

2

2
2

֨ࢿૅج（"）
　　教員免許状を取得するためには、基礎資格として学士の学位を取得することが必要です。したがって、「卒

業」することが教員免許状取得の前提条件になります。また、必ず次の表の科目を修得していることが教員
免許状取得の条件です（教育職員免許法施行規則第66条の6）。

৬にؔ͢ΔՊڭͼٴՊڭ（#）
　　教科及び教職に関する科目は、教員としての専門的な教養、知識・技術を養うことや直接担当する教科を専

門的に学びます。

選択
備　考

必修
単位数

左記に対応する本学開講授業科目免許法施行規則に定める科目区分

日本国憲法
体　　　育

外国語コミュニケーション

情報機器の操作

2
2
1
1
2

2
2

2

2

日本国憲法 
スポーツと健康 
英話ᶗａ 
英話ᶗｂ 
情報基礎ᶗ 

授業科目科　目　区　分 単位数

˞ඞ修・બの別は、໔ڐ取得上における۠ 分。

（̎）༮ஓ園ڭ་Ұछ໔ڐঢ়
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10．子ども教育学科の教育課程

ҭ実शڭ（$）

①教育実習について
　○「事前・事後指導（幼稚園）」　（１単位）１年次および３年次 前期・後期
　○「教育実習ᶗ（幼稚園）」　　　（１単位）１年次２月　期間 ……………１週間
　○「教育実習ᶘ（幼稚園）」　　　（３単位）３年次９月　期間 ……………３週間
このうち「事前・事後指導（幼稚園）」と「教育実習ᶗ（幼稚園）」および「教育実習ᶘ（幼稚園）」を必修とし、
合計５単位を幼稚園教諭一種免許状の取得要件とします。
※学外実習の期間は４週間です。詳細は１年次、３年次のガイダンスで説明します。

②教育実習の受講資格について
　○「教育実習ᶗ（幼稚園）」（１年次２月）
　　　・将来教職に就く希望、意欲を有すること。
　○「教育実習ᶘ（幼稚園）」（３年次９月）
　　　・将来教職に就く希望、意欲を有すること。
　　　・学部共通科目のうち、16単位以上を修得済みまたは履修中（後期履修予定を含む）であり、次に掲げる

　　科目が含まれていること。
　　　　「日本国憲法」「スポーツと健康」「英語ᶗａ」「英語ᶗｂ」「情報基礎ᶗ」　
　　　・次に掲げる専門科目を履修済みまたは履修中（後期履修予定を含む）であること。
　　　　「教職論」「教育原理」「教育心理学」「教育経営論」「教育の方法と技術」「教育課程論ᶗ」
　　　　「発達心理学ᶗ」「国語」「音楽ᶗ」「図画工作ᶗ」「体育ᶗ」 「事前・事後指導（幼稚園）」
　　　　「教育実習ᶗ（幼稚園）」「特別支援教育論」

左記に対応する開設授業科目

単位数単
位
数

科
目

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

選択必修
授  業  科  目

備　考

˞ඞ修・બの別は、໔ڐ取得上における۠分。

2

2

2

1
1
3
2

免許法施行規則に定める科目区分

各科目に含めることが必要な事項

4

5

2

14

教育の方法と技術

子どもの発達臨床

教育相談

事前・事後指導(幼稚園)
教育実習Ⅰ(幼稚園)
教育実習Ⅱ(幼稚園)
教職実践演習(幼・小)

子どもと食育

子どもの映像文化

子どもと英語教育

絵本・児童文学論

2

2

2

2

教育の方法及び技術
（情報機器及び教材の活用を含む。）

幼児理解の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法

教育実習

教職実践演習

道
徳
、総
合
的
な
学
習
の
時
間

等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

「大学が独自に設定
する科目」の選択科目
又は最低修得単位を
超えて履修した「領域
及び保育内容の指導
法に関する科目」又は
「教育の基礎的理解
に関する科目」「道
徳、総合的な学習の
時間等の指導法及び
生徒指導、教育相談
等に関する科目」「教
育実践に関する科目
」について、併せて14
単位以上を修得。
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֨ࢿૅج（"）
　　教員免許状を取得するためには、基礎資格として学士の学位を取得することが必要です。したがって、「卒

業」することが教員免許状取得の前提条件になります。また、必ず次の表の科目を修得していることが教員
免許状取得の条件です（教育職員免許法施行規則第66条の6）。

左記に対応する開設授業科目

単位数単
位
数

科
目

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

選択必修
授  業  科  目

備　考

˞ඞ修・બの別は、໔ڐ取得上における۠分。

免許法施行規則に定める科目区分

各科目に含めることが必要な事項

30

各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。）

国語(書写を含む。)
社会
算数

理科

生活

音楽
 

図画工作
 
家庭

体育
 
外国語

教科に関する専門的事項

2
2
2
2
2
2
2
2
2

国語
社会
算数
理科
理科総合
生活
音楽Ⅰ
音楽Ⅱ
図画工作Ⅰ
図画工作Ⅱ
家庭
体育Ⅰ
体育Ⅱ
英語
国語科教育法
社会科教育法
算数科教育法
理科教育法
生活科教育法
音楽科教育法
図画工作科教育法
家庭科教育法
体育科教育法
英語科教育法

書写を含む。

2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

৬にؔ͢ΔՊڭͼٴՊڭ（#）
　　教科及び教職に関する科目は、教員としての専門的な教養、知識・技術を養うことや直接担当する教科を専

門的に学びます。

選択
備　考

必修
単位数

左記に対応する本学開講授業科目免許法施行規則に定める科目区分

日本国憲法
体　　　育

外国語コミュニケーション

情報機器の操作

2
2
1
1
2

2
2

2

2

日本国憲法 
スポーツと健康 
英話ᶗａ 
英話ᶗｂ 
情報基礎ᶗ 

授業科目科　目　区　分 単位数

˞ඞ修・બの別は、໔ڐ取得上における۠ 分。

（３）খ学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়
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左記に対応する開設授業科目

単位数単
位
数

科
目 選択必修

授  業  科  目
備　考

免許法施行規則に定める科目区分

各科目に含めることが必要な事項

教
育
の
基
礎
的
理
解
に

関
す
る
科
目

˞ඞ修・બの別は、໔ڐ取得上における۠分。

10

10

5

2

2

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

道
徳
、総
合
的
な
学
習
の
時
間

等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

「大学が独自に設定
する科目」の選択科目
又は最低修得単位を
超えて履修した「教科
及び教科の指導法に
関する科目」又は「教
育の基礎的理解に関
する科目」「道徳、総
合的な学習の時間等
の指導法及び生徒指
導、教育相談等に関
する科目」「教育実践
に関する科目」につい
て、併せて2単位以上
を修得。

教育原理

教職論

教育経営論

教育心理学
特別支援教育論

教育課程論Ⅱ

道徳教育の理論と方法

特別活動及び総合的な
学習時間の指導法

教育の方法と技術

生徒・進路指導論

教育相談

事前・事後指導(小学校)
教育実習(小学校)
教職実践演習(幼・小)

子どもと食育

子どもの映像文化

絵本・児童文学論

2

2

2

2
2

2

2

2

2

2

2

1
4
2

2

2

2

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含む。）

道徳の理論及び指導法     
総合的な学習の時間の指導法
特別活動の指導法     
教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）
生徒指導の理論及び方法
進路指導及びキャリア教育の理論及び方法     

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法

教育実習

教職実践演習     
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（%）հޢମݧ
「小学校および中学校の教諭の普通免許状に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」により、小学校の
教員免許状を取得する場合には、７日間の介護等体験が義務づけられています。この介護等体験は、大学が
一括して福井県介護等体験実施連絡協議会に申請を行い、社会福祉施設における５日間の体験と、特別支援
学校における２日間の体験を実施します。
詳細については「介護等体験ガイダンス」にて説明します。

ҭ実शڭ（$）

①教育実習について
　○「事前・事後指導（小学校）」　（１単位）３年次 後期・４年次 前期・後期
　○「教育実習（小学校）」　　　　（４単位）４年次６月　期間 ……………４週間
このうち「事前・事後指導（小学校）」と「教育実習（小学校）」を必修とし、合計５単位を小学校教諭一種免許
状の取得要件とします。
※学外実習の期間は４週間です。詳細は４年次のガイダンスで説明します。

②教育実習の受講資格について
次に掲げる要件を満たす者に限り受講できるものとし、その審査は「子ども教育学科実習委員会」が行います。
　○「教育実習（小学校）」（４年次６月）
　　　・将来教職に就く希望、意欲を有すること。
　　　・「教科及び教科の指導法に関する科目」の区分による単位数を修得済みであること。
　　　　　教科に関する専門的事項…10単位以上
　　　　　各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）…20単位以上
　　　・上記の単位数を含めて、３年次末までの総修得単位数が80単位以上であること。
　　　・次に掲げる専門科目を履修中であること。
　　　　　「事前・事後指導（小学校）」　１単位　３年次後期・４年次前期・後期
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3
保育士

本学において、学則第44条の４の規定に基づき、所定の単位を修得し卒業することにより保
育士の資格を取得できます。

保育士資格を取得するためには、各教科目区分においてそれぞれ以下の単位を修得する必要があります。ただ
し、以下に記載した最低修得単位数は法令上のものであり、本学が定める要件に従って必要単位を修得する必要
があります。

（１）อҭ֨ࢿ࢜のऔಘにඞཁな୯Ґ

最低修得単位数教科目区分

8①教養科目（平成22年厚生労働省告示第278号）

51②必修科目（平成22年厚生労働省告示第278号別表第1）

9③選択必修科目（平成22年厚生労働省告示第278号別表第2）
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（̎）ཤ　म　ද

6

2

1
11単　　位　　合　　計 8単位以上履修

必修 計選択
単位数

本学の開講授業科目告示による教科目

授業
形態

教

　養

　科

　目

外国語、体育以外の科目 不問 6以上

外　国　語

体　　　育

演習 2以上

授業
形態

開設
単位数系列 教科目 左に対応して

開設されている教科目
2
2
2
1
1
2
1
11

講義
演習
演習
演習
演習
講義
実技

仏教の人間観
基礎演習
情報基礎ᶗ
英語ᶗａ
英語ᶗｂ
スポーツと健康
スポーツＡ

2講義 1
実技 1

備　考

本学開講授業
科目の必修科
目の単位数合
計は、告示に
定める単位数
を超えている
が、必修科目
は全て履修の
こと。

˞ඞ修・બの別は、อ育士取得上における۠分。

必修 計選択
単位数

本学での開設授業科目
備　考

告示による教科目

授業
形態

授業
形態 単位数系列 教科目 左に対応して

開設されている教科目

保
育
の
本
質
・
目
的
に

関
す
る
科
目

保
育
の
対
象
の

理
解
に
関
す
る
科
目

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

保
育

実
習

総
合

演
習

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2

66

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

10

8

2
2
2
2
2
2

4

2

2

66

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
講義
演習
講義
演習

演習

演習

講義
演習
演習
演習
演習
演習

実習

演習

演習

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
1

5

4

2
1
1
2
1
1

4

2

2

51

保育原理ᶗ
教育原理
子ども家庭福祉
社会福祉
子ども家庭支援論
社会的養護ᶗ
保育者論
発達心理学ᶗ
子ども家庭支援の心理学
発達心理学ᶘ
子どもの保健
子どもの食と栄養
教育課程論ᶗ
保育内容総論
保育内容指導法(健康)
保育内容指導法(人間関係)
保育内容指導法(環境)
保育内容指導法(言葉)
保育内容指導法(表現Ｃ)
音楽ᶗ
図画工作ᶗ
体育ᶗ
保育内容指導法(子どもの文化)
乳児保育ᶗ
乳児保育ᶘ
子どもの健康と安全
障がい児保育
社会的養護ᶘ
子育て支援
保育実習ᶗa
保育実習ᶗb
保育実習指導ᶗ

保育実践演習

保育原理
教育原理
子ども家庭福祉
社会福祉
子ども家庭支援論
社会的養護ᶗ
保育者論
保育の心理学
子ども家庭支援の心理学
子どもの理解と援助
子どもの保健
子どもの食と栄養
保育の計画と評価
保育内容総論

保育内容演習

保育内容の理解と方法

乳児保育ᶗ
乳児保育ᶘ
子どもの健康と安全
障害児保育
社会的養護ᶘ
子育て支援

保育実習ᶗ

保育実習指導ᶗ

保育実践演習

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
講義
演習
講義
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
講義
演習
演習
演習
演習
演習
実習
実習
演習

演習

合　　計 合　　計

˞ඞ修・બの別は、อ育士資格取得上における۠分。

本学科開講授
業科目の必修
科目単位数合
計は，告示に
定める単位数
を超えている
が，必修科目
はすべて履修
すること。

（#）ඞमՊ

ཆՊڭ（"）
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必修 計選択
単位数

本学の開講授業科目告示による教科目

授業
形態

授業
形態 単位数系列 教科目 左に対応して

開設されている教科目
最低
修得単位

15
単
位
以
上

各
指
定
保
育
士
養
成
施
設
に
お
い
て
設
定

保育の本質・目的に
関する科目

保育の対象の理解に
関する科目

保育の内容・方法に
関する科目

保育実習

2
1
2
1

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2

33

6

6

21

2
1
2
1
39

2
1
2
1
6

講義
演習
演習
講義
講義
演習
演習
演習
講義
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
講義
実習
演習
実習
演習

実習
演習
実習
演習

保育実習ᶘ
保育実習指導ᶘ
保育実習ᶙ
保育実習指導ᶙ

合　　計 合　　計18単位以上

いずれか
必修3単位
修得

保育原理ᶘ
児童福祉援助技術
地域福祉学演習
教育心理学
精神保健
保育とソーシャルワーク
保育内容指導法(表現Ａ)
保育内容指導法(表現Ｂ)
子どもと食育
音楽ᶘ
図画工作ᶘ
体育ᶘ
基礎ピアノᶗ
基礎ピアノᶘ
音楽表現ᶗ
音楽表現ᶘ
音楽演習
保育基礎演習
絵本・児童文学論
保育実習ᶘ
保育実習指導ᶘ
保育実習ᶙ
保育実習指導ᶙ

6単位以上
修得

˞ඞ修・બの別は、อ育士資格取得上における۠分。

（$）બඞमՊ
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（%）อҭ実श

①保育実習について
学外実習として開講する実習科目は、次の７科目12単位です。
　○「保育実習指導ᶗ」（２単位）２年次 前期・後期
　○「保育実習ᶗａ」　（２単位）２年次８月 ………………………… 保育所　　10日間
　○「保育実習ᶗｂ」　（２単位）２年次９月 ………………………… 施設　　　10日間
　○「保育実習指導ᶘ」（１単位）３年次 前期・後期
　○「保育実習ᶘ」　　（２単位）３年次11月  期間 ………………… 保育所　　10日間
　○「保育実習指導ᶙ」（１単位）３年次 後期・４年次前期
　○「保育実習ᶙ」　　（２単位）３年次２月～３月  期間  ………… 　　　　　10日～16日間

このうち「保育実習指導ᶗ」、「保育実習ᶗa」、「保育実習ᶗb」を必修とする。また、「保育実習指導ᶘ」と「保
育実習ᶘ」あるいは「保育実習指導ᶙ」と「保育実習ᶙ」の組み合わせを選択必修とし、合計９単位を保育士資
格の取得要件とします。
※「保育実習指導ᶗ」は、「保育実習ᶗa」、「保育実習ᶗb」に係る事前事後指導として、その単位認定は2年次末
に行う。また、「保育実習指導ᶘ」は「保育実習ᶘ」に係る事前事後指導として、単位認定は３年次末に行い、
「保育実習指導ᶙ」は「保育実習ᶙ」に係る事前事後指導として、それぞれ単位認定は４年次前期末に行う。
※学外実習の詳細は２年次、３年次のガイダンスで説明する。

②保育実習の受講資格について
次に掲げる要件を満たす者に限り受講できるものとし、その審査は「子ども教育学科実習委員会」が行います。 

　○「保育実習ᶗａ」「保育実習ᶗｂ」（２年次８月～９月）
　　　・将来保育職に就く希望、意欲を有すること。
　　　・実習時において、保育士養成課程に関する専門科目のうち、次の科目を修得済みまたは履修中（後期履

修予定を含む。）であること。
　　　　「教育原理」「教育課程論ᶗ」「子ども家庭福祉」「保育者論」「保育原理ᶗ」「発達心理学ᶗ」
　　　　「保育実習指導ᶗ」 「乳児保育ᶗ」      
　　　・１年次末までの総修得単位数が26単位以上であること。
　○「保育実習ᶘ」（３年次11月）「保育実習ᶙ」（３年次２月～３月）
　　　・将来保育職に就く希望、意欲を有すること。
　　　・実習時において、保育士養成課程に関する専門科目のうち、次の科目を修得済みまたは履修中（後期履

修予定を含む。）であること。
　　　　「教育原理」「教育課程論ᶗ」「子ども家庭福祉」「保育者論」「保育原理ᶗ」「発達心理学ᶗ」
　　　　「発達心理学ᶘ」「社会福祉」「社会的養護ᶗ」「乳児保育ᶗ」「乳児保育ᶘ」
　　　・２年次末までに、「展開科目」の「保育」系列専門科目の中から、20単位以上履修していること。
　　　・２年次末までの総修得単位数が50単位以上であること。
　　　・実習時において、「保育実習ᶗa」、「保育実習ᶗb」「保育実習指導ᶗ」を履修済であること。

必修

施設または
児童館

いずれかの
組み合わせを
選択必修
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4
児童厚生員

（児童厚生一級指導員）

児童厚生一級指導員とは、児童館（児童クラブを含む）において児童の健全な発達を支援す
る指導者として財団法人児童健全育成推進財団が認定する資格です。児童育成活動に関する
専門的な知識と技術を習得し、児童への直接的なかかわりとともに、地域全体を児童活動の
視野に入れて関係機関や組織との連携をはかることのできるソーシャルワーカーとしての役
割が期待されています。

基礎資格は、保育士資格となっているため、保育士の資格を履修する必要があります。

֨ࢿૅج（１）

（̎）ཤ　म　ද

必修 計選択
単位数

備　考授業
形態単位数指定科目

児童健全育成推進財団指定教科目 本 学 の 開 講 授 業 科 目
左記に対応して

開設されている教科目

児童館・放課後児童クラブの
機能と運営

児童館・放課後児童クラブの
活動内容と指導法Ⅰ

児童館・放課後児童クラブの
活動内容と指導法Ⅱ

児童館実習Ⅰ（10日）

児童館実習Ⅱ（10日）

単　位　合　計

2

2

2

1

2

2

11

2

2

2

2

2

10

2

2

2

1

2

2

11

講義

講義

講義

演習

実習

実習

児童館論

児童館活動内容 a

児童館活動内容 b

保育実習指導Ⅲ

保育実習Ⅲ

児童館実習

10日～16日間

10日～16日間

˞ඞ修・બの別は、資格取得上における۠分。

ఆՊࢦ（"）

（#）学֎実शについて

学外実習として開講する実習科目は、次の３科目５単位です。全ての科目の修得が必要です。
　○「保育実習指導ᶙ」（１単位）３年次後期・４年次前期
　○「保育実習ᶙ」　　（２単位）３年次２月～３月　期間 …………… 児童館10～16日間
　○「児童館実習」　　（２単位）４年次８月　　　　期間 …………… 児童館10～16日間
※「保育実習ᶙ」の実習施設は児童館に限定されます。
※学外実習のうち、「児童館実習」の詳細は４年次のガイダンスで説明します。

ʪࢦఆՊཤम্のҙʫ
○本学開講授業科目の必修科目の単位数合計は、財団が定める単位数を超えているが、必修科目を全て履修のこと。
○この課程の履修については、保育士の資格を履修をしなければならない。
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5
その他資格

大学において厚生労働大臣が指定する社会福祉に関する科目３科目以上を履修して卒業した
者に「社会福祉主事」の任用資格が与えられます。
子ども教育学科の該当科目は以下のとおりです。

「社会福祉」「子ども家庭福祉」「子ども家庭支援論」「精神保健」のうち、３科目以上を修得
し、子ども教育学科を卒業すること。
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保育士、認定こども園等の児童施設職員を目指す者
（保育士資格、幼稚園教諭一種免許状）

事
前
･事
後
指
導
(幼
稚
園
)

事
前
･事
後
指
導
(幼
稚
園
)

保
育
実
習
指
導

ᶗ
保
育
実
習
指
導

ᶘ

* 子
ど
も
教
育
特
別
演
習

ᶗ

* * * *

* * * *

2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 1

* *　

*
*

2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 1

2 2 2 3 2 2

2 2 2 2 1 1 2 2 2 2

2 2 2 2 2

2 2 4 2

教
育
課
程
論

ᶗ
発
達
心
理
学

ᶗ
保
育
者
論

子
ど
も
家
庭
福
祉

国
語

基
礎
ピ
ア
ノ

ᶘ
保
育
内
容
指
導
法

（
表
現
Ａ
）

保
育
内
容
指
導
法

（
健
康
）

保
育
内
容
指
導
法

（
表
現
Ｃ
）

保
育
内
容
指
導
法

（
子
ど
も
の
文
化
）

教
育
実
習

ᶗ
(幼
稚
園
)

教
職
論

教
育
原
理

保
育
原
理

ᶗ
保
育
基
礎
演
習

音
楽

ᶗ
図
画
工
作

ᶗ

基
礎
ピ
ア
ノ

ᶗ

教
育
の
方
法
と
技
術

教
育
課
程
論

ᶘ
教
育
心
理
学

子
ど
も
の
健
康
と
安
全

保
育
内
容
指
導
法

（
表
現
Ｂ
）

障
が
い
児
保
育

乳
児
保
育

ᶘ

社
会
的
養
護

ᶗ
社
会
福
祉

体
育

ᶗ

音
楽
表
現

ᶗ
子
ど
も
の
保
健

保
育
内
容
指
導
法

（
環
境
）

乳
児
保
育

ᶗ
社
会
的
養
護

ᶘ
保
育
内
容
指
導
法

（
人
間
関
係
）

保
育
内
容
指
導
法

（
言
葉
）

発
達
心
理
学

ᶘ

保
育
実
習

ᶗ
ａ

保
育
実
習

ᶗ
ｂ

教
育
相
談

子
ど
も
の
食
と
栄
養

保
育
内
容
総
論

子
育
て
支
援

保
育
実
習

ᶘ
保
育
実
践
演
習

子
ど
も
の
発
達
臨
床

教
育
経
営
論

精
神
保
健

子
ど
も
家
庭
支
援
の
心
理
学

教
育
実
習

ᶘ
(幼
稚
園
)

特
別
支
援
教
育
論

絵
本
・
児
童
文
学
論

教
職
実
践
演
習（
幼
・
小
）

子
ど
も
教
育
特
別
演
習

ᶙ

保
育
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

子
ど
も
家
庭
支
援
論

子
ど
も
教
育
特
別
演
習

ᶘ

子
ど
も
の
映
像
文
化

地
域
福
祉
学
演
習

子
ど
も
と
食
育

基
幹
科
目

 

　
　
各
教
科
 

 
 　
　
各
教
科
指
導
法

　
　
保
　
育

実
践
演
習
・

総
合
演
習
・

実
習
科
目
 

 

特
別
演
習
・

卒
業
研
究
 

 

関
連
科
目

 1
02
単
位
以
上

総
　
計
 

12
8単
位
以
上

* 卒
業
研
究

２
年
次

３
年
次

４
年
次

合
計

区
　
分

学 部 共 通 科 目 学 科 専 門 科 目

展 開 科 目

文
学
の
世
界

英
語

ᶘ
ｂ

キ
ャ
リ
ア・
デ
ザ
イ
ン

ᶘ

生
活
と
環
境
Ｂ

英
語

ᶘ
ａ

前
　
期

１
年
次

8
2

0
17

2 1

2 1 2

後
　
期

前
　
期

後
　
期

音
楽
の
世
界

2

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

（
注
1）
表
中
、
*は
必
修
、
科
目
名
の
後
ろ
の
数
字
は
単
位
数
を
表
す

（
注
2）
上
記
は
、子
ど
も
教
育
学
科
の
履
修
制
限
単
位
数（
26
単
位
）を
超
え
な
い
履
修
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。履
修
制
限
単
位
数
に
つ
い
て
は
、P
18
 「
2．
履
修
登
録
単
位
数
の
上
限
」を
参
照
の
こ
と
。

*

* * * *

2 2 1 2

人
間
と
宗
教

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

英
語

ᶗ
ｂ

情
報
基
礎

ᶘ

仏
教
の
人
間
観

日
本
国
憲
法

ス
ポ
ー
ツ
Ａ

英
語

ᶗ
ａ

情
報
基
礎

ᶗ

基
礎
演
習

2 2 1 1 2 2

全
学
共
通
科
目

2単
位
以
上

人
間
学
関
連
科
目

4単
位
以
上

環
境・
健
康
生
活
科
目

4単
位
以
上

外
国
語
科
目

4単
位
以
上

情
報
科
目

2単
位
以
上

修学
基礎
・キ
ャリ
ア形
成科
目

2単
位
以
上

26
単
位
以
上

41
31

20
33

49
33

20
50

4 6 5 4 4 4 27 30 8 0 45 18 10 14 12
5

15
2

*

ཤमモσル１
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事
前
･事
後
指
導
(幼
稚
園
)

事
前
･事
後
指
導
(幼
稚
園
)

事
前
･事
後
指
導
(小
学
校
)

* 子
ど
も
教
育
特
別
演
習

ᶗ

* * * *

* * * *

2 2 2 2 2

* *
*

*
*

2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2

2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2

2 4 2 2

2 1 2 2 4

教
育
課
程
論

ᶗ
発
達
心
理
学

ᶗ
保
育
者
論

子
ど
も
家
庭
福
祉

国
語

教
職
論

教
育
原
理

保
育
原
理

ᶗ
保
育
基
礎
演
習

音
楽

ᶗ
図
画
工
作

ᶗ

教
育
の
方
法
と
技
術

教
育
課
程
論

ᶘ
教
育
心
理
学

社
会
理
科

理
科
教
育
法

算
数
科
教
育
法

社
会
的
養
護

ᶗ
社
会
福
祉

算
数

体
育

ᶗ

教
育
相
談

国
語
科
教
育
法

社
会
科
教
育
法

生
活
科
教
育
法

家
庭
科
教
育
法

英
語
科
教
育
法

保
育
内
容
総
論

教
育
経
営
論

道
徳
教
育
の
理
論
と
方
法

生
徒
･進
路
指
導
論

家
庭
英
語

音
楽
科
教
育
法

図
画
工
作
科
教
育
法

体
育
科
教
育
法

教
育
実
習

ᶘ（
幼
稚
園
）

特
別
支
援
教
育
論

絵
本
・
児
童
文
学
論

図
画
工
作

ᶘ

教
育
実
習
(小
学
校
)

子
ど
も
教
育
特
別
演
習

ᶘ

基
幹
科
目

 

　
　
各
教
科
 

 

 　
　
各
教
科
指
導
法

　
　
保
　
育

* 卒
業
研
究

２
年
次

３
年
次

４
年
次

合
計

区
　
分

学 部 共 通 科 目 学 科 専 門 科 目

展 開 科 目

美
術
の
世
界

生
活
と
環
境
Ｄ

仏
教
の
思
想

哲
学
の
世
界
観

生
活
と
環
境
Ｂ

前
　
期

１
年
次

10
0

0
17

2 2 2

2 2

後
　
期

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

（
注
1）
表
中
、
*は
必
修
、
科
目
名
の
後
ろ
の
数
字
は
単
位
数
を
表
す

（
注
2）
上
記
は
、子
ど
も
教
育
学
科
の
履
修
制
限
単
位
数（
26
単
位
）を
超
え
な
い
履
修
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。履
修
制
限
単
位
数
に
つ
い
て
は
、P
18
 「
2．
履
修
登
録
単
位
数
の
上
限
」を
参
照
の
こ
と
。

*

* * * *

2 1 1 2

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

英
語

ᶗ
ｂ

フ
ラ
ン
ス
語
ｂ

情
報
基
礎

ᶘ

仏
教
の
人
間
観

日
本
国
憲
法

ス
ポ
ー
ツ
Ａ

英
語

ᶗ
ａ

フ
ラ
ン
ス
語
ａ

情
報
基
礎

ᶗ

基
礎
演
習

2 2 1 1 1 2 2

30
44

21
31

40
44

21
48

4 6 7 4 4 2 27 36 20 20 18 12 10 10 12
6

15
3

特
別
活
動
及
び
総
合
的
な

学
習
時
間
の
指
導
法

全
学
共
通
科
目

2単
位
以
上

人
間
学
関
連
科
目

4単
位
以
上

環
境・
健
康
生
活
科
目

4単
位
以
上

外
国
語
科
目

4単
位
以
上

情
報
科
目

2単
位
以
上

修学
基礎
・キ
ャリ
ア形
成科
目

2単
位
以
上

26
単
位
以
上

教
育
実
習

ᶗ
(幼
稚
園
)

保
育
内
容
指
導
法

（
表
現
A
）

保
育
内
容
指
導
法

（
健
康
）

保
育
内
容
指
導
法

（
表
現
Ｃ
）

保
育
内
容
指
導
法

（
子
ど
も
の
文
化
）

保
育
内
容
指
導
法

（
環
境
）

保
育
内
容
指
導
法

（
人
間
関
係
）

保
育
内
容
指
導
法

（
言
葉
）

保
育
内
容
指
導
法

（
表
現
Ｂ
）

実
践
演
習
・

総
合
演
習
・

実
習
科
目
 

 特
別
演
習
・

卒
業
研
究
 

 

関
連
科
目

 1
02
単
位
以
上

総
　
計
 

12
8単
位
以
上

1

子
ど
も
の
発
達
臨
床

(小
一
種
免
を
除
く
)

子
ど
も
と
英
語
教
育

教
職
実
践
演
習（
幼
・
小
）

子
ど
も
教
育
特
別
演
習

ᶙ

子
ど
も
と
食
育

2 2 2 2

幼稚園、小学校の初等教育教員を目指す者
（幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状）

ཤमモσル̎
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10．子ども教育学科の教育課程

保
育
実
習
指
導

ᶗ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
演
習

* 子
ど
も
教
育
特
別
演
習

ᶗ

* * * *

* * * *

2 2 2 2 1 2 2 2 2

* *

　

*

2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 1 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 1
2 2 2

2 2 2 2 2 2

2 1 2 2 2

2 4 2

2
2

2 2
8 11
3

14
08

教
育
課
程
論

ᶗ
発
達
心
理
学

ᶗ
保
育
者
論

子
ど
も
家
庭
福
祉

基
礎
ピ
ア
ノ

ᶘ
保
育
内
容
指
導
法

(表
現
Ａ
）

保
育
内
容
指
導
法

(健
康
)

保
育
内
容
指
導
法

(表
現
Ｃ
)

保
育
内
容
指
導
法

(子
ど
も
の
文
化
)

教
職
論

教
育
原
理

保
育
原
理

ᶗ
保
育
基
礎
演
習

音
楽

ᶗ
図
画
工
作

ᶗ

基
礎
ピ
ア
ノ

ᶗ

教
育
心
理
学

教
育
課
程
論

ᶘ

音
楽
表
現

ᶘ
子
ど
も
の
健
康
と
安
全

乳
児
保
育

ᶘ
障
が
い
児
保
育

社
会
的
養
護

ᶗ
社
会
福
祉

体
育

ᶗ

音
楽
表
現

ᶗ
子
ど
も
の
保
健

保
育
内
容
指
導
法

(環
境
)

乳
児
保
育

ᶗ
社
会
的
養
護

ᶘ
保
育
内
容
指
導
法

(人
間
関
係
)

保
育
内
容
指
導
法

(言
葉
)

発
達
心
理
学

ᶘ

保
育
実
習

ᶗ
ａ

保
育
実
習

ᶗ
ｂ

子
ど
も
の
食
と
栄
養

保
育
内
容
総
論

子
育
て
支
援

保
育
実
践
演
習

保
育
実
習

ᶙ

精
神
保
健

子
ど
も
家
庭
支
援
の
心
理
学

子
ど
も
教
育
特
別
演
習

ᶙ

子
ど
も
家
庭
支
援
論

子
ど
も
教
育
特
別
演
習

ᶘ
* 地
域
福
祉
学
演
習

子
ど
も
と
食
育

保
育
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

基
幹
科
目

 

　
　
各
教
科
 

 
 　
　
各
教
科
指
導
法

　
　
保
　
育

* 卒
業
研
究

２
年
次

３
年
次

４
年
次

合
計

区
　
分

学 部 共 通 科 目 学 科 専 門 科 目

展 開 科 目

美
術
の
世
界

生
活
と
環
境
Ｄ

生
活
と
環
境
Ｂ

前
　
期

１
年
次

6
2

0
19

2

2 2

後
　
期

前
　
期

後
　
期

音
楽
の
世
界

2

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

（
注
1）
表
中
、
*は
必
修
、
科
目
名
の
後
ろ
の
数
字
は
単
位
数
を
表
す

（
注
2）
上
記
は
、子
ど
も
教
育
学
科
の
履
修
制
限
単
位
数（
26
単
位
）を
超
え
な
い
履
修
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。履
修
制
限
単
位
数
に
つ
い
て
は
、P
18
 「
2．
履
修
登
録
単
位
数
の
上
限
」を
参
照
の
こ
と
。

*

* * *

2 2 1 1 2

生
活
と
環
境
Ａ

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

英
語

ᶗ
ｂ

ド
イ
ツ
語
ｂ

情
報
基
礎

ᶘ

仏
教
の
人
間
観

日
本
国
憲
法

ス
ポ
ー
ツ
Ａ

英
語

ᶗ
ａ

ド
イ
ツ
語
ａ

情
報
基
礎

ᶗ

*基
礎
演
習

2 2 1 1 1 2 2

40
22

21
30

46
24

21
49

保
育
実
習
指
導

ᶙ

児
童
館
活
動
内
容
a

児
童
館
論

児
童
館
活
動
内
容
b

児
童
館
実
習

絵
本
・
児
童
文
学
論

実
践
演
習
・

総
合
演
習
・

実
習
科
目
 

特
別
演
習
・

卒
業
研
究
 

 
関
連
科
目

特
設
科
目

10
2単
位
以
上

総
　
計
 

12
8単
位
以
上

全
学
共
通
科
目

2単
位
以
上

人
間
学
関
連
科
目

4単
位
以
上

環
境・
健
康
生
活
科
目

4単
位
以
上

外
国
語
科
目

4単
位
以
上

情
報
科
目

2単
位
以
上

修学
基礎
・キ
ャリ
ア形
成科
目

2単
位
以
上

26
単
位
以
上

*

児童館、地域の子育て支援機関での活動を目指す者
（保育士資格、児童厚生員の資格）

ཤमモσル３
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10．子ども教育学科の教育課程

事
前
･事
後
指
導
(幼
稚
園
)

事
前
･事
後
指
導
(幼
稚
園
)

事
前
･事
後
指
導
(小
学
校
)

* 子
ど
も
教
育
特
別
演
習

ᶗ

* * * *

* * * *

2 2 2 2 2 1 2 2 2 1

* *

*
*

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 1

2 2 2 2 2 2 2 2 2 　 3 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 2 2 2 2 2

2 2 4 2 2 2 2

1 2 2 4 2

教
育
課
程
論

ᶗ
発
達
心
理
学

ᶗ
保
育
者
論

子
ど
も
家
庭
福
祉

国
語

基
礎
ピ
ア
ノ

ᶘ
保
育
内
容
指
導
法

(健
康
)

保
育
内
容
指
導
法

(表
現
Ｃ
)

保
育
内
容
指
導
法

(子
ど
も
の
文
化
）

教
育
実
習

ᶗ
(幼
稚
園
)

教
職
論

教
育
原
理

保
育
原
理

ᶗ
保
育
基
礎
演
習

音
楽

ᶗ
図
画
工
作

ᶗ

基
礎
ピ
ア
ノ

ᶗ

教
育
の
方
法
と
技
術

教
育
課
程
論

ᶘ
教
育
心
理
学

社
会
理
科

理
科
教
育
法

算
数
科
教
育
法

子
ど
も
の
健
康
と
安
全

保
育
内
容
指
導
法

(表
現
Ｂ
)

障
が
い
児
保
育

乳
児
保
育

ᶘ

社
会
的
養
護

ᶗ
社
会
福
祉

算
数

体
育

ᶗ

子
ど
も
の
保
健

保
育
内
容
指
導
法

(環
境
)

乳
児
保
育

ᶗ
社
会
的
養
護

ᶘ
保
育
内
容
指
導
法

(人
間
関
係
)

保
育
内
容
指
導
法

(言
葉
)

発
達
心
理
学

ᶘ

保
育
実
習

ᶗ
ａ

保
育
実
習

ᶗ
ｂ

教
育
相
談

国
語
科
教
育
法

社
会
科
教
育
法

生
活
科
教
育
法

家
庭
科
教
育
法

英
語
科
教
育
法

子
ど
も
の
食
と
栄
養

保
育
内
容
総
論

子
育
て
支
援

保
育
実
習

ᶘ
保
育
実
践
演
習

子
ど
も
の
発
達
臨
床

子
ど
も
と
英
語
教
育

教
育
経
営
論

道
徳
教
育
の
理
論
と
方
法

生
徒
･進
路
指
導
論

英
語

音
楽
科
教
育
法

図
画
工
作
科
教
育
法

体
育
科
教
育
法

精
神
保
健

子
ど
も
家
庭
支
援
の
心
理
学

教
育
実
習

ᶘ
(幼
稚
園
)

特
別
支
援
教
育
論

絵
本
・
児
童
文
学
論

教
職
実
践
演
習（
幼・
小
）

子
ど
も
教
育
特
別
演
習

ᶙ

保
育
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

子
ど
も
家
庭
支
援
論

教
育
実
習
(小
学
校
)

子
ど
も
教
育
特
別
演
習

ᶘ

地
域
福
祉
学
演
習

子
ど
も
の
映
像
文
化

子
ど
も
と
食
育

基
幹
科
目
 

 

　
　
各
教
科
 

 

 　
　

　
　
 各
教
科
指
導
法

　
　
保
　
育

実
践
演
習
・

総
合
演
習
・

実
習
科
目
 

 

特
別
演
習
・

卒
業
研
究
 

 

関
連
科
目
 

 1
02
単
位
以
上

総
　
計
 

12
8単
位
以
上

* 卒
業
研
究

２
年
次

３
年
次

４
年
次

合
計

区
　
分

学 部 共 通 科 目 学 科 専 門 科 目

展 開 科 目

文
学
の
世
界

英
語

ᶘ
ｂ

生
活
と
環
境
Ｂ

英
語

ᶘ
ａ

前
　
期

１
年
次

6
2

0
19

2 1

2 1

音
楽
の
世
界

2

後
　
期

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

（
注
1）
表
中
、
*は
必
修
、
科
目
名
の
後
ろ
の
数
字
は
単
位
数
を
表
す

（
注
2）
上
記
は
、子
ど
も
教
育
学
科
の
履
修
制
限
単
位
数（
26
単
位
）を
超
え
な
い
履
修
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。履
修
制
限
単
位
数
に
つ
い
て
は
、P
18
 「
2．
履
修
登
録
単
位
数
の
上
限
」を
参
照
の
こ
と
。

*

* * * *

2 2 2 1 2

人
間
と
宗
教

生
活
と
環
境
Ａ

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

英
語

ᶗ
ｂ

情
報
基
礎

ᶘ

仏
教
の
人
間
観

日
本
国
憲
法

ス
ポ
ー
ツ
Ａ

英
語

ᶗ
ａ

情
報
基
礎

ᶗ

基
礎
演
習

2 2 1 1 2 2

全
学
共
通
科
目

2単
位
以
上

人
間
学
関
連
科
目

4単
位
以
上

環
境・
健
康
生
活
科
目

4単
位
以
上

外
国
語
科
目

4単
位
以
上

情
報
科
目

2単
位
以
上

修学
基礎
・キ
ャリ
ア形
成科
目

2単
位
以
上

26
単
位
以
上

50
55

27
31

56
57

27
50

4 6 7 4 4 2 27 36 16 20 42 23 10 16 16
3

19
0

保
育
実
習
指
導

1
保
育
実
習
指
導

ᶘ

特
別
活
動
及
び
総
合
的
な

学
習
時
間
の
指
導
法

*

保育士および幼稚園、小学校の初等教育教員を目指す者
（保育士資格、幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状）

ཤमモσル４





学生の皆さんの学習や生活が、より充実したものになる
よう、本学ではさまざまなサポート体制を整えています。
一人一人が仁愛大学の学生であるという自覚と誇りを持
って学生生活を過ごしてください。
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学
生
生
活
の
手
引
き

学生証は、本学の学生であることを証明する身分証明書です。学生証は紛失・破損などがな
いように注意して取り扱ってください。また、他人に貸与、譲渡することはできません。な
お、定期試験の受験や図書館を利用する場合などには必要となるので、常に携行するととも
に、次のことに注意してください。
　　①学生証の有効期限・返却の義務
　　　学生証は入学時に交付します。有効期限は発行から４年間です。また、卒業、退学、

除籍したときは学務課に返還する義務があります。
　　②再交付手続き
　　　学生証を紛失した場合や破損した場合は、すみやかに学務課に届け出て、学生証再交

付の手続きをしてください。再交付には手数料3,000円が必要となります。
　　③仮学生証
　　　試験には学生証を必ず持参し、机上に提示しなければ受験できません。もし、学生証

を忘れた場合には、試験当日のみ有効の仮学生証を学務課で発行します。

学籍番号は７桁の数字で構成されていて、
学籍を離れるまで変更されません。履修
登録や学業成績などはこの番号で処理さ
れ、在学中提出する書類はすべて学籍番
号の記入が必要となるので、正確に覚え
てください。

授業等で使用する教室や研究室の番号は
右のような意味を持っています。
各研究室などの位置については巻末の
キャンパス案内図を参照してください。

学生支援センターおよび事務局は、学生の皆さんの大学での生活全般にわたる支援や諸手続
きを担当するところで、主に次のような業務を取り扱っています。これらの事項に関して相
談や質問があるときは、気軽に訪ねてください。

1 学ੜੜ׆

1
学生証

2
学籍番号

3
教室番号

4
事務の窓口

21 21 � ��1

入学年度
（西暦末尾２桁）

個人番号
学部・学科コード番号

" � �1

棟記号 教室番号
階　数

1� 11 � ��1

入学年度
（西暦末尾２桁）

個人番号
学部・学科コード番号

" � �1

棟記号 教室番号
階　数

窓　　　口 取  扱  時  間主   な   取   扱   業   務

履修登録、成績、時間割に関する事項など学生支援
センター
B104

事 務 局
A101

学　務　課
課外活動、奨学金、下宿紹介など

広報、入学試験に関すること入学・広報センター　B103 ８：30～17：00
※土曜は８：30～12：00

大学施設全般にわたること総　務　課

授業料等の納入、物品の借用など経　理　課

キャリア支援センター  B102 キャリア教育、就職・進路支援に関する事項など

1.　学生生活
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5
各種証明書

6
学生への連絡

7
紛失・拾得

8
喫煙場所

9
渡航時の届出

10
個人に関する
変更事項の届出

本学で発行する主な証明書は以下のとおりです。証明書発行に手数料が必要な場合は、学生支援
センターに設置されている自動券売機で手数料分の証紙を購入し、各申請書に貼付してください。

学生への連絡は、原則として全て所定の掲示板で行います。連絡事項は１週間掲示し、それ
によって周知されたものとみなしますので、毎日必ず掲示板（Ｂ号館１階）を見るようにし
てください。

学内において物品を紛失、拾得した場合には、学務課に届出てください。なお、拾得物（忘れ
物）については、１ヶ月程度保管した後、引き取られなかった物については処分します。

受動喫煙による健康被害の防止のため、C号館食堂裏側の喫煙室以外での喫煙は禁止します。
また、火災予防のため確実に火を消し、環境美化のため喫煙室にある灰皿以外に吸殻を捨て
ないように注意してください。

個人的に留学、旅行等で渡航する場合には、渡航１週間前までに「海外渡航届」を学務課に
届出てください。ただし、本学が実施する語学研修等で本学が事前に把握している渡航につ
いては届出は不要です。

在学中に氏名、本籍、現住所、帰省先、保証人などに変更が生じたときは、すみやかにその
旨を学務課に報告して必要な手続きをとってください。

証明書の種類 手数料

在学証明書 300円

学業成績証明書 300円

卒業見込証明書 300円

卒業証明書 300円

栄養士免許証
取得見込証明書 300円

教育職員免許状
取得見込証明書 300円

食品衛生管理及び
食品衛生監視員
学科目修得証明書

300円

保育士資格
取得見込証明書 300円

児童厚生一級指導員資格
取得見込証明書 300円

管理栄養士国家試験受験資格
取得見込証明書 300円

担当課 発行日

翌日午後

備　　　　　考

健康診断証明書 300円 保健管理室 翌日午後 健康診断を受診していない場合は発行できません

学割（JR） 無料 100km以上利用の場合に
乗車運賃が２割引となります

通学証明書 無料 定期券購入に必要な場合が
あります（交通機関による）

翌日午後

学  務  課

英文の場合は発行に
１週間程度かかります

学業成績証明書（英文）1,000円
その他証明書（英文）　300円

管理栄養士課程
履修証明書 300円

栄養士課程
履修証明書 300円

1.　学生生活
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3
自家用車（バイクを含む）

通学

２.　通　学

2 ௨　　学

1
開門・閉門時刻

2
シャトルバス

平　　日

開　　門   7：30

閉　　門 24：00

土　　曜

  7：30

24：00

日曜・祝日

  8：30

17：00

正門の開門・閉門時刻は以下のとおりです。

本学では、学生の通学に便宜をはかるために、JR武生駅と大学とを結ぶシャトルバスを運行
しています。運行ダイヤは授業時間などを考慮して決められています。発着時間・停車場所
などの詳細については掲示で連絡します。

本学では、自家用車（バイクを含む）を利用して通学する学生のために、学生駐車場を設け
ています。学生駐車場の使用希望者は、「学内駐車場使用許可願」を学務課に提出して、「駐
車場パスカード」の交付（１年更新）を受けなければなりません。駐車場に余裕のある場合
に限り、審査のうえ駐車を許可します。なお、学生駐車場以外の場所に駐車した車両に対し
ては、厳重に処分を行います。学内駐車場における事故について、大学は一切の責任を負い
ません。万一本学構内で他の車にぶつかったり、ゲートバーを破損したりした場合は放置せ
ず、必ず大学に届け出たうえ、自己の責任で処理してください。

ʬ学றंڐ༺Մج४ʭ
学生駐車場の使用については、原則次の各号に掲げる事項の全てを満たす学生に許可する。
○運転免許証を取得していること
○使用する車両が任意保険に加入していること
○学内駐車場維持協力金（年額10,000円）を納入すること
○本学で実施する「安全運転講習会」を受講すること
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学生の修学を効果的に行うために、学部ごとに、指導教員制が設けられています。学部の専
任教員が学生のみなさんの様々な悩みに対してアドバイスを行い、交流を通してキャンパス
ライフをより充実したものにするための制度です。
１年次に開講する大学教育導入ゼミ「基礎演習」の担当教員を、指導教員として位置づけ、
原則として2年間継続して助言や支援を行います。また、3年次からは、卒業研究などの関連
科目の「特別演習(ゼミ)」の研究室の教員が、指導教員として助言・支援にあたります。

指導教員は、次のような支援を行います。
○学生の円滑な修学および学生生活についての助言・支援
○教育活動、学生生活に関する学生からの要望についての助言・支援
○学生の進路選択に関する相談についての助言・支援
○その他学生からの相談についての助言・支援

授業担当教員が、週１回あらかじめ設定された時間帯に研究室に待機し、受講生からの授業
内容や予習・復習に関する質問を受けやすくするための制度です。
各学科に所属する専任教員のオフィスアワー設置時間一覧表は、大学教育情報システムの
トップページ〔大学からのお知らせ〕欄にて確認できます。
なお、非常勤の教員については、授業の前後を活用してください。

充実した学生生活を送るために、日ごろから自己管理を行い健康を維持するように努めてく
ださい。保健管理室では、学生の健康管理のため、定期健康診断を実施するほか、健康相談、
応急処置などを行っています。なお、障害者手帳をお持ちの人や持病のある人は、特に支援
が必要でない場合も保健管理室までご連絡願います。
　　①定期健康診断
　　　学校保健安全法に基づき、毎年４月に定期健康診断を全学生対象に実施しますので、

必ず受診してください。健康診断の結果は全員に通知します。「異常がある」と認めら
れた場合は直ちに本人に通知して精密検査を受けるよう指示し、必要に応じて保健指
導を行います。万一、健康診断を当日受診できない場合は、指定された病院等で４月
末日までに受け、その結果を保健管理室に提出してください。なお、定期健康診断を
受けなかった学生に対しては、健康診断証明書（就職活動・施設実習用など）の発行
ができませんので注意してください。

　　ʬ݈߁அ߲ʭ
　　　●保健調査　●身体計測（身長、体重、体脂肪率、体格指数）●血圧測定　●内科診察 

●胸部Ｘ線撮影　●尿検査（蛋白、糖）
　　　●血液検査（貧血・脂質検査）は１年生、編入生、４年生に実施
　　　●麻しん等の抗体価検査は１年生、編入生に実施 

　　②健康相談・応急処置
　　　学生が健康を維持増進できるよう必要な知識を提供し、個人の身体的な問題について

相談に応じています。また、学内において体調がすぐれないときや、怪我をしたとき
は応急処置をします。症状によっては学外の医療機関の紹介もします。ただし、学外
の医療機関で診察を受けた場合の費用は自己負担となります。下宿している学生は、
急病時に備えて「健康保険証被保険者証」を取得し所持していてください。

　　　学外の医療機関の位置については巻末のエリアマップを参照してください。

３.　サポート体制

1
指導教員制

2
オフィスアワー

� αϙートମ੍
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　　③「学生教育研究災害傷害保険」・「学研災付帯賠償責任保険」
　　　本学は、学生が教育研究活動中（正課、学校行事、課外活動、通学中）に、不慮の事

故に遭遇し自己に傷害を被った場合にその被害を救済することを目的とした「学生教
育研究災害傷害保険」と、他人に怪我をさせたり、他人の財物を破壊させたりしたこ
とによる損害賠償に対する「学研災付帯賠償責任保険」の賛助会員大学となっていま
す。大学において安心して教育研究活動ができるよう、入学手続き時に学生全員が両
保険に加入していますので、入学時に配布した「学生教育研究災害傷害保険のしおり」
と「学研災付帯賠償責任保険のしおり」を熟読理解のうえ、通院・入院を必要とする
傷害などが発生した場合には、日時、場所、事故の状況、傷害の程度等についてすみ
やかに保健管理室に届け出てください。（治療日数等の条件は下表参照）

大学生活を送るにあたって、友人関係、生活全般、進路、性格などについて様々な問題に直
面し、悩むこともあるかと思います。そのため本学では学生相談室を開設し、相談員による
相談やカウンセリングを行っています。相談員には、教員とカウンセラーを配置して、学生
が自分なりの一歩を踏み出せるようきめ細かいサポートを行っています。
カウンセラーは、週５日Ｂ号館１階の学生相談室において相談やカウンセリングを行ってい
ます。また各教員は相談者と相談のうえ、面談日を決めています。個人のプライバシーは厳
守されますので気楽に相談してください。

　　開室日時：原則として週５日開室。詳細は掲示にて連絡します。
　　場　　所：学生相談室（Ｂ号館１階）相談やカウンセリングを行っています。

３.　サポート体制

4
学生相談室

保険の種類 保険料（４年分）

学生教育研究災害傷害保険 3,370円

学研災付帯賠償責任保険 1,360円

担保範囲

学生教育研究災害傷害保険の担保範囲、医療保険金等

正課中、学校行事中

課外活動（クラブ活動）中を除き、
学校施設内にいる間

学校施設等
相互間の移動中

通学中

学校施設内外で大学に届出た
課外活動（クラブ活動）中

死亡保険金
（後遺障害保険金）

2,000万円
（120万円～3,000万円）

1,000万円
（60万円～1,500万円）

1,000万円
（60万円～1,500万円）

1,000万円
（60万円～1,500万円）

1,000万円
（60万円～1,500万円）

医療保険金

治療日数1日以上が対象
3千円～30万円

入院加算金

治療日数4日以上が対象
6千円～30万円

1日につき
　　4,000円

治療日数4日以上が対象
6千円～30万円

1日につき
　　4,000円

治療日数14日以上が対象
3万円～30万円

1日につき
　　4,000円

治療日数4日以上が対象
6千円～30万円

1日につき
　　4,000円

臨床実習中の接触感染 ー1事故につき1万5千円 ー

1日につき
　　4,000円
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本学では、より充実した学生生活を送っていただくため、修学上に必要な支援を推進しており
ます。 
疾病・負傷や心身の障害等のために、医療機関より診断を受けている方、修学に際して特別な
配慮を希望される場合は、学生支援センターまでご相談ください。 
具体的な支援内容等につきましては、事前相談が必要となります。 
（なお、依頼の内容によっては対応できない場合もありますのでご了承下さい。）

①仁愛大学世灯奨学金（学業奨学金）
　世灯奨学金制度は、学業奨励および学生の学習意欲の向上を目的として、在学中の学業成
績が特に優れた者に対して奨学金が給付される制度です。毎年4月の指定時期に3年生を対
象に募集・選考のうえ、奨学金として25万円を支給します。なお、特待生については申請
ができません。

②仁愛大学課外活動等奨学金
　課外活動等奨学金制度は、学生生活における学業以外の諸活動の奨励を目的として、体育
系および文化系の課外活動の公式大会における上位入賞者（個人および団体）、ボランティ
ア等の社会奉仕活動や特色ある個人活動を展開している場合に奨学金を支給する制度です。

③仁愛大学応急奨学金
　応急奨学金制度は、学生の家庭における主たる学資負担者の死亡・疾病や火災などの災害
により、家計が急変し、著しく修学が困難となった場合に奨学金が給付される制度です。
奨学金の金額は申請のあった学期の授業料および教育充実費の2分の1の額です。この奨学
金の支給に該当する事項が発生したものは、すみやかに学務課に問い合わせください。

④日本学生支援機構奨学金
　人物・学業ともに優れ、かつ健康であって経済的理由により修学困難な学生は、審査のう
え独立行政法人日本学生支援機構から学資となる奨学金の貸与を受けることができます。
希望者は、入学後のガイダンス期間に実施する説明会に出席してください。また、家計に
急変（主たる家計支持者の失職、病気、死亡など）があり、年度途中で新たに奨学金を希
望する者は、すみやかに学務課に問い合わせてください。

⑤その他の奨学金
　都道府県などの地方公共団体等による奨学金制度があります。これらの団体から本学に奨
学生の推薦依頼があった場合には、その都度掲示によって通知します。なお、地方公共団
体等の奨学金制度は、本学に推薦依頼があるとは限らないので、希望者は出身地の都道府
県、市町村等に各自問い合わせてください。

３.　サポート体制

種　　類 貸与月額

第一種（無利子） 自　宅　30,000円・54,000円
自宅外　30,000円・64,000円

第ニ種（有利子）

。奨学金については、学生支援センター 学課までおਜねくださいܕ付څ˞

2万円～12万円（1万円単位）から選択

備　　考

在学中は利息はつきません。

（貸与金額は選択）

5
修学支援

6
奨学金
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学生の皆さんにとって最も大切なことは学業ですから、アルバイトについては、学業や学生生
活に支障のない範囲で行うことはもちろん、健康や安全を十分に考えて、無理なく就労できる
職種を選んでください。また、就労先の信用を落とすことのないよう本学学生として誠実に責
任を果たしてください。なお、本学に求人のあったアルバイトについては掲示をするので、求
人先と就労条件などを確認のうえ、各自で直接申し込んでください。

学生食堂には各種自動販売機が設置されているので、営業時間外でも自由に利用してください。
なお、休息、グループ談話等のため、Ｅ号館１階およびＧ号館２階に学生ホール、世灯館１階
に多目的ホールがあります。

本学には次のようなスポーツ施設があります。授業やサークル活動以外でも、親睦や体力維
持を目的として個人またはグループで利用することができます。希望者は、事前に学務課に
届け出て許可を受けてください。

学務課では、自宅からの通学が困難な学生に対して、指定マンションまたは市内の不動産業
者の紹介を行います。入居生活にあたっては、規則を守るとともに、家庭ゴミの分類別搬出
や騒音防止など、他の入居者、周辺の住民に迷惑をかけることのないよう十分注意してくだ
さい。なお、転居した場合は、すみやかに新住所を学務課に届け出てください。

9
スポーツ施設の利用

施　設　名 使用できる用具・設備等

体育館 バスケットボール、バレーボール、卓球台など

グラウンド 陸上、サッカー、ソフトボール、軟式野球など

テニスコート テニスラケット

シャワー室（体育館内） ロッカー

8
学生食堂・売店

施　　設 場　　所

学生食堂 Ｃ号館１階

売　　店 Ｃ号館１階

営    業    時    間

11：30～14：00

  8：30～17：00

10
下宿の紹介

３.　サポート体制
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1
キャリア支援センター

運営委員会

� ब　　৬

2
キャリア支援センター

４.　就　　職

本学では、卒業生の一人一人が職業を通して豊かな自己実現をめざし、より確かな社会的自
立が可能となるよう、学生の皆さんの就職支援に力を注いでいます。就職先の開拓・斡旋、
情報の収集・提供など就職に関する業務については、全学的規模で組織されたキャリア支援
センター運営委員会と専門スタッフからなるキャリア支援センターが担当します。

キャリア支援センター運営委員会とは、学生の就職支援・斡旋のために全学的規模で組織さ
れた常設の運営委員会で、長期展望に立って、就職支援のための支援プログラム、課外指導
等の企画・立案および必要な就職対策について、研究・検討します。また、就職対策講座な
ど、就職上必要な事項の指導助言とともに、積極的に就職開拓を行うなど、全学をあげて就
職問題の解決に取り組み、支援する実践的な機関です。

本学は、就職活動を支援するための専門スタッフを配置したキャリア支援センターを設置し
ています。キャリア支援センターでは、積極的な就職先の開拓および情報の収集を図るとと
もに、1年次から４年次までの計画的なキャリア支援プログラムに従って、キャリアガイダン
スを行っています。また資格取得支援のための各種講座も開催しています。3年次には、より
実践的な就業体験としてインターンシップを実施し、皆さんの就職に対する意識の高揚を
図っています。また徹底した個別進路相談を通して、就職活動を円滑に進めるための支援も
行っています。
キャリア支援センターには、企業や各種団体の情報や求人資料をはじめ、企業説明会の開催
情報、公務員など各種試験の参考書や就職活動のための情報誌、先輩たちの活動を記した就
職活動報告書もファイルされています。就職活動における情報収集の場として積極的に利用
してください。なお、進路や就職に関する個別相談については、キャリア支援センターにて
随時受け付けしています。気軽に利用してください。

〈キャリア支援センター〉
・企業パンフレット
・就職活動対策本
・資格、公務員試験対策本など
その他多くの情報を収集できます。

※就職に関する書籍は学年を問わず
随時貸出を行っています。

〈個別指導〉
進路や就職に関する個別相談を
はじめ、実際の受験に際して、
個別にきめ細かな指導を行い、
自己実現をサポートします。
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４.　就　　職

キャリア支援プログラムは4年間を通して、各学年に合わせたプログラムを展開しています。
1、2年生ではキャリア科目「キャリア・デザインᶗ」・「キャリア・デザインᶘ」において、
社会における基本マナーやルールを身につけるとともに、社会の中での役割を果たしながら、
「自分らしい生き方」を実現するための力を育みます。また、3年生では年間約20回の「キャ
リアガイダンス」を実施し、就職活動本番に向けての徹底した準備を行います。
就職活動準備にあたっては下記の注意事項を参考にしてください。

＜就職活動準備にあたっての注意事項＞
　　①キャリア支援センター掲示板は、登学時確認しましょう。
　　②キャリア支援センターが行う、キャリアガイダンス、講座等は必ず出席し、情報や知

識の収集に努めてください。
　　③キャリア支援センターで個別の相談を申込む際は、カウンターに申し出てください。
　　④提出書類の期限、相談日時等約束した日時は厳守してください。

3
キャリア支援プログラム

1࣍

2࣍

�࣍

�࣍

個
別
進
路
指
導

キャϦΞΨΠμンス

大学ੜ׆のඪઃఆ
仁愛大学の学生の現状を把握するため、
“思考力”、“姿勢・態度”、“経験”といった3つ
の観点で測定することを目的に開発され
たアセスメントテスト「GPS-Academic」
を実施。学生に何が必要なのかを検証し
ながら、進路・就職への意識づけとして、
大学生活の目標設定を行います。

キャϦΞΨΠμンス

キャϦΞܗに͚てのҙ͚ࣝͮ
「キャリア・デザインⅡ」と連携し、「はたらく」
ことと大学生活での「学び」を関連づけ、ど
のような姿勢で臨み、行動を展開していくべ
きか等について考える機会を提供します。

キャϦΞΨΠμンス

ब৬׆ಈの開࢝
就職活動のスケジュールから最新の就職状
況、業界・企業研究の進め方、会社訪問か
ら受験まで実践的に解説します。また、エン
トリーシートや履歴書の添削指導及び模擬
面接での個別指導も行います。

キャϦΞΨΠμンス

ब৬׆ಈのຊ൪
最新の求人情報提供とともに、学生一人
一人に応じたきめ細やかな個別支援を行
います。

インターンシップ・
 プログラム（3年次）
在学中にビジネス環境を体
感できるのが「インターン
シップ・プログラム」。企業
などで実際に働く体験を通
して、将来のキャリアに必要
な知識や理解を深めること
を目的としています。また、
人間学部において、授業の
一環として実施（夏期休暇
中に5日間程度）し、「フィー
ルドワーク演習（インターン
シップ）（2単位）（選択）」と
して認定されます。

キャリア形成科目
キャリア･デザインⅠ
挨拶・電話対応・ビジネス
文書作成などの実践と、グ
ループワークを通じてビジ
ネス社会での基本マナーと
ルールを身につけます。

キャリア･デザインⅡ
「自分らしい生き方」を実現
するための力を育みます。
様々な可能性を発見・再認
識できる機会を提供し、「は
たらく」ことと大学生活での
「学び」を関連づけます。

キ
ャ
リ
ア
支
援
学
年
ご
と
の
目
標
を
定
め
、意
識
づ
け
か
ら
実
践
的
な
個
別
指
導
ま
で
、キ
ャ
リ
ア
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成
に
向
け
て
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
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４.　就　　職

4
キャリア支援センター

ホームページの
利用について

キャリア支援センターホームページの利用については、本学ホームページから「在学生の方」
を選択のうえ、「キャリア支援センター」をクリックしてください。

①「キャリア支援センター活用ガイド」に個別相談の受付時間やフロアマップなど詳しく
掲載しています。
②「就職支援システム（仁愛大学キャリタスUC）」は、3年生から利用できます。
インターンシップ情報の検索、ガイダンスの申込、履歴書添削や面接練習の予約など、幅
広く利用することができます。また、3年次の3月からは、システムを通して求人票を公開
します。（利用方法の詳細は、3年生キャリアガイダンスでお知らせします）

2. 就職支援システムログイン画面
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授業料、教育充実費は、預金口座からの自動引落で納付いただきます。納付が遅れると除籍
になる場合があるので、期限を守って準備するよう注意してください。

学納金前期分　　　当該年度の４月の指定日まで
学納金後期分　　　当該年度の10月の指定日まで

実験、実習など授業科目の内容によって、特別に必要となる経費を徴収する場合があります。

学納金、その他納入すべき諸経費を未納の者は、学内の定期試験を受験できないので注意し
てください。

Ⅱ
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1
学納金の納付

区　　　分

授　業　料

１年次

700,000円

２年次

700,000円

３年次

700,000円

４年次

700,000円

教育充実費 160,000円 410,000円 410,000円 410,000円

学 ೲ ۚ ܭ

年
　
　額 ������ԁ 111����ԁ111����ԁ 111����ԁ

学 納 金 前 期 分 430,000円 550,000円 550,000円 550,000円

学 納 金 後 期 分 430,000円 550,000円 550,000円 550,000円

区　　　分

授　業　料

１年次 ２年次

800,000円

３年次

800,000円

４年次

800,000円

教育充実費 410,000円 410,000円 410,000円

学 ೲ ۚ ܭ

年
　
　額 121����ԁ 121����ԁ 121����ԁ

学 納 金 前 期 分 605,000円 605,000円 605,000円

学 納 金 後 期 分

800,000円

160,000円

������ԁ

480,000円

480,000円 605,000円 605,000円 605,000円

˞上記以外に、後援会අ・学༑会අ・同窓会අなどをҕୗ徴収します。
˞高等教育の修学支援৽制度にともなうݮ໔対象者の授業ྉ等の取ѻいについては、事ہ経理課までおਜねください。

人間生活学部 （健康栄養学科）

区　　　分

授　業　料

１年次 ２年次

700,000円

３年次

700,000円

４年次

700,000円

教育充実費 410,000円 410,000円 410,000円

実験実習費 20,000円 20,000円 20,000円

学 ೲ ۚ ܭ

年
　
　額

11�����ԁ 11�����ԁ 11�����ԁ

学 納 金 前 期 分 575,000円 575,000円 575,000円

学 納 金 後 期 分

160,000円

700,000円

20,000円

������ԁ

450,000円

430,000円 555,000円 555,000円 555,000円

人間生活学部（子ども教育学科）

人 間 学 部（心理学科・コミュニケーション学科）

� 学ೲۚのೲೖ

５.　学納金の納入

2
学納金の納入期限

3
その他の諸経費

4
未納者
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６.　課外活動　　

学生が課外活動団体（部、同好会）を設立して活動を行うためには、学務課で次の手続きを
行う必要があります。各種申請書類は学務課で受付・交付しています。

＜学友会（世灯会）＞
　学友会は会員相互の自治協力により健全で民主的な学生生活を築くことを目的として組織
されたものです。入学と同時に学生全員が入会して学友会の構成員となります。学友会費
（入会費：３千円、年度会費：１万円）は大学が代理徴収して学友会の健全な発展・育成のた
めに努めています。学友会の組織は、執行部会、運営委員会、監査委員会、選挙管理委員会、
サークル、特別委員会から構成されています。学生総会は学友会の最高議決機関です。

＜サークル＞
　サークルは部と同好会があり、それぞれ文化部会と体育部会にわかれます。

� ՝֎׆ಈ

項　    目

団体の設立

手    　　　続  　　  　き

部室、体育館等の使用

活動内容の変更等

団体の継続

学外指導者の招聘

学外団体への加入・脱退

団体の解散

新しく団体を設立しようとする場合は、本学の専任の教授、准教授、講師
の中から顧問を定め、「団体設立許可願」を提出し許可を受けること。

課外活動のため部室、体育館等を長期間使用する場合には、「長期施設
使用許可願」を提出し許可を受けること。許可の有効期間は１年または半
期なので毎年指定された日までに「許可願」を提出し、許可を受けること。

「団体設立許可願」に記載した事項を変更しようとするときは、「団体変
更届」を提出すること。

許可された団体を継続していくためには、毎年指定された日までに「団体
活動状況報告書」を提出すること。

学外から監督、コーチなどの課外活動指導者を招聘しようとするとき
は、「学外指導者招聘許可願」を提出し、許可を受けること。

学内団体が、学外団体に加入しようとするときは「学外団体加入願」を、
脱退したときは「学外団体脱退届」をそれぞれ提出すること。

団体を解散したときは、すみやかに「団体解散届」を提出すること。

学友会（C号館 2階 C211室）顧　問

学生総会
（学生全員） 運営委員会執行部会 監査委員会サークル 選挙管理委員会

部 同 好 会

体育部会

そ の 他

J's Cafe　（自主活動1団体）

男子バレーボール・女子バレーボール・
弓道・軟式野球・ダンス・バドミントン・
陸上・よさこい我楽・男女ハンドボール・
サッカー

女子バスケットボール・男子バスケットボール・
卓球・アウトドア・アーチェリー・ホッケー・テニス

（10団体） （7団体）

文化部会
軽音・茶道・ボランティア・
和太鼓 “仁”・すまいる工房・
吹奏楽

創作研究・Cooking・BBS・アナウンス・JMGE
（仁愛モダンゲーミングエンターテイメント）・写真・
Jin-ai Engl ish Club(JEC)・美術・書道・
芸術文学（6団体） （10団体）
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６.　課外活動　　

＜大学祭（世灯祭）＞
　大学祭は学生自らの手で企画運営されるもので、日頃の学友会活動や学術・文化・体育活
動などの課外活動の成果を発表し、学生相互やサークル相互はもちろんのこと、地域社会の
人々と交流する全学的行事です。

＜世灯館＞
  世灯館は学生の課外活動を支援するための施設で、サークル活動の拠点として利用されるもの
です。通常、開館時間は平日が7：30～20：00、土曜日が7：30～18：00、日・祝が9：00～
16：30です（状況により変更あり）。利用の詳細については、「世灯館部室利用規程」を参照
してください。

＜学内外での活動や学内施設を利用する場合＞
課外活動で学内外での活動や、世灯館または体育館等の学内施設を利用する際は、感染防止
対策を行い、「課外活動申請書（新型コロナウイルス感染症）」と「課外活動参加者一覧」を
活動日の前週の月曜日までに顧問の先生に提出し、承認を受けてください。また、試合、発
表、交流などの対外的な活動や、本学以外の団体等との共同活動については、2週間前までに
「学外活動許可願（新型コロナウイルス感染症予防対応様式）」を申請し、許可を受けた上で
活動してください。活動終了後には、当日中に「体調管理などの記録（報告）」を学務課に提
出してください。

物置 洗面 洗面 トイレ

トイレ

階段

男女
ハンド
ボール
312

JMGE
311

ダンス
308

テニス
307

書道
306

弓道
313

陸上
333

よさこい
我楽
310

男女
バスケ
309

アウトドア
303

サッカー
302

トレーニング
ルーム

（和太鼓“仁”）

和太鼓“仁”
301

バドミ
ントン
305

男女
バレーボール
304

階段

3F

物置創作研究
222 洗面 洗面 トイレ

トイレ

階段

写真
209

ボラン
ティア
206210211

美術
212

 

213
アナウンス
207208 203

すまいる
工房
204205

BBS
202

軽音
201

階段

階段

2F

倉庫 倉庫

トイレ

トイレ

階段

会議室 玄　関

倉　庫 集　会　室
（軽音）

多目的
ホール

理科
準備室

和室
（茶道）

和室
（茶道）

学友会
102

軽音
101

1F

෦ ࣨ   ஔ ਤ
ྩ和3年３月現在

（和太鼓“仁”）
315
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7.　各種提出書類一覧

� ֤छఏग़ॻྨҰཡ

提出書類 摘　　　　　　　　　　　要取扱窓口

追試験願 学 務 課 疾病その他やむを得ない事情で試験を受験できない者が対象。疾病、
負傷の場合は医師の診断書が必要。

休学願 学 務 課
疾病その他やむを得ない事情で３ヶ月以上修学できない者は、この願
書で休学の許可を申請できる。疾病、負傷の場合は医師の診断書が
必要。

復学願 学 務 課
休学している者が復学する場合に提出。復学の理由が疾病、負傷の治
癒の場合は医師の診断書が必要。

忌引届 学 務 課
親族の死亡により欠席する場合には、この届出書を提出することによ
り、出席の扱いを受けることができる。
（詳しくは、学生生活規程第21条を参照。）

欠席届 学 務 課

疾病その他やむを得ない事情で１週間以上修学できない者は、この
届を提出すること。疾病、負傷の場合は医師の診断書が必要。欠席す
る前日まで（やむを得ない事情がある場合は事後３日以内）に提出す
ること。

公認欠席願 学 務 課

学外の公式行事などに参加して授業を欠席する場合などに、この願書
を提出して承認されることにより、出席の扱いを受けることができる。
欠席しようとする日の５日前までに提出すること。
（詳しくは、学生生活規程第20条を参照。）

他学科専門科目履修願 学 務 課

他学科の専門科目のうち、自由選択科目として履修できる授業科目以
外の他学科専門科目については、当該授業科目の担当教員の承諾を
得た上で、教務課に提出すること。
ただし、この場合の修得した単位は、卒業要件となる単位には算入さ
れない。

既修得単位認定願 学 務 課

入学前に他の大学や短期大学で履修した授業科目の単位を本学の
授業科目の単位として認定されることを希望する者、本学に学部生と
して入学する前に本学の科目等履修生として修得した単位を入学後
に修得した単位として認定されることを希望する者は、指定された期
間内に本書類を教務課に提出しなければならない。

1
履修に関する書類等
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7.　各種提出書類一覧

提出書類 摘　　　　　　　　　　　要取扱窓口

学生個人情報原票 学 務 課 入学時に全学生が提出する。

学生個人情報
異動届 学 務 課

学生本人の氏名・本籍・現住所・帰省先、保証人の氏名・住所が変更し
た場合に提出すること。

退学願 学 務 課 退学しようとするときに提出すること。

転学願 学 務 課 転学しようとするときに提出すること。

留学願 学 務 課 留学しようとするときに提出すること。

提出書類 摘　　　　　　　　　　　要取扱窓口

団体設立許可願 学 務 課
新たに同好会等を結成しようとするときに提出すること。本学の教員
１名を顧問として定めるほか、構成員名簿を作成すること。

団体変更届 学 務 課
団体設立許可願に記載した事項を変更しようとするときに提出する
こと。

学外指導者
招聘許可願 学 務 課

団体が、監督・コーチなどの指導者を学外から招聘しようとすると
きに提出すること。

学外団体
加入許可願 学 務 課

団体が、学外の団体連合会、協会などの組織に加入・加盟しようと
するときに提出すること。

学外団体
脱退届 学 務 課 団体が、加入していた学外の組織から脱退したときに提出すること。

団体解散届 学 務 課 団体が解散したときに提出すること。

団体活動状況
報告書 学 務 課

各団体は、毎年指定された日までに、年度の活動状況、来年度の活
動予定をこの報告書により報告しなければならない。報告のない団
体は、解散したものとみなされる。

長期施設
使用許可願 学 務 課

団体が課外活動のために部室、体育館、グラウンドその他の施設を
長期にわたって使用する場合に提出すること。１年または半期ごとの
許可であるため、毎年度許可を受けなければならない。
（詳しくは、学生生活規程第34条を参照。）

2
学生の身分に関する書類等

3
サークル等課外活動に

関する書類等
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提出書類 摘　　　　　　　　　　　要取扱窓口

学内（外）活動
許可願兼施設
使用許可願

学 務 課

学生または団体が学内外で集会・催物・合宿をしようとするとき、団体
が上記の「長期施設使用許可願」で許可を受けていない学内施設また
は学外において、一時的に練習、試合などをしようとするときに、その５
日前までに提出すること。

学外講師招聘
許可願 学 務 課

学生または団体が講演会の講師などを招聘しようとするときに、その
５日前までに提出すること。

学内掲示許可願 学 務 課
学生または団体が本学構内に掲示物を掲示しようとするときに、その
５日前までに提出すること。

印刷物等発行・
配布許可願 学 務 課

学生または団体が学内外で新聞、雑誌、小冊子、ビラ、アンケートなど
を配布しようとするときに、その５日前までに提出すること。

募金・物品販売
等許可願 学 務 課

学生または団体が募金、署名運動、物品販売その他これらに類す
る行為をしようとするときに、その５日前までに提出すること。また、
事後に活動結果を報告しなければならない。

設備等使用許可願 総 務 課
学生または団体が授業以外の目的で、本学の設備、備品を使用しよ
うとするときに、その５日前までに提出すること。また、総務課に提出
する前にその設備、備品の管理責任者の承認を得ておくこと。

提出書類 摘　　　　　　　　　　　要取扱窓口

自動車変更届 学 務 課
学内駐車場使用許可を受けた自動車を変更したときに提出する
こと。

盗難届 学 務 課
学内において盗難にあった場合は、盗難の現場を保存し、すみや
かに学務課に連絡し、「盗難届」を提出すること。

学内駐車場
使用許可願 学 務 課

自動車を利用して通学し、本学の学内駐車場を使用しようとする
者は、これを提出して許可を受けること。

海外渡航届 学 務 課
個人的に、留学、旅行等で渡航する場合は、渡航１週間前までに
「海外渡航届」を提出すること。ただし、本学が実施する語学研修
等で本学が事前に把握している渡航については提出不要。

4
その他の諸活動に関する

書類等

5
その他

7.　各種提出書類一覧
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附属図書館　館内図

１階

２階

事務室

カウンター

新着図書

新聞

雑誌

一般図書

参考図書コーナー

PCコーナー

個人閲覧席

N

閲覧席

個人閲覧席

閲覧席

書庫

一般図書

郷土資料

書庫

入口

PCコーナー

グループ学修室

ラーニング・コモンズ

ෟଐਤॻؗ　ؗਤ
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平日      9：00 ～ 21：30
土曜日   9：00 ～ 18：30
　特別開館日および春期・夏期・冬期休業中の開館時間は改めて案内します。

①日曜日、国民の祝日
②春期・夏期・冬期休業中の一部の日
③館長が特に必要と認めた日
　②、③の休館日はその都度案内します。

①学部学生
②大学院生
③教職員
④元教職員
⑤卒業生
⑥その他館長が許可した者

手荷物などはそのまま持って、１階の入館ゲートから入ってください。
ただし、傘は必ずＣ館入口の傘立に置いてください。

１階の退館ゲートを通って出てください。
貸出手続をせずに資料を館外に持ち出すと、アラームが鳴りゲートがロックされますのでご
注意ください。

1 開ؗؒ࣌・ར༻֨ࢿ

1.　開館時間・利用資格　　２.　入館・退館

1
開館時間

2 ೖؗ・ୀؗ

1
入館

2
退館

2
休館日

3
利用資格
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３.　施設利用案内
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ラーニング・コモンズ（以下「LC」と表す。）は、利用者が互いにコミュニケーションを取
りながら学びを深めることを目的とした空間です。図書館が所蔵する図書や雑誌と、イン
ターネットなどの電子資料を自由に利用し、グループワーク、ディスカッション、発表など
のアクティブな活動ができます。講習会やセミナー等にも利用できます。

【エリア紹介】
ワークエリア　：　　：

プレゼンエリア：

視聴覚エリア　：

【利用方法】
・原則的に自由に利用できますが、入口設置の「利用状況調査」に利用人数等を必ず記入し
て利用してください。
・LC利用は予約優先です。予約状況は入口近くのディスプレイもしくは当館ホームページ
「LC予約状況」で確認してください。
・授業、講習会、イベント等で利用する場合は、事前にカウンターで申し込みをしてくださ
い。
・電子黒板の利用は職員に申し出てください。それ以外の設置機器・備品は自由に使用して
ください。
・貸出機器については、カウンターで学生証を提示して借りてください。　　　　　　　　　
タブレットPC20台、ノートPC14台、プロジェクター2台、各種リモコン

普段は開放していますが、グループ等で貸切の予約をすることができます。

PC32台（内5台は蔵書等検索専用）、プリンター１台が設置されており、自由に利用できます。

【1　階】図書や新聞を主に配架しています。
普段は鍵がかかっていますので、カウンターに学生証を提出し許可を得て利用して
ください。

【2　階】雑誌のバックナンバー・紀要、福井新聞縮刷版等を配架しています。
開放していますので、自由に利用してください。

� 施ઃར༻Ҋ

1
ラーニング・コモンズ

2階

2
グループ学修室 2 階

3
PCコーナー 1・2階

4
書庫

防音ガラスで区切られたエリアなので、話し合いながら勉強ができます。　
可動式の机・椅子やパーテーション型のホワイトボード､ディスプレイなど
を利用してグループワークが可能です。

ホワイトボード、スクリーン、プロジェクターが設置されていますので、
ゼミ・研究発表などのプレゼンテーションに利用できます。

DVDなどの映像資料が閲覧できます。１階カウンターで学生証を提示して
各ブースのリモコンを借りてください。
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４.　資料の利用と手続

開架資料は自由に利用してください。
なお、利用後は必ず元の位置に戻してください。

①貸出条件
　

   ※長期休業期間中は貸出冊数・期間とも拡大します。
②貸出手続
   学生証と資料をカウンターに提示し、貸出手続を行ってください。
③貸出できない資料
　参考図書（辞書・事典等）、製本雑誌、新聞、  DVD等、その他館長が指定した資料は貸出
できません。
　※新聞以外の貸出禁止資料には「禁帯出」のラベルが貼ってあります。

①返却手続
　返却する資料だけをカウンターの職員に渡してください。（学生証の提示は不要）図書館が
閉館の場合は、図書館入口前C館ホールに設置の「図書返却ポスト」に返却してください。
②貸出制限、督促
　返却に当たっては期限を厳守してください。期限を過ぎると、掲示・メール・電話・郵便
による督促を行います。掲示等での個人情報掲載拒否希望の方は、カウンターに申し出て
ください。返却日が分からなくなったときはカウンターに問い合わせてください。
③弁償
　貸出中の資料を紛失したり破損した場合は、カウンターに申し出てください。現物または
代価で弁償していただきます。

借りたい資料が貸出中のときは、申込書に記入し学生証を持参してカウンターに申し出てく
ださい。その資料が返却され次第、予約者順に貸出を行います。取置期間は３日間です。予
約者には貸出可能になり次第、メールでお知らせします。

予約されていない資料に限り、返却期限内に再度貸出手続をすることによって、貸出期間を
延長することができます。延長したい資料を持参して、更新手続を行ってください。

当館ホームページ画面の「利用状況照会」より、本人の貸出・予約状況の確認ができます。
利用には「パスワード」の設定が必要ですので、希望者はカウンターで利用申請の手続を
行ってください。

卒 業 生 5冊 14日間 雑誌は貸出不可

冊　数 期　間 備　　考

大 学 院 生 10冊 30日間

学 部 4 年 生 10冊 14日間 雑誌の貸出期間は3日間

学部1～3年生 5冊 14日間

� ྉのར༻とखଓࢿ

1
閲覧

2
 館外貸出

3
 返却

5
更新（貸出期間延長）

6
 貸出・予約状況の確認

4
 予約
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５.　資料の探し方
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①図書
　『日本十進分類法（NDC）』に基づく分類番号順に、書架の「左から右へ、上から下へ」
と配列してあります。
　Ａ．一般図書
　　通常利用する図書はすべて１・２階の開架書架に配列してあります。
　Ｂ．参考図書
　　百科事典、各種辞書・事典、ハンドブック、年鑑、文献索引などです。
　　１階の参考図書コーナーに集めて配列してあります。
　　分類番号の前に「Ｒ」がついています。
　Ｃ．郷土図書
　　２階の郷土資料コーナーに集めて配列してあります。
　　一部の郷土資料は１階カウンター前の「福井の情報コーナー」にあります。
　　分類番号の前に「Ｋ」がついています。

②雑誌
　新刊およびその年度分が１階の雑誌コーナーにあります。学科別に配列し、各書架に配架
一覧が掲示してあります。
　製本した学術雑誌、および未製本で保存対象になっているバックナンバーは２階書庫にあ
ります。書庫入口に配架一覧が掲示してあります。
　製本は分類番号の前に「Ｐ」がつき、「日本十進分類法（NDC）」の順に配列してあります。

③新聞
　新聞コーナーに、当日分と当月分があります。
　先月分以前は1階書庫に保管し、６ヶ月経過後に処分します。

④視聴覚資料
　一般教養のDVDおよびCD等は1階カウンター横の棚にあります。自由に利用してください。
　各学科の関係資料は1階書庫および事務所内にあります。カウンターで許可を得て利用して
ください。

⑤電子ブック・電子ジャーナル
　当館で契約している本や雑誌を、パソコン・スマートフォン等で読めます。学内環境下でし
かアクセスできないものもありますので、詳しくは当館ホームページよりご利用ください。

OPAC （オンライン蔵書目録）検索システムにより、当館の所蔵情報
を学内・学外どこからでも検索できます。また、学内ネット・イン
ターネット・CD-ROM等の利用により、各種データベースの検索も
できます。

　

インターネットを利用した図書・論文等の学術情報検索方法を指導します。ゼミ単位もし
くは、4・5人のグループで受け付けます。

� ྉの୳しํࢿ

1
 資料の種類と配置

3
 検索指導

2
 オンライン検索

仁愛大学附属図書館ホームページ
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図書館の利用の仕方、文献の探し方、図書・雑誌等の所在調査等、利用者が求める情報をよ
り効果的に提供できるように図書館職員が協力するサービスです。
図書館利用の際に分からないことがありましたら、遠慮なくご相談ください。

①福井県内図書館横断検索
　福井県立図書館のサイトより、県内の公共図書館、大学・短大・高専図書館蔵書を一括し
て検索できます。当館ホームページに検索窓があります。

②相互貸借
　①において、所蔵および貸出可能が確認できた資料については、所蔵館から取り寄せがで
きます。「相互貸借申込書」がカウンターにありますので、必要事項を記入して申し込んで
ください。

③福井県立図書館借出図書の返却
　福井県立図書館で直接借りた資料（図書・雑誌・紙芝居）を当館にて返却できます。

④越前市立図書館との相互返却
　越前市立図書館で直接借りた資料（CD・DVDは除く）を当館にて返却できます。また、
当館で借りた資料を越前市立図書館にて返却もできます。

※③・④以外の図書館から借りた資料は、当館では返却できませんのでご注意ください。

①県内他大学図書館
　県内の他大学・短大・高専図書館を利用することができます。利用の際には各図書館の
ホームページより学外者向け利用案内を参照してください。

②その他大学図書館、研究機関等
　その機関の規則に従ってください。紹介状が必要な場合はカウンターにて発行します。

学外から文献を取り寄せたい場合は、カウンターまたは当大学教育情報システム内リンク｢文
献取り寄せ申込みフォーム｣より申し込んでください。文献取寄に要したすべての費用（コ
ピー代、送料、送金手数料等）は申込者の負担となります。

国立国会図書館がデジタル化した資料のうち、絶版等の理由で入手困難な資料を当館にて利
用できます。館内の専用端末にて閲覧・複写をしますので、利用希望の方はカウンターに申
し出てください。

６.　その他利用案内

� ͦのଞར༻Ҋ

1
レファレンス・サービス

2
福井県内図書館相互協力

3
他大学図書館等の直接利用

4
学外からの文献取寄

5
国立国会図書館デジタル化

資料送信サービス
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６.　その他利用案内　　７.　守ってほしいマナー

� क てͬ΄しいマφー

1
禁止事項

2
注意事項

図書館は共同利用の場です。以下のことを守って、お互いに気持ちよく利用できるように協
力してください。

・貸出手続をしないで資料を館外に持ち出すこと。
・館内での、水筒・ペットボトル飲料以外の飲食。
・館内での私語・雑談、携帯電話による通話。
・借用中の資料や学生証（利用者カード）の他人への転貸。
・資料への書き込み、資料の切り取り。
・私物の長時間放置。
・その他、他の利用者の迷惑となる行為。

・個人の所有物は各自責任を持って管理してください。特に貴重品の管理には気を付けてく
ださい。

・館内の施設・設備・資料等は大切に扱ってください。
・図書館に関するお知らせは図書館入口ディスプレイ、掲示、ホームページで行います。特
に館内掲示は入館の都度、目を通すよう心がけてください。

１階カウンター前に設置してあるコピー機を利用してください。 
利用の際には著作権上「セルフ式コピー機文献複写申込書」に必要事項を記入し、カウン
ターに提出してください。

図書館所蔵の資料は、以下の場合に限り著作権法第31条によりコピーすることができます。
以下の要件に適合しない場合は、利用者が必ず著作権者の許諾を得る必要があります。著作
権に関する一切の責任は利用者が負うことになります。
　　①学術・調査研究が目的。
　　②著作物の一部分。(２分の１を超えない)
　　③雑誌バックナンバーの個々の記事・論文。（新着雑誌は不可）
　　④１人につき１部に限る。

図書館に備えてほしい図書・DVD等がありましたら、「図書等リクエスト」用紙に必要事項を
記入し、カウンターに提出してください。リクエストの受入結果は、申請者に直接又はメー
ルでお知らせします。

予約、督促、リクエスト結果等の連絡は大学が提供しているメールアドレスに送信します。
常にメール連絡が読めるようにしておいてください。

Ⅲ
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8
メール連絡

7
リクエスト

6
資料のコピー
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１．情報ネットワークの利用について
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1
コンピュータ室

2
情報サポート室

3
モバイル端末の
利用について

4
学習支援システムの

利用について

コンピュータ室をはじめとする学内情報ネットワークに接続されたコンピュータ利用環境を、
すべての学生・教職員に提供しています。さらに、学内情報ネットワークは学外のネット
ワークにも接続されており、インターネット（電子メール、ＷＷＷ）の利用が可能となって
います。

授業以外の時間においてもコンピュータを自由に使えるように下記の施設を開放して、コン
ピュータに早く慣れることができるように支援しています。利用可能なコンピュータ室は次
のとおりです。なお、開放時間帯については、別途掲示でお知らせします。原則として19時
までコンピュータ室を開放しています。放課後や休日の利用には別途申請が必要です。

情報サポート室(E208)には、皆さんからの相談に応じられるように専門知識を身に付けたス
タッフが常駐しています。パソコンの操作方法に関する質問やノートパソコンなどの貸し出
し、各種パソコンに関する相談の窓口にもなっています。気軽に来室してください。
なお、情報ネットワークを利用するためには、事前に利用申請を行なう必要があります。申
請が承認された人には利用者ＩＤやパスワード等を通知します。利用にあたっては、特に、
利用者ＩＤやパスワードについての自己管理を厳正に行ない、不正アクセス行為等の発生防
止に努めてください。

情報サポート室では、短期間に限って貸出用のノートパソコンを用意しています。
また、個人が所有するノートパソコンやスマートフォン・タブレット等を学内の様々なエリ
アで無線接続できます。利用に際しては、機器接続申請を行なう必要がありますので、Web
ページの説明を参照してください。

大学内外のどこからでもネットワークを
通じて利用できるe-Learningシステムや
クラウドサービスを導入しています。課
題の提出や授業資料の閲覧、グループで
のファイル共有やメッセージのやりとり
が可能ですので、積極的に活用するよう
に努めてください。

1 報ωοトワークのར༻について

教室の名称 教室番号

第１コンピュータ室 E２０４

第２コンピュータ室 E２０２

第３コンピュータ室 E２０１

コンピュータ・
グラフィックス演習室 E１０３

情報演習コーナー G２０２
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Ⅳ

附
属
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー

1
相談内容

2
面接時間

3
面接料金

4
お問い合せ先

附属心理臨床センターは、心理相談を受けるためのカウンセリング・センターです。こころ
の専門家である大学教員・カウンセラーが地域の方々の相談に応じます。また、当センター
は、大学院生の訓練機関を兼ねており、教員の指導のもとに訓練を受けた大学院生が担当す
ることもあります。なお、本学学生は利用できませんので、学生相談室をご利用ください。

年齢、性別に関わりなく、さまざまな心の悩みや心理的問題について相談できます。場合に
よってはより適切と思われる機関（医療機関など）を紹介する場合もあります。
相談内容については秘密を厳守します。

・不登校、学校嫌い
・学習の問題
・自分の性格
・家族関係
・友人関係や恋愛
・職場での人間関係
・自分の生き方
・心身の不調　　など

月～金　午前11時～午後8時
土　　　午前11時～午後5時
相談は予約制（1回50分）となっています。

初回面接　　　　2,000円（ただし18歳以下は1,000円）
継続面接　　　　1,500円
並行面接（親子）2,000円
心理検査　　　　1,500円・3,000円
健康保険は適用できません。

電話番号　0778-27-8652（直通）
ホームページアドレス　https://www.jindai.ac.jp/link/psycenter.html

1 ෟଐ৺理ྟচηンター

１．附属心理臨床センター
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Ⅴ

英
語
教
育
セ
ン
タ
ー

１．英語教育センター

1
英語教育センターの活動

2
英語教育センター施設

英語教育センターは、授業はもちろん、授業以外でも、生きた英語・異なる文化に触れる環
境を提供しています。

全学に対する学部共通科目「英語Ⅰ」（必修）、「英語Ⅱ・Ⅲ」（選択）を運営し、「使える英語」
を身につけ、「異なる文化」についての理解を深めることを目標とし、次の活動を行っていま
す。
①本学全体での TOEIC® テストの導入
　入学時にはTOEIC Bridge® IPテストを、1年次後期にはTOEIC® IPテストを全員が受験し、
2年生以上は TOEIC® IP テストを年 3回学内で受けることができます。

②留学プログラムの実施
　姉妹校カリフォルニア州立大学フラトン校での国際交流研修（事前事後指導も含む）や、
個人留学（短期・長期）・奨学金の相談・支援を行っています。
③学習支援の実施
　英語力を高めるために、センター講師を中心としたクラブ（TOEIC®・多読・英会話等）や
特別クラスを行っています。
④招待講義・特別イベントの実施
　英語力の向上や異文化理解の促進を目的とした招待講義や学生スタッフによるイベントを
行っています。

① E-Lounge（Eラウンジ）（E301）
　 E-Lounge（English Lounge）はネイティブ教員による授業、学内外から講師を招いての
招待講義、特別クラス等に使用されています。また、本学学生による留学報告レポート・
留学情報誌・多読本・英語検定関係書籍等も揃っているので、情報収集や自己学習ができ
ます。また、英語力を伸ばすセンタークラブ活動も行われています。
②CALL（コール）演習室 （E303）
　 CALL（コール）とは、Computer-Assisted Language Learning の略で、コンピューター
を使用した外国語教育を指します。本センターのCALL 演習室では英語学習ソフトが利用
でき、授業時間以外でも自主学習を行うことができます。
③英語教育センター室（E302）
　 専門スタッフが常駐しています。英語学習などの質問・相談などもできます。また、E-Lounge
とCALL演習室の管理窓口です。

1 ӳڭޠҭηンター

教室の名称 教室番号

英語教育センター室 E302

E-Lounge（Eラウンジ） E301

CALL（コール）演習室 E303
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Ⅵ

地
域
共
創
セ
ン
タ
ー

１．地域共創センター

1
　主な事業内容

2
アンテナショップ
駅前サテライト

地域共創センターは、地域と共に未来を拓く「共創」を教育理念として掲げ、本学の人的・
物的資源を活用し地域連携・社会貢献を推進しています。地域連携・社会貢献活動に教員が
自分の知識を活かすだけでなく、学生が教員と共に積極的に関わることで、学内の授業では
経験できない社会とのつながりや人とのつながりが生まれ、大学卒業後の社会人生活に役立
つよう支援します。

①越前市との包括連携協定
　仁愛大学と越前市は、地域発展に向け相互の人的・知的資源の交流と物的資源の活用を図
り、教育・文化、福祉、地域産業、まちづくりなど、あらゆる面での包括的な連携を目的
として、包括連携協定を締結しています。

②公開講座
　地域への「知の提供」のために、教育・研究・支援の成果を活かした学術的・文化的講座
や、地域住民のための教養・スキルアップ講座など、多彩な講座の開講を行っています。

③アンテナショップ駅前サテライトの活用
　駅前サテライトは、学生活動の拠点、市民との交流の場（公開講座等の実施)、越前市中心
市街地における仁愛大学の情報発信基地として活用しています。

④学生の地域貢献活動の支援
　学生が中心となって地域社会と協力関係を構築できるよう対外的な参画の支援・企画・推
進を行っています。

ॴࡏ地
〒915-0071　越前市府中一丁目4-33　
TEL・FAX　0778-22-1324
開設時間　平日10：00～18：00
　　　　　土曜10：00～16：00　※日・祝日は休み

1 地域ڞ創ηンター



学則

人間生活学部履修規程

仁愛大学学位規程

科目等履修生及び聴講生規程

既修得単位の認定に関する規程

文部科学大臣が定める学修に係る
単位の認定に関する規程

派遣学生及び
特別聴講学生に関する規程

福井県内大学間単位互換に関する
協定についての申合せ

指導教員制に関する規程

学生生活規程

世灯奨学金規程

課外活動等奨学金規程

応急奨学金規程

附属図書館利用規程

世灯館 部室利用規程

世灯会会則

同窓会会則



仁愛大学が定める諸規程のうち、「学則」、「履修規程」、
「学生生活規程」など、皆さんの学生生活に関係する
規程等が掲載されています。特に、「学則」は、大学の
組織編成、教育課程、管理事項などを定めた基本とな
る規則です。また他の規程にも、履修や学習評価の方
法、学生生活に関する必要事項の取り扱い等が定めら
れていますので目を通して理解しておいてください。
なお、学生に関係ある事項は、原則として入学時に施
行されていた規則が卒業時まで適用されます。
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学部等 教育研究上の目的

人間生活学部

健康栄養学科

子ども教育学科

人間生活学部は、現代の人間生活の諸課題に
関し、多角的に教授研究を行い、幅広い教養
と専門知識を有する有為な人材を育成するこ
とを目的とする。

健康栄養学科は、人間の食生活に関する教授
研究を通して、栄養学の専門知識と健康管理
の技術を有する人材を養成することを目的と
する。

子ども教育学科は、子どもの教育と保育に関
する教授研究を通して、教育学の専門知識と
子育て支援の技術を有する人材を養成するこ
とを目的とする。

（目　的）
第１条　本学は、教育基本法及び学校教育法に९い、すべて

のいのちのつながりの尊重と相互敬愛の仏教精神を
基本とし、豊かな人間性の涵養と専門の学芸の教授
研究を通して、社会の発展に貢献する有為な人材を
育成することを目的とする。

（自己ධ価等）
第２条　本学は、教育研究ਫ४の向上を図り、前条の目的及

び社会的命をୡ成するため、教育研究活動等の状
況について自ら点ݕ及びධ価を行い、その݁Ռを公
表する。

　　２　前߲の点ݕ及びධ価に関する事߲は、別に定める。

（学部、学科及び学生定員）
第３条　本学において設置する学部、学科及びその学生定員

は、次のとおりとする。

　　２　本学に大学院を置く。
　　３　大学院に関しඞ要な事߲は、別に定める。

（学部等の教育研究上の目的）
第３条の２　学部等の教育研究上の目的は、次のとおりとす

る。

  ୈ　1　章　૯　ଇ

学　　ଇ

（組　৫）
第４条　本学における教育研究の向上と業の円な遂行を

図るためඞ要な組৫を置く。
　　２　組৫に関しඞ要な事߲は、別に定める。

（教職員組৫）
第５条　本学に置かれる職員は、次のとおりとする。
　　　　学長、学部長、研究科長、教育職員（教授、।教授、講

師、ॿ教、ॿख）、事職員、ٕ ज़職員、その他の職員。
　　２　前߲に規定するもののほか、学長をॿけ、命を受け

て、校をつかさどる෭学長を置くことができる。

（ධٞ会）
第６条　本学にධٞ会を置く。

（ධٞ会の構成）
第７条　ධٞ会は、次の֤߸に掲げる者をもって組৫する。
　　　　一　学長
　　　　二　෭学長
　　　　三　学部長
　　　　四　研究科長
　　　　五　情報資源センター長
　　　　六　附属心理臨床センター長
　　　　ࣣ　学生支援センター長
　　　　ീ　キャリア支援センター長
　　　　　入学・報センター長
　　　　十　事長
　　　十一　その他、学長がඞ要と認めた教職員

（ධٞ会の৹ٞ事߲）
第８条　ධٞ会は、次の事߲について学長のࢾに応じ৹ٞする。
　　　　一　教育及び学ज़研究に関する重要事߲
　　　　二　学則、その他の重要な規則の制定、վഇに関す

る事߲
　　　　三　༧ࢉの方針に関する事߲
　　　　四　重要な機構及び施設の設置、ഇࢭに関する事߲

  ୈ　2　章　　৫

  ୈ　�　章　ڭ৬һ৫

学 部 名 学　科　名

人間学部
心理学科

コミュニケーション学科

95名

75名

３年次 2名

３年次 2名

384名

304名

入学定員 収容定員編入学定員

人間生活
学部

健康栄養学科

子ども教育学科

75名

70名

３年次 2名

----

304名

280名

学部等 教育研究上の目的

人間学部

心理学科

コミュニケーション
学科

人間学部は、人間および人間関係に関し、多
角的に教授研究を行い、幅広い教養と専門知
識を有する有為な人材を育成することを目的
とする。

心理学科は、人間の心理や行動特性に関する
教授研究を通して、心理学の専門知識と相談
・援助の技術を有する人材を養成することを
目的とする。

コミュニケーション学科は、人間の相互理解
と意思伝達に関する教授研究を通して、コミ
ュニケーション学の専門知識とコミュニケー
ションの技術を有する人材を養成することを
目的とする。

諸  規  程

  ୈ　�　章　ධٞ会ٴͼڭत会
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　　　　五　教員の人事の規४に関する事߲
　　　　六　その他、学長がඞ要と認めた事߲

（ධٞ会の運営）
第̕条　ධٞ会は、学長がট集し、そのٞ長となる。　
　　２　ධٞ会の運営に関しその他ඞ要な事߲は、別に定

める。
（教授会）
第10条　本学の学部に教授会、研究科教授会を置く。
　　２　研究科教授会に関しඞ要な事߲はɼ別に定める。

（教授会の構成）
第11条　教授会は、学部長及び専任教授をもって組৫する。
　　２　前߲の規定にかかわらず、教授会がඞ要と認めた

ときは、।教授その他の教育職員を加えることが
できる。

（教授会の任）
第12条　教授会はɼ学長が次に掲げる事߲について決定を行

うに当たり意見をड़べるものとする。
　　　　一  学生の入学ɼ卒業
　　　　二  学位の授与
　　　　三  前二߸に掲げるもののほか、教育研究に関する

重要な事߲で、教授会の意見を聴くことがඞ要なも
のとして学長が定めるもの

　　２　教授会はɼ前߲に規定するもののほか、学長及び学
部長（以下この߲において「学長等」という。）が
つかさどる教育研究に関する事߲について৹ٞし、
及び学長等の求めに応じ、意見をड़べることができ
る。

　　３　第１߲第三߸の学長が定める事߲については、別に
定める学長ࡋ定によるものとし、教授会に周知する
ものとする。

（教授会の運営）
第13条　教授会は、学部長がট集し、そのٞ長となる。
　　２　教授会の運営に関しその他ඞ要な事߲は、別に定

める。

（修業年限及び在学年限）
第14条　本学の修業年限は、４年とする。
　　２　学生は、８年を超えて在学することはできない。た

だし、第23条及び第24条の規定により入学をڐՄさ
れた者及び第27条の規定により転学部または転学科
をڐՄされた者については、第32条の規定により定
められた在学すべき年数の２ഒに相当する年数を超
えて在学することはできない。

（学　年）
第15条　学年は、４月１日に始まり、ཌ年３月31日に終わる。

（学　期）
第16条　１年間の授業を行う期間は、定期ࢼ験等の期間をؚ

め、35िにわたることを原則とし、学年を次の２学
期に分ける。

　　　　　前期　４月１日から̕月30日まで
　　　　　後期　10月１日からཌ年３月31日まで
　　２　前߲の規定にかかわらず、学長がඞ要と認めたとき

は、前期の終了日及び後期の開始日を変更すること
ができる。

（休業日）
第17条　休業日は、次のとおりとする。
　　　　　日༵日
　　　　　国ຽのॕ日に関する法に規定する休日
　　　　　य़期休業　　３月10日から３月31日まで
　　　　　Ն期休業　　８月１日から̕月20日まで
　　　　　ౙ期休業　　12月24日から１月10日まで
　　２　前߲の規定にかかわらず、学長がඞ要と認めたとき

は、前߲の休業日を変更し、ຢは休業日に授業を行
い、एしくは臨時に休業日を定めることができる。

（入学の時期）
第18条　入学の時期は、学年の始めとする。ただし、࠶入学

及び転入学については、学期の始めとすることがで
きる。

（入学資格）
第19条　本学に入学することのできる者は、次の֤߸の一に

֘当する者とする。
　　　　一　高等学校または中等教育学校を卒業した者
　　　　二　通常の課程による12年の学校教育を修了した者
　　　　三　外国において、学校教育における12年の課程を

修了した者、またはこれに४ずる者で文部科
学大臣の指定した者

　　　　四　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を
有するものとして認定した在外教育施設の当
֘課程を修了した者

　　　　五　専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であ
ることその他の文部科学大臣が定める基४を
ຬたすものに限る。）で文部科学大臣が別に指
定するものを文部科学大臣が定める日以後に
修了した者

　　　　六　文部科学大臣の指定した者
　　　　ࣣ　高等学校卒業程度認定ࢼ験規則による高等学校

卒業程度認定ࢼ験に合格した者（چ規程によ

  ୈ　�　章　मۀٴݶͼࡏ学ݶ

  ୈ　�　章　ೖ学、ୀ学ٴͼٳ学

諸  規  程

  ୈ　�　章　学、学ٴظͼۀٳ日
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る大学入学資格ݕ定に合格した者をؚむ。）
　　　　ീ　本学において、個別の入学資格৹ࠪにより、高

等学校を卒業した者と同等以上の学力がある
と認めた者で、18歳にୡした者

（入学の出願）
第20条　本学に入学を志願する者は、ݕ定ྉをఴえて、本学

所定の書ྨを提出しなければならない。
      ２　前߲の提出すべき書ྨ及び提出の時期・方法等につ

いては、別に定める。
（入学者のબ考）
第21条　学長は、前条の入学志願者について、別に定めると

ころによりબ考を行い、教授会のٞを経て合格者を
決定する。

（入学खଓき及び入学ڐՄ）
第22条　合格者は、所定の期日までに、約書及び身元อূ

書を提出するとともに、所定の入学ྉをೲ付しなけ
ればならない。

      ２　所定の期日までに、前߲の入学खଓきを完了しない
者は、合格を取ফすことができる。

      ３　学長は、第１߲の入学खଓきを完了した者に入学を
。Մするڐ

（ฤ入学）
第23条　学長は、次の֤߸の一に֘当する者で、本学にฤ入

学を志願する者には、第３条第１߲のฤ入学定員の
規定により、બ考の上、教授会のٞを経て３年次に
入学をڐՄする。

　　　　一　大学を卒業した者または大学に２年以上在学し
62単位以上修得して退学した者

　　　　二　短期大学、高等専門学校、国立工業教員養成所
または国立養ޢ教་養成所を卒業した者

　　　　三　学校教育法施行規則第92条の３に定める従前の
規定による高等学校、専門学校または教員養成
ॾ学校等の課程を修了し、または卒業した者

　　　　四　専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定
める基४をຬたすものを修了した者（ただし、
学校教育法第56条に規定する大学入学資格を
有する者に限る）

      ２　前߲に規定するもののほか、ฤ入学に関しඞ要な事
߲は、別に定める。

（入学及び転入学࠶）
第24条　学長は、本学に࠶入学または転入学を志願する者が

あるときは、教育上支োのない場合に限り、બ考の
上、教授会のٞを経て相当年次に入学をڐՄするこ
とができる。

。入学及び転入学に関しඞ要な事߲は、別に定める࠶　２　　
（退　学）
第25条　学長は、やむを得ない事情により退学しようとする

者があるときは、本人の願出により、教授会のٞを
経て退学をڐՄすることができる。

（転　学）
第26条　学長は、他の学校に転学しようとする者があるとき

は、本人の願出により、教授会のٞを経て転学をڐ
Մすることができる。

（転学部及び転学科）
第27条　学長は、他の学部への転学部または同一学部の他の

学科への転学科を志願する者があるときは、教育上
支োのない場合に限り、બ考の上、教授会のٞを経
て転学部または転学科をڐՄすることができる。

（留　学）
第28条　学長は、外国の大学または短期大学で学修すること

を志願する者があるときは、本人の願出により、教
授会のٞを経て留学をڐՄすることができる。

　　２　前߲のڐՄを受けて留学した期間は、第14条第２߲に
定める在学年限及び第42条に定める在学期間にࢉ入す
る。

（休　学）
第29条　学長は、࣬පその他やむを得ない事情により３ケ月

以上修学することのできない者があるときは、本人
の願出により、教授会のٞを経て休学をڐՄするこ
とができる。

      ２　࣬පのため修学することがద当でないと認められる
者については、学長は教授会のٞを経て休学を命ず
ることができる。

     ３　休学の期間は、１年以内とする。ただし、特別の事
情がある場合は、１年を限度として休学期間の延長
を認めることができる。

　　４　休学期間は、通ࢉして４年を超えることができない。
　　５　休学期間は、第14条に定める在学年限及び第42

条に定める在学期間にࢉ入しない。
（復　学）
第30条　学長は、休学期間中にその理༝がফ滅したときは、

本人の願出により、教授会のٞを経て復学をڐՄす
ることができる。

（除　੶）
第31条　次の֤߸の一に֘当する者は、教授会のٞを経て学

長が除੶する。     
　　　　一　第14条第２߲に定める在学年限を超えた者
　　　　二　第29条第３߲に定める休学期間を超えてなお復

学できない者
　　　　三　授業ྉ等のೲ付をଵり、ಜଅしてもなおೲ付し

ない者
　　　　四　長期間にわたり行方不明の者

（ฤ入学等の場合の取ѻ）
第32条　第23条または第24条の規定により入学をڐՄされた

者及び第27条の規定により転学部または転学科をڐ
Մされた者の既に履修した授業科目及び単位数の取
ѻいならびに在学すべき年数については、教授会の
ٞを経て学長が決定する。

諸  規  程諸  規  程
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（授業科目）
第33条　本学において開設する授業科目の種ྨ及び単位数等

は、別表１のとおりとする。
（໔ڐ・資格等に関する授業科目）
第34条　前条に定めるもののほか、໔ڐ・資格等に関する授

業科目を置くことができる。
　　２　前߲の授業科目の種ྨ及び単位数等は、別表２のと

おりとする。
（単位のࢉܭ方法及び授業の方法）
第35条　֤授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間

の学修をඞ要とする内容をもって構成することを標
४とし、授業の方法に応じ、当֘授業による教育ޮ
Ռ及び授業時間外にඞ要な学修等を考ྀして、次の
基४により単位数をࢉܭするものとする。

　　　　一　講義及びԋशについては、15時間から30時間ま
での授業をもって１単位とする

　　　　二　実験、実श及び実ٕについては、30時間から45
時間までの授業をもって１単位とする

      ２　前߲の規定にかかわらず、教育上特にඞ要と学長が
認める場合には、単位のࢉܭを変更することができ
る。

      ３　第１߲の規定にかかわらず、卒業研究等の授業科目に
ついては、これらの学修の成Ռをධ価して単位を与え
ることがద切と認められる場合には、これらにඞ要な
学修等を考ྀして、単位数を定めることができる。

      ４　文部科学大臣が別に定めるところにより、第１߲の
授業を、多様なメσΟアを高度に利用して、当֘授
業を行う教室等以外の場所で履修させることができ
る。

      ５　第１߲の授業を、外国において履修させることがで
きる。前߲の規定により、多様なメσΟアを高度に
利用して、当֘授業を行う教室等以外の場所で履修
させる場合についても、同様とする。

      ６　第４߲の授業方法により修得する単位数は、60単位
を超えないものとする。

（履修する授業科目のಧ出）
第36条　学生は、その年度または学期に履修する授業科目を

所定の期限までに、学長にಧけ出なければならない。
      ２　前߲の履修する授業科目のಧ出には、年度または学

期ごとに単位数の上限を定めることができる。
（単位の授与）
第37条　授業科目を履修し、そのࢼ験に合格した者には、所

定の単位を与える。ただし、授業科目の種ྨによっ
ては、その学修の成Ռをධ価して単位を与えること
ができる。

（成のධ価）
第38条　成のධ価は、̨、̖、̗、̘、̚、̛をもって表

わし、̨、̖、̗、̘を合格とする。

（他の大学または短期大学における授業科目の履修等）
第39条　本学は、教育上有ӹと認めるときは、他の大学または

短期大学との協ٞに基づき、学生が当֘大学または
短期大学において履修した授業科目について修得し
た単位を60単位を超えないൣ囲で本学における授業科
目の履修により修得したものとみなすことができる。

      ２　前߲の規定は、学生が外国の大学または短期大学に
留学する場合に४用する。

　　３　認定खଓ等については、別に定める。
（大学または短期大学以外の教育施設等における学修）
第40条　本学は、教育上有ӹと認めるときは、学生が行う短期

大学または高等専門学校の専攻科における学修その他
文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業
科目の履修とみなし単位を与えることができる。

      ２　前߲により与えることができる単位数は、前条第１
߲及び第２߲により修得したものとみなす単位数を
合わせて60単位を超えないものとする。

　　３　認定खଓ等については、別に定める。
（入学前の既修得単位の認定）
第41条　本学は、教育上有ӹと認めるときは、学生が入学す

る前に大学または短期大学において履修した授業科
目について修得した単位を、入学後の本学における
授業科目の履修により修得したものとみなすことが
できる。

      ２　本学は、教育上有ӹと認めるときは、学生が入学す
る前に行った前条第１߲に規定する学修を、本学に
おける授業科目の履修とみなし、単位を与えること
ができる。

      ３　前２߲により修得したものとみなし、または与える
ことのできる単位数は、ฤ入学及び転入学の場合を
除き、本学において修得した単位以外のものについ
ては、第39条第１߲及び第２߲ฒびに前条第１߲に
より本学において修得したものとみなす単位数と合
わせて60単位を超えないものとする。

　　４　認定खଓ等については、別に定める。  
（原ڃ留置）
第41条の２  学長は、֤年次終了時における修得した授業科

目数、または単位数が不十分で、上ڃ年次の履修に
支োがあると認められる者については、教授会のٞ
を経て上ڃ年次への進ڃを認めず原ڃに留め置くこ
とができる。

（卒　業）
第42条　本学に４年（第23条または第24条の規定により入学

をڐՄされた者及び第27条の規定により転学科をڐ
Մされた者にあっては第32条の規定により定められ
た在学すべき年数）以上在学し、別表１に定める卒

諸  規  程
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業要݅の単位数を修得した者については、教授会の
ٞを経て、学長が卒業を認定する。

（卒業の時期）
第43条　卒業の時期は、学年または学期の終わりとする。

（学　位）
第44条　学長は、第42条の規定により卒業が認定された者に、

教授会のٞを経て次の۠分による学士の学位を授与
する。

　　２　学位に関しඞ要な事߲は、別に定める。
（教育職員໔ڐ状）
第44条の２　教育職員の໔ڐ状を受ける資格を取得しようと

する者は、教育職員໔ڐ法及び教育職員໔ڐ法施行
規則に定める所定の単位を修得しなければならない。

　　２　本学において取得できる教育職員の໔ڐ状の種ྨ及
び໔ڐ教科は次のとおりとする。

　　３　栄養教་一種໔ڐ状を受ける資格を取得しようとす
る者は、第１߲に定めるもののほか、栄養士法、栄
養士法施行ྩ、栄養士法施行規則及び理栄養士学
校指定規則に定める所定の単位を修得しなければな
らない。

（栄養士໔ূڐ及び理栄養士国家ࢼ験受験資格）
第44条の３ 栄養士໔ূڐを取得しようとする者は、栄養士

法、栄養士法施行ྩ及び栄養士法施行規則に定める
所定の単位を修得し、卒業しなければならない。

      ２　理栄養士国家ࢼ験受験資格を取得しようとする者
は、前߲に定めるもののほか、理栄養士学校指定
規則に定める所定の単位を修得し、卒業しなければ
ならない。

学 部 名 学　科　名

人間学部
心理学科 学士（心理学）

学士（コミュニケーション学）コミュニケーション学科

学位の種類(専攻分野の名称)

諸  規  程

（อ育士資格）
第44条の４　อ育士資格を取得しようとする者は、児ಐ福祉

法施行ྩ及び児ಐ福祉法施行規則に定める所定の単
位を修得し、卒業しなければならない。

（定ྉ等の金ֹݕ）
第45条　本学のݕ定ྉ、入学ྉ、授業ྉ等の金ֹは、別表３

のとおりとする。
（授業ྉ等のೲ入期）
第46条　授業ྉ等は、前期・後期の２期に分けて、４月及び

10月の所定の期日までにೲ入しなければならない。
ただし、特別の事情があると認められる者について
は、延ೲを認めることができる。 

（退学及びఀ学の場合の授業ྉ等）
第47条　学期の中్で退学し、または除੶された者の当֘期

分の授業ྉ等は、徴収する。
　　２　ఀ学期間中の授業ྉ等は、徴収する。

（留学の場合の授業ྉ等）
第48条　学期の全期間にわたり、留学をڐՄされた者につい

ては、その学期の授業ྉ等を໔除する。
　　２　学期の中్において、留学しまたは留学を終えた者

は、その学期の授業ྉ等を全ֹೲ付しなければなら
ない。

（休学及び復学の場合の授業ྉ等）
第49条　学期の全期間にわたり、休学をڐՄされまたは命じ

られた者については、その学期の授業ྉ等を໔除す
る。

　　２　学期の中్において、休学または復学した者は、そ
の学期の授業ྉ等を全ֹೲ付しなければならない。

（その他のඅ用）
第50条　実験・実शඅその他ඞ要なඅ用（以下「その他のඅ

用」という。）は、別にこれを徴収する。
　　２　学期の全期間にわたり、休学をڐՄされまたは命じ

られた者及び留学をڐՄされた者については、その
学期の前߲のඅ用を໔除する。

　　３　学期の中్において、退学し、または除੶された者、
留学しまたは留学を終えた者及び休学または復学し
た者は、その学期の第１߲のඅ用を全ֹೲ付しなけ
ればならない。

（ೲ付した授業ྉ等）
第51条　ೲ付したݕ定ྉ、入学ྉ、授業ྉ等及びその他のඅ

用は、原則として返付しない。

学 部 名 学　科　名

人間学部 コミュニケーション学科
高等学校教諭一種免許状（英語）

中学校教諭一種免許状（英語）

子ども教育学科
幼稚園教諭一種免許状

免許状の種類および免許教科

人間生活
学部

健康栄養学科 栄養教諭一種免許状

小学校教諭一種免許状

学 部 名 学　科　名

人間生活
学部

健康栄養学科 学士（栄養学）

学士（教育学）子ども教育学科

学位の種類(専攻分野の名称)

諸  規  程
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（科目等履修生及び聴講生）
第52条　学長は、本学において授業科目の履修を希望する者

があるときは、本学の教育に支োのない限りにおい
てબ考の上、教授会のٞを経て科目等履修生及び聴
講生として入学をڐՄすることができる。

　　２　科目等履修生には、単位を与えることができる。
　　３　前߲に規定するもののほか、科目等履修生及び聴講

生に関しඞ要な事߲は、別に定める。
（特別聴講学生）
第53条　学長は、他の大学または短期大学に在学している者

で、本学において授業科目を履修しようとする者が
あるときは、教授会のٞを経て、当֘大学または短
期大学との協ٞに基づき、特別聴講学生として入学
をڐՄすることができる。

　　２　特別聴講学生には、単位を与えることができる。
　　３　特別聴講学生に関しඞ要な事߲は、別に定める。

（研究生）
第54条　学長は、本学において特別の事߲について研究しよ

うとする者があるときは、本学の教育に支োのない
限りにおいてબ考の上、教授会のٞを経て研究生と
して入学をڐՄすることができる。

　　２　研究生に関しඞ要な事߲は、別に定める。
（外国人留学生）
第55条  学長は、外国人で、大学等において教育を受ける目

的をもって入国し、本学に入学を志願する者がある
ときは、બ考の上、教授会のٞを経て外国人留学生
として入学をڐՄすることができる。

　　２　外国人留学生に関しඞ要な事߲は、別に定める。

（表　জ）
第56条　学生として表জに値する行為があった者は、教授会

のٞを経て学長が表জする。
（　戒）
第57条　本学の規則に違反し、または学生としての本分に反

する行為をした者は、教授会のٞを経て学長が戒
する。

　　２　前߲の戒の種ྨは、ࠂ܇、ఀ学及び退学とする。
　　３　戒処分のखଓきに関しඞ要な事߲は、別に定める。

（健康理）
第58条　学生は、定期に行う健康அを受けるほか、ਵ時健

康அを受けて、࣬පの༧と健康の増進につとめ

なければならない。
　　２　ް生ฒびにอ健に関する施設及びその利用方法に

ついては、別に定める。

（公開講࠲）
第59条　学長は、学生の修学をげない場合に限り、ద当

な時期に公開講࠲を設けることができる。

（学則のվ正）
第60条  この学則のվ正は、ධٞ会のٞを経て、理事会にお

いて行う。

附　則
　　１�　平成28年４月１日վ正。
　　　（１）この学則は平成28年４月１日から施行する。た

だし、平成27年度以前の入学者に係る別表１及び別
表２のద用については、なお従前のとおりとする。

　　　（２）前߲の規程にかかわらずŊ別表１の１人間学部
の卒業要݅の単位数（注2）（３）の定めについて
は平成27年度の入学生からద用する。

　　２�　平成28年̕月１日վ正。
　　　　この学則は、平成28年̕月１日から施行する。第35

条第４߲及び第５߲の規定については、平成27年度
入学生からద用する。

　　３�　この学則は、平成30年４月１日から施行する。ただ
し、平成29年度以前の入学者に係る別表１及び別表
２のద用については従前のとおりとする。

　　４�　この学則は、平成31年４月１日から施行する。ただ
し、平成30年度以前の入学者に係る別表１及び別表
２のద用については従前のとおりとする。

　　５�　この学則は、ྩ和２年１月６日から施行する。
　　６�　この学則は、ྩ和２年４月１日から施行する。ただ

し、平成31年度以前の入学者に係る別表１のద用に
ついては、なお従前のとおりとする。

　　７�　この学則は、ྩ和２年４月１日から施行する。ただ
し、平成31年度以前の入学者に係る別表３のద用に
ついては、なお従前のとおりとする。

　　８�　第３条第１߲のฤ入学定員の規定は、ྩ和２年度か
らద用する。

　　̕�　ྩ和２年度における人間学部心理学科の収容定員は、
第３条第１߲の規定にかかわらず、次のとおりとす
る。

 ୈ  11  章　Պཤमੜٴͼௌߨੜ、ಛผௌߨ
学ੜ、ڀݚੜٴͼ֎ࠃ人ཹ学ੜ

  ୈ  12  章　　േ

  ୈ  1�  章　ް　ੜ　อ　݈

  ୈ  1�  章　ެ　開　࠲　ߨ

  ୈ  1�  章　ࡶ　ଇ

学 部 名 学　科　名

人間学部 心理学科 392名

令和2年度
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（目的）
第１条　仁愛大学人間生活学部（以下「本学部」という。）

における授業科目の履修方法等については、仁愛
大学学則（以下「学則」という。）に定めるものの
ほか、この規程の定めるところによる。

（履修のొ）
第２条　学生は、֤学期の始めの指定期間内に、履修する

授業科目を決定し、ొ（以下「履修ొ」とい
う。）を行うものとする。

　　２　Ӹප等やむ得ない事情により、前߲に定める履修
ొの期間（以下「履修ొ期間という。）内にख
ଓきできない者は学課に願い出て期間の延長の
ঝ認を得なければならない。

　　３　履修ొ期間内において、ొの取ফしຢは追加
を行うことができる。

　　４　履修ొ期間後の授業科目の取ফしは認めない。
ただし、追加についてはやむ得ない事情がある場
合に限り認めることがある。

　　５　前߲の規定により授業科目の追加をしようとする
者は、当֘授業科目の୲当教員のঝを得た上で
学課に願い出てঝ認を受けなければならない。

　　６　一部の授業科目については、受講定員を設ける場
合がある。この場合は、༧උొ、બൈࢼ験、ந
બ等で履修する学生をબ定する。

（履修のࢭې）
第３条　次に掲げる授業科目は履修することができない。
　　　 （１） 履修ొをしていない科目
　　　 （２） 授業科目が重ෳする科目
　　　 （３） 既に単位を修得した科目

（他学科の授業科目の履修）
第４条　学則別表１の２人間生活学部（１）健康栄養学科

科目表中「注２（１）」及び（２）子ども教育学科
科目表中「注２（１）」に定める科目以外の他学科
の授業科目を履修しようとする者は、当֘授業科
目の୲当教員のঝを得て「他学科専門科目履修
願」（様式第１߸）を学課に提出することにより、
履修ొを認めることがある。

　　２　前߲の規定により履修した授業科目の単位は、卒
業の要݅となる単位にはࢉ入しない。

人ؒੜ׆学෦ ཤमنఔ
　　10�　ྩ和２年度における人間学部コミュニケーション学

科の収容定員は、第３条第１߲の規定にかかわらず、
次のとおりとする。

　　11�　ྩ和２年度における人間生活学部健康栄養学科の収
容定員は、第３条第１߲の規定にかかわらず、次の
とおりとする。

　　12�　この学則は、ྩ和２年４月１日から施行する。ただ
し、平成31年度以前の入学生に係る別表1のద用に
ついては従前のとおりとする。

　　13�　この学則は、ྩ和２年６月１日から施行し、ྩ和２
年４月１日からద用する。

ʦ別表１ʧུ　
ʦ別表２ʧུ
ʦ別表３ʧ　　（˞第45条関係）

定ྉ、入学ྉ、授業ྉ等の金ֹݕ

（උ考）

１ɽݕ定ྉの߲中（　）内の金ֹは、大学入ࢼセンターࢼ験利用の
入学ࢼ験におけるݕ定ྉのֹを示す。

２ɽ学長は、別に定めるところにより、この表に掲げるݕ定ྉ等を
。໔することができるݮ

種　別

検　　定　　料

入　　学　　料

1年次

2年次授　業　料
（ 年　額 ）

教育充実費
（ 年　額 ）

3年次

4年次

1年次

2年次

3年次

4年次

30,000円
（15,000円）

250,000円

700,000円

700,000円

700,000円

700,000円

160,000円

410,000円

410,000円

410,000円

30,000円
(15,000円)

250,000円

健康栄養
学科

心理学科
コミュニケー
ション学科

800,000円

800,000円

800,000円

800,000円

160,000円

410,000円

410,000円

410,000円

30,000円
(15,000円)

250,000円

子ども教育
学科

人間生活学部人間学部学部・学科

700,000円

700,000円

700,000円

700,000円

160,000円

410,000円

410,000円

410,000円

学 部 名 学　科　名

人間学部 コミュニケーション学科 307名

令和2年度

学 部 名 学　科　名

人間生活学部 健康栄養学科 307名

令和2年度
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ア　健康栄養学科における次の科目については、
30時間の授業時間と15時間の自श時間を
もって1単位とする。

　　 「教育実श（栄養教་）」
イ　子ども教育学科における次の科目について

は、30時間の授業時間と15時間の自श時間
をもって1単位とする。

　　 「教育実शᶗ	幼稚園
」、
　　 「教育実शᶘ（幼稚園
」、
　　 「教育実श	খ学校
」
ウ　子ども教育学科における次の科目について

は、40時間の授業時間と5時間の自श時間を
もって1単位とする。

　　 「อ育実शᶗa」、「อ育実शᶗb」、
　　 「อ育実शᶘ」、「อ育実शᶙ」

　　２　前߲における授業時間は、90分の授業時間を２時
間としてࢉܭする。

　　３　卒業研究については、学修の成Ռをධ価して単位
を与える。

（成のධ価）
第６条　成のධ価は、֤授業科目の教育目標に対する学

修者の౸ୡ度を見るため、講義、ԋश、実験、実
श、実ٕ等の授業形態に応じたద切なධ価方法及
びධ価基४に基づき行う。

　　２　成のධ価方法は、定期ࢼ験（筆記、口ड़、実ٕ、
文、Ϩϙート等の方法をؚむ）、履修期間中の平
常成（খςスト、課題、授業への参加態度、༧
श復श等の自主的学श態度等をؚむ。）及び出ܽ状
況等を総合して行う。

（成のධ価基४）
第７条　学則第38条に定める成ධ価の基४は次のとおり

とする。

（̜̥̖）
第８条　前条の成のධ価に以下のグϨード・ϙイント（以

下「̜̥」という。）を付与し、֤学期ごとに全履修
科目の単位当たりの平ۉ値（グϨード・ϙイント・
アベϨージ。以下「̜̥̖」という。）をࢉ出する。

（履修ొ単位数の上限）
第４条の２　学則第36条第２߲の定めにより、֤学期に履

修ొできる単位数の上限は、次のとおりとする。

　　　（１）４年次生及び３年次ฤ入生には、履修ొ単位
数の制限を設けない。

　　　（２）通年開講科目の単位は、前期・後期に等分して、
֤学期の制限単位にؚめる。

　　　（３）学則別表２に定める特設科目及び集中講義科目、
学科専門科目の実験科目、実श科目は、制限
単位数にؚめない。

　　　（４）学則第39条、第40条及び第41条に定める認定科
目等は、制限単位数にؚめない。

　　　（５）第̕条の定めによりࢉ出する学期̜̥̖が3�0
以上の者は、次学期（１年次後期より３年次
後期の間の学期）に履修ొできる単位数の
上限を健康栄養学科は28単位、子ども教育学
科は30単位とする。

　　２　前߲の規定は、平成31年度以前の入学生にはద用し
ない。

（単位のࢉܭ方法）
第５条　֤授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間

の学修をඞ要とする内容をもって構成することを標
४とし、授業の方法に応じ、当֘授業による教育ޮ
Ռ及び授業時間外にඞ要な学修等を考ྀして、次の
基४により単位数をࢉܭするものとする。

　　　（１）講義科目については、15時間の授業時間と30
時間の自श時間をもって１単位とする。

　　　（２）ԋश科目については、15時間の授業時間と30
時間の自श時間をもって１単位とする。ただ
し、学部共通科目の外国語及び子ども教育学
科における次の科目については、30時間の授
業時間と15時間の自श時間をもって１単位と
する。

　　　 　　   「基礎ϐアϊᶗ」、 「基礎ϐアϊᶘ」、 
　　　 　　   「音楽表現ᶗ」、 「音楽表現ᶘ」、「音楽ԋश」
　　　（３）実験、実श及び実ٕ科目については、30時間

の授業時間と15時間の自श時間をもって１単
位とする。ただし、専門科目の実験、実श及
び実ٕ科目については、45時間の授業時間を
もって１単位とする。

　　　（４）前߸ただし書きの規程に関わらず、次の科目
については、以下の基४により単位数をࢉܭ
するものとする。

成績評価

S

素点基準

100～90点

単位認定

Ａ 89～80点

Ｂ 79～70点

Ｃ 69～60点

Ｅ 59～  0点

合　格

Ｆ (出席数不足)
不合格

前期

24

後期

24

年　　次

学　　期

上限単位数

健康栄養
学科

26 26子ども教育
学科

1年次

前期

24

後期

24

26 26

2年次

前期

24

後期

24

26 26

3年次

前期

-

後期

-

- -

4年次
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　　　 （１）̜̥̖のࢉܭは、以下のࢉܭ式によりࢉ出す
る。（খ数点第２位以下切ࣺて。）

　　　 （２）学則第39条、第40条及び第41条に定める認定
科目等は、̜̥̖のࢉܭの対象としない。

　　　 （３）̜̥̖のࢉ出日は֤学期末とし、֤学期の学期
̜̥̖及び入学後の通̖̥̜ࢉをࢉ出する。

　　　 （４）２学期連ଓして̜̥̖が1�0ະຬの者について
は、学科長連ܞのもと、指導教員より指導・
ॿ言を行う。

　　　 （５）３学期連ଓして̜̥̖が1�0ະຬの者について
は、学部長が学科長及び指導教員と協ٞした
上で、文書による退学ࠂקを行う。ただし、
この退学ࠂקは退学を強制するものではない。

（定期ࢼ験の時期）
第̕条　第７条に定める定期ࢼ験は、学期末に実施する。
　　２　授業科目の୲当教員が、平常成のධ価のために

ඞ要と認める場合には、平常の授業期間中にࢼ験
を実施することができる。

（定期ࢼ験の受験資格）
第10条　次の֤߸の一に֘当する者は定期ࢼ験を受験する

ことができない。
　　　 （１）当֘授業科目について履修をಧけ出ていない者

　　　 （２）ܽ੮の時間数が当֘授業科目の出੮すべき時
間数の３分の１を超えている者

　　　  （３）授業ྉその他ೲ入すべきඅ用がະೲの者
　　２　前߲第１߸及び第２߸に֘当する者は、当֘授業

科目の単位を認定しない。また、前߲第３߸に֘
当する者は、当֘学期の全ての履修科目について
単位を認定しない。

　　３　授業科目の୲当教員が特にඞ要と認める場合は、第
１߲第２߸の定めに追加して、出੮時間数等の条݅
を定期ࢼ験の受験資格として定めることができる。
ただし、この場合୲当教員は、シラόスにその基४
等を明記するなど学生への周知を図るものとする。

（追ࢼ験）
第11条　Ӹපその他やむ得ない事༝により定期ࢼ験を受け

ることのできない者は、学生支援センター長のঝ
認を得て追ࢼ験を受験することができる。

　　２　追ࢼ験の受験を希望する者は「追ࢼࢼ験願」（様式
第２߸）を学課に提出しなければならない。

（験時の留意事߲等ࢼ）
第12条　定期ࢼ験、追ࢼ験に際しては、別に定める学内ࢼ

験受験心得に留意しなければならない。
験において不正行為をした者については、当֘ࢼ　２　　

科目の成ධ価は̚とし、学則第57条の規定によ
り戒する。

（教職課程）
第13条　栄養教་一種໔ڐ状を受ける資格を取得しようとす

る場合の栄養に係る教育及び教職に関する科目、教
育職員໔ڐ法施行規則第66条の６に規定する科目に
֘当する授業科目は、別表１のとおりとする。

　　２　幼稚園教་一種໔ڐ状を受ける資格を取得しよう
とする場合の教科及び教職に関する科目、教育職
員໔ڐ法施行規則第66条の６に規定する科目に֘
当する授業科目は、別表２のとおりとする。

　　３　খ学校教་一種໔ڐ状を受ける資格を取得しよう
とする場合の教科及び教職に関する科目、教育職
員໔ڐ法施行規則第66条の６に規定する科目に֘
当する授業科目は、別表３のとおりとする。

（栄養士໔ڐ）
第14条　栄養士の໔ূڐを受ける資格を取得しようとする

者は、別表４に定められた授業科目を履修し、卒
業しなければならない。

（理栄養士国家ࢼ験受験資格）
第15条　理栄養士国家ࢼ験の受験資格を取得しようとす

る者は、別表５に定められた授業科目を履修し、
卒業しなければならない。

（৯Ӵ生理者及び৯Ӵ生視員の養成）
第15条の２　৯Ӵ生理者及び৯Ӵ生視員の養成に

ついては、別に定める。
（อ育士資格）
第16条　อ育士の資格を取得しようとする者は、別表６に定め

られた授業科目を履修し、卒業しなければならない。
（児ಐް生一ڃ指導員資格）
第17条　児ಐް生一ڃ指導員の資格を取得しようとする者

は、別表７に定められた授業科目を履修し、卒業
しなければならない。

（ҕ　任）
第18条　この規程に定めるもののほか、授業科目の履修方

法等に関しඞ要な事߲は、教授会のٞを経て、学
長が定める。

（規程のվഇ）
第19条　この規程のվഇは、教授会のٞを経て学長が行う。

附　則
　　１�　この規程は、平成27年４月１日から施行する。
　　２�　平成28年４月１日վ正。

成績評価

S

GP

Ａ 3

Ｂ 2

Ｃ 1

Ｅ 0

Ｆ 0

4

　　(1"́  ������������������������ʦ（科目の単位数）̫（その科目で得た(1）ʧの総和
履修ొした単位数の総和
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（学士の学位授与の要݅）
第４条　学士の学位は、本学学則に基づき、本学を卒業した

者に授与する。
（学士の学位記の様式）
第５条　学士の学位記の様式は、様式第１߸のとおりとする。

（学士の学位授与の時期）
第６条　学士の学位記授与の時期は３月または̕月とする。

（修士の学位）
第７条　本学大学院において授与する学位は、次の表のとお

りとする。

（修士の学位授与の要݅）
第８条　修士の学位は、本学大学院学則に基づき、修士課程

を修了した者に授与する。
（修士の学位記の様式）
第̕条　修士の学位記の様式は、様式第２߸のとおりとする。

（修士の学位授与の時期）
第10条　修士の学位記授与の時期は３月または̕月とする。

（学位の名称）
第11条　学位を授与された者が、その学位名称を用いるとき

は、「仁愛大学」の名称を付記するものとする。
（学位の取ফし）
第12条　学長は、学位を授与された者が、不正の方法により

学位を受けた事実が判明したとき、またはその名誉
をԚす行為があったときは、教授会または研究科教
授会のٞを経て、当֘学位を取りফし、学位記の返
ؐを求めることができる。

（則　ࡉ）
第13条　この規程に定めるもののほか、学士の学位に関しඞ

要な事߲は教授会が、修士の学位に関しඞ要な事߲
は研究科教授会が別に定める。

（規程のվഇ）
第14条　この規程のվഇは、ධٞ会のٞを経て、学長が行う。

附　則
　　　　この規程は、平成27年４月１日から施行する。

ʦ様式第１߸ʧུ

  ୈ　�　章　ࡶ　ଇ

仁愛大学学Ґنఔ

（目　的）
第１条　この規程は、学位規則（昭和28年度文部省ྩ第9߸）

第13条の規定、仁愛大学学則（以下「本学学則」と
いう。）及び仁愛大学大学院学則（以下「本学大学
院学則」という。）に基づき、仁愛大学（以下「本
学」という。）において授与する学位についてඞ要
な事߲を定めることを目的とする。

（学　位）
第２条　本学において授与する学位は、学士及び修士とす

る。

（学士の学位）
第３条　本学において授与する学位は、次の表のとおりとする。

  ୈ　1　章　૯　ଇ

  ୈ　2　章　学　࢜

学 部 名 学　科　名

人間学部
心理学科 学士（心理学）

学士（コミュニケーション学）コミュニケーション学科

学位の種類(専攻分野の名称)

人間生活
学部

健康栄養学科 学士（栄養学）

学士（教育学）子ども教育学科

  ୈ　�　章　म　࢜

専　攻　名

修士（臨床心理学）臨床心理学専攻

学位の種類（専攻分野の名称）研究科名

人間学研究科

　　　　この規程は平成28年４月１日から施行する。ただし
平成27年度以前の入学者に係る別表７のద用につい
ては、なお従前のとおりとする。

　　３�　この規程は、平成29年̕月26日から施行し、平成
29年４月１日からద用する。

　　４�　この規程は、平成30年４月１日から施行する。た
だし平成29年度以前の入学者に係る別表第３（2）
のద用については、なお従前のとおりとする。

　　５�　この規程は、平成31年４月１日から施行する。ただ
し平成30年度以前の入学者に係る別表１ʙ３及び別
表第６のద用については、なお従前のとおりとする。

　　６�　この規程は、ྩ和元年５月１日から施行する。
　　７�　この規程は、ྩ和元年８月20日から施行し、ྩ和元

年５月１日からద用する。
　　８�　この規程は、ྩ和２年２月18日より施行する。
　　̕�　この規程は、ྩ和２年４月１日より施行する。ただ

し、平成31年度以前の入学者については、従前のとお
りとする。

ʦ様式第１߸ʙ第２߸ʧུ
ʦ別表１ʙ７ʧུ
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る特別のඅ用（以下「その他のඅ用」という。）は
科目等履修生等のෛ୲とする。

（ೲ付した授業ྉ等）
第̕条　ೲ付したݕ定ྉ、入学ྉ、授業ྉ及びその他のඅ用

は、原則として返付しない。
（履修及び聴講期間）
第10条　科目等履修生等の履修及び聴講期間は１年以内とす

る。ただし、特別の事情があるときは、履修・聴講
期間延長願（様式第５߸）を学長に提出し、ڐՄを
得て履修及び聴講期間を延長することができる。

（ॾ規程の४用）
第11条　科目等履修生等については、学則その他ॾ規程の学

生に関する規定を४用する。
（ূ明書）
第12条　科目等履修生で単位を認定された者には、本人の

求に基づき単位修得ূ明書を交付する。
　　２　聴講生には、所定の授業時間数の３分の２以上出੮

したときは、本人の求に基づき聴講ূ明書を交付
する。

（その他の受講者）
第13条　学長は、第２条に定める資格を有しない受講希望者

について、教授会のٞを経て受講をڐՄすることが
できる。

　　２　前߲のڐՄを受けて受講した者については単位認定
を行わない。ただし、所定の授業時間数の３分の２
以上出੮したときは、本人の求により、受講ূ明
書を交付する。

（入学等ڐՄの取ফ）
第14条　学長は、科目等履修生または前条のڐՄを受けた者が

本学のॾ規程に違反したとき、または学内のடংを
ཚしたときは、教授会のٞを経て第６条の入学のڐ
Մまたは前条の受講のڐՄを取りফすことができる。

（規程のվഇ）
第15条　この規程のվഇは、ධٞ会のٞを経て学長が行う。

附　則
　　　　この規程は、ྩ和２年４月１日から施行する。

（目　的）
第１条　この規程は仁愛大学学則（以下「学則」という。）

第52条第３߲の規定に基づき、科目等履修生及び聴
講生（以下「科目等履修生等」という。）に関しඞ
要な事߲を定めることを目的とする。

（入学資格）
第２条　科目等履修生等の入学資格は学則第19条に定める資

格を有する者とする。
（入学時期）
第３条　科目等履修生等の入学の時期は原則として学年の始

めとする。ただし、学長が特別の事情があると認め
る場合にはこの限りではない。

（入学出願खଓ）
第４条　科目等履修生等として本学に入学しようとする者は

所定の期日までに次の書ྨと仁愛大学学ೲ金ೲ付規
程（以下「学ೲ金ೲ付規程」という。）別表３（第
２条第３߲関係）に定めるݕ定ྉをఴえて学長に提
出しなければならない。

（１）科目等履修生入学願書ຢは聴講生志願ථ　　
（様式第１߸ຢは第２߸）

（２）健康அ書
（３）最終出身学校の卒業ূ明書及び成ূ明書

（入学者のબ考）
第５条　学長は、前条の入学志願者についてબ考を行い、教

授会のٞを経て、合格者を決定する。
（入学खଓ及び入学ڐՄ）
第６条　合格者は所定の期日までに、仁愛大学学生生活規程

第２条第１߲に定める約書・身元อূ書を提出す
るとともに、学ೲ金ೲ付規程別表３（第２条第３߲
関係）に定める入学ྉをೲ付しなければならない。

　　２　学長は、所定の期日までに前߲の入学खଓきを完了
しない者については合格を取りফすことができる。

　　３　学長は、第１߲の入学खଓきを完了した者に入学を
。Մするڐ

（科目等履修生ূ、聴講生ূ）
第７条　科目等履修生等には科目等履修生ূຢは聴講生ূ

（様式第３߸ຢは第４߸）を交付する。
　　２　科目等履修生ূຢは聴講生ূの取ѻいについては、

仁愛大学学生生活規程第３条第２߲から第６߲まで
の規定を४用する。

（授業ྉ等のೲ付）
第８条　科目等履修生等は学ೲ金ೲ付規程別表３（第２条第

３߲関係）に定める授業ྉを所定の期日までにೲ入
しなければならない。

　　２　前߲の授業ྉのほか、実験、実श及び実ٕ等に要す

Պཤमੜٴͼௌߨੜنఔ
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（目　的）
第１条　この規程は仁愛大学学則（以下「学則」という。）

第40条の規定に基づき、文部科学大臣が別に定める
学修について、本学における授業科目の履修とみな
し単位を与えることができる学修の単位の認定खଓ
きに関し、ඞ要な事߲を定めることを目的とする。

（認定の対象）
第２条　単位認定の対象とするݕ定ࢼ験等及び単位認定する

本学の授業科目等は、別表のとおりとする。
（認定の申）
第３条　単位の認定を申しようとする者は、次の書ྨを学

課に提出しなければならない。
（１）文部科学大臣が定める学修にかかる単位認定願
数またはスコアをڃ）験等の合格ূ明書ࢼ定ݕ（２）

ؚむ。）
（認　定）
第４条　学長は、前条の規定により申のあった授業科目に

ついて、当֘授業科目の୲当教員のঝ認を得た上で、
教授会のٞを経て認定する。

（成ධ価の表記）
第５条　前条の規定により認定した授業科目の成のධ価は、

学則第38条の規定にかかわらず、「認定」と表記す
る。

（規程のվഇ）
第６条　この規程のվഇは、ධٞ会のٞを経て学長が行う。

附　則
　　１�　平成27年４月１日վ正。
　　　　この規程は、平成27年４月１日から施行する。
　　２�　平成27年７月７日վ正。
　　３�　平成29年４月１日վ正。
　　４�　平成31年４月１日վ正。
　　５�　ྩ和元年５月１日վ正。
　　６�　ྩ和３年４月１日վ正。

จ෦Պ学大ਉがఆΊΔ学मにΔ
୯Ґのೝఆにؔ͢Δنఔ

（目　的）
第１条　この規程は仁愛大学学則（以下「学則」という。）

第41条の規定に基づき、学生が入学する前に大学ま
たは短期大学において履修した授業科目の単位（本
学の科目等履修生として履修した授業科目の単位を
ؚむ。以下、「既修得単位」という。）の認定खଓき
に関し、ඞ要な事߲を定めることを目的とする。

（認定の対象）
第２条　単位認定の対象となる既修得単位は、本学の授業科

目に֘当する内容のものに限る。
（認定の申）
第３条　単位の認定を申しようとする者は、１年次の前期

授業開始後1ि間以内に次の書ྨを学課に提出し
なければならない。

（１）既修得単位認定願（別記様式）
（２）既修得単位にかかる成ূ明書
（３）既修得単位にかかる授業科目の授業内容を示す

書ྨまたは講義֓要の写し
（認　定）
第４条　学長は、前条の規定により申のあった授業科目に

ついて、当֘授業科目の୲当教員の意見を徴した上
で、教授会のٞを経て認定する。

（成ධ価の表記）
第５条　前条の規定により認定した授業科目の成のධ価は、

学則第38条の規定にかかわらず、「認定」と表記す
る。

（規程のվഇ）
第６条　この規程のվഇは、ධٞ会のٞを経て学長が行う。

附　則
　　　　この規程は、ྩ和元年５月１日から施行する。

ఔنमಘ୯Ґのೝఆにؔ͢Δط
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単位認定の対象とする検定試験等 単位認定する本学の授業科目等

検定試験 〈主催〉 認定基準 授業科目 認定
単位 備　考

全商ビジネス文書実務検定試験
＜全国商業高等学校協会＞ 2級、1級

2
3級日商PC検定（文書作成）

＜日本商工会議所＞

情報リテラシーａ

全商情報処理検定試験（ビジネス情報部門）
＜全国商業高等学校協会＞ 2級、1級

2
3級日商PC検定（データ活用）

＜日本商工会議所＞

備考欄に記載

備考欄に記載

情報リテラシーｂ

Microsoft Office Specialist Word
＜マイクロソフト社＞

2情報活用ａ

Microsoft Office Specialist Excel
＜マイクロソフト社＞

2
2級、1級日商PC検定（データ活用）

＜日本商工会議所＞

1級

ITパスポート試験
＜情報処理推進機構＞

情報活用ｂ

情報技術検定試験
＜全国工業高等学校長協会＞

情報処理演習ａ
情報処理演習ｂ

2
2 2科目　計4単位

（単位認定の申請日より
過去4年以内のものに限る）

（単位認定の申請日より
過去4年以内のものに限る）

2級、1級日商PC検定（文書作成）
＜日本商工会議所＞

2科目　計4単位
（単位認定の申請日より
過去2年以内のものに限る）

（単位認定の申請日より
過去2年以内のものに限る）

（単位認定の申請日より
過去2年以内のものに限る）

単位認定の対象とする検定試験等 単位認定する本学の授業科目等

検定試験 〈主催〉 認定基準 授業科目 認定
単位 備　考

TOEIC®
TOEIC®IP テスト(団体特別受験制度)
＜国際ビジネスコミュニケーション協会＞

600点以上 2TOEIC英語Ⅰ

730点以上 2TOEIC英語Ⅱ

900点以上 2
2

TOEIC英語Ⅰ
TOEIC英語Ⅱ

ʦ別　表ʧ
（１）人間学部 学部共通科目

（２）人間学部コミュニケーション学科専門科目
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（目　的）
第１条　この規程は、仁愛大学学則（以下「学則」という。）

第39条に基づき、仁愛大学（以下「本学」という。）
に在学する学生で他の大学または短期大学（以下

「他大学等」という。）の授業科目を履修する者（以
下「派遣学生」という。）及び同第53条に定める特
別聴講学生に関し、ඞ要な事߲を定めることを目的
とする。

（規程のվഇ）
第２条　この規程のվഇは、教授会のٞを経て学長が行う。

（他大学等との協ٞ）
第３条　学則第39条に規定する他大学等との協ٞは、教授会

のٞを経て学長が行う。
　　２　前߲の協ٞは次の事߲について行う。
　　　  （１）履修できる授業科目のൣ囲
　　　  （２）対象となる学生数
　　　  （３）単位の認定方法
　　　  （４）派遣の時期
　　　  （５）派遣期間
　　　  （６）その他ඞ要な事߲

（派遣の要݅）
第４条　学生の派遣は、前条の協ٞが成立している他大学等

に対して行う。
    ２　他大学等において履修し卒業要݅の単位として認定

できる授業科目のൣ囲は、学生が所属する学科の۠
分に応じて、教授会のٞを経て学長が定める。

（派遣志願खଓ）
第５条　他大学等において授業科目を履修しようとする者は、

派遣学生願書を学長に提出しなければならない。
（他大学等への通知）
第６条　学長は、前条の願書を提出した者について、教授会

のٞを経て、派遣先の他大学等に通知する。
（派遣のڐՄ）
第７条　学長は、他大学等から授業科目の履修をڐՄされた

ときは、派遣をڐՄする。
（派遣の時期及び期間）
第８条　派遣の時期及び期間は他大学等との協ٞで定めた時

期及び期間とする。
（授業ྉ）
第̕条　派遣学生は、本学学生としての授業ྉをೲ付しなけ

ればならない。

  ୈ　1　章　૯　ଇ

ݣ学ੜٴͼಛผௌߨ学ੜにؔ͢Δنఔ

  ୈ　2　章　 ݣ 学 ੜ

（単位の認定）
第10条　派遣学生が第6条のڐՄを受けて他大学等において

履修した授業科目の単位については、当֘他大学等
の成ධ価もؚめて認定し、学則第38条に基づき成
を表記する。

（派遣学生の責）
第11条  派遣学生は、この規定のほか、派遣先の他大学等の

ॾ規程を९कしなければならない。
（派遣ڐՄの取ফ）
第12条　学長は、派遣学生が次の֤߸の一に֘当するときは、

派遣先の他大学等と協ٞした上で、教授会のٞを経
て第7条のڐՄを取りফすことができる。

（１）成業の見ࠐみがないと認められるとき
（２）派遣学生としてふさわしくない行為があると認

められるとき

（他大学等との協ٞ）
第13条　第３条の規定は、学則第53条に定める他大学等との

協ٞについて४用する。この場合において、第３条
中「派遣」とあるのは「受け入れ」と読みସえる。

（受入の時期及び期間）
第14条　特別聴講学生の受け入れの時期及び期間は、他大学

等との協ٞで定めた時期及び期間とする。
（特別聴講志願खଓ）
第15条　特別聴講学生として、本学の授業科目を履修しよう

とする者は、特別聴講学生願書その他学長がඞ要と
認める書ྨを、所属する他大学等の長を通じて、学
長に提出しなければならない。

　　２　前߲の志願者のݕ定ྉは໔除する。
（入学者のબ考）
第16条　学長は、前条の志願者について、教授会のٞを経て

બ考する。
（入学खଓ及び入学ڐՄ）
第17条　前条のબ考の݁Ռに基づき合格の通知を受けた者は、

本人及びอূ人連ॺの約書ならびに別に定める書
ྨを提出しなければならない。

　　２　学長は、前߲の入学खଓきを完了した者に入学をڐ
Մする。

　　３　特別聴講学生の入学ྉは໔除する。
（特別聴講学生ূ）
第18条　特別聴講学生には特別聴講学生ূを交付する。
　　２　特別聴講学生ূの取ѻいについては、仁愛大学学生

生活規程第３条第２߲から第６߲までの規定を४用
する。

（授業ྉ）
第19条　特別聴講学生は、所定の期日までに仁愛大学学ೲ金

等ೲ付規程別表第３（１）（第２条第５߲関係）に

  ୈ　�　章　ಛผௌߨ学ੜ
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（झ　ࢫ）
１　福井県内大学等間単位互換制度に基づく特別聴講派遣学

生及び特別聴講学生の取ѻいについては、単位互換に関
する協定書及び実施要߲に定めるほか、次のとおり申し
合わせる。

（授業時間割表）
２　大学及び短期大学（以下「大学等」という。）は、特別

聴講学生として履修できる授業時間割表をฤ成して、次
の時期までに他大学等へ通知する。

　  （１）前期ɿ12月下०
　  （２）後期ɿ６月下०

（学年ྐྵ及びシラόス等）
３　֤大学等は、学年ྐྵ及びシラόス等を作成して、12月下

०までに他大学等へ通知する。
（ื集要߲）
４　֤大学等は、特別聴講学生ื集要߲を次により作成して、

他大学等へ通知する。
（１）ื集要߲には、実施方法（出願資格、授業ྉ等、開

放科目、出願खଓ、受入れのՄ൱、履修期間、特別
聴講学生に対するΨイμンスの実施、ࢼ験の実施方
法、単位の認定、施設の利用、授業時間割、通学方
法、所在地及びい合わせ先、その他）を記ࡌする。

（２）通知時期　前期ɿ12月下०、後期ɿ６月下०
（派遣学生ื集Ҋ内）
５　֤大学等は、他大学等で履修を希望する学生に対して、

単位互換に関するҊ内書を次により作成し、周知する。
（１）Ҋ内書には、実施方法（出願資格、授業ྉ等、開放

科目、履修科目、履修ܭը、履修期間、ࢼ験の実施
方法、施設の利用、出願खଓ、単位の認定、その
他）を記ࡌする。

（２）周知期間　前期ɿ１月中०ʙ下०、
後期ɿ７月中०ʙ下०
この間にΨイμンスを実施する。

（出願資格）
６　出願資格は福井大学、福井県立大学、福井工業大学、仁

愛大学、仁愛女子短期大学、福井医療大学、ರլ市立
大学及び福井工業高等専門学校に在੶する学生（大学ޢ
院学生を除く。）で、他大学等において授業科目の履修
を希望する者。

（特別聴講学生の出願）
７　他大学等で履修を希望する学生は、所属する大学等の୲

当課に次の֤߸に掲げる書ྨを次の期間に出願しなけれ
ばならない。

　  （１）特別聴講学生入学願書
　  （２）その他ඞ要な書ྨ
　  （３）出願期間　前期ɿ１月下०ʙ２月上०、

後期ɿ７月中०ʙ７月下०

Ҫݝ大学ؒ୯Ґޓにؔ͢Δ
ఆについてのਃ合ͤڠ

定める授業ྉをೲ入しなければならない。ただし、
当֘学生の所属する他大学等との協ٞで授業ྉに関
し特段の取り決めを行った場合には、授業ྉを໔除
することができる。

　　２　前߲の授業ྉのほかに、実験、実श、実ٕ等に要す
る特別のඅ用は、特別聴講学生のෛ୲とする。

　　３　前２߲の規定によりೲ入した授業ྉ及び特別のඅ用
は返付しない。

（単位の認定）
第20条　特別聴講学生の単位の認定は、学則第37条及び第38

条に基づき行う。
（単位修得ূ明書）
第21条　学長は、特別聴講学生の認定された単位については、

単位修得ূ明書により、当֘特別聴講学生の所属す
る他大学等の長に通知する。ただし、学長が特別の
事情があると認める場合には、特別聴講学生本人の
求に基づき、単位修得ূ明書を本人に交付するこ
とができる。

（特別聴講学生の責）
第22条　特別聴講学生は、この規程のほか本学のॾ規程を९

कしなければならない。
（入学ڐՄの取ফ）
第23条　学長は、特別聴講学生が本学のॾ規程に違反したと

き、または学内のடংをཚしたときは、教授会のٞ
を経て第17条のڐՄを取りফすことができる。

附　則
　　　　この規程は、ྩ和２年４月１日から施行する。
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（झ　ࢫ）
第１条　この規程は、仁愛大学の指導教員制に関し、ඞ要な

事߲を定める。
（指導教員）
第２条　学部に指導教員を置く。
　　２　୲当する学生の۠分は、学部で定める。
　　３　指導教員のબ出方法及びその人数は、学部で定める。
　　４　指導教員は、学部長がҕする。
　　５　指導教員の任期は１年とし、࠶任をげない。

（指導教員の職）
第３条　指導教員は、୲当する学生に対し、次に掲げるॿ言

及び支援を行う。
（１）学生の円な修学及び学生生活についてのॿ言

及び支援
（２）教育活動、学生生活に関する学生からの要望に

ついてのॿ言及び支援
（３）学生の進࿏બに関する相ஊについてのॿ言及

び支援
（４）その他学生からの相ஊについてのॿ言及び支援

（則　ࡉ）
第４条　この規程に定めるもののほか、指導教員に関しඞ要

な事߲は、学部ごとに別に定める。
（規程のվഇ）
第５条 この規程のվഇは、ධٞ会のٞを経て学長が行う。

附　則
　　この規程は、平成22年４月１日から施行する。

ఔنһ੍にؔ͢Δڭಋࢦ
（推નॱ位）
８　֤大学等は、特別聴講学生の出願に当たって、１大学１

科目にෳ数の聴講希望者が出た場合は、推નॱ位を付し
て依頼を行う。

（受入れ依頼）
̕　֤大学等は、学生の出願に基づき、受入れ大学等へ次の

時期までにまとめて受入れ依頼を行う。
　  （１）前期ɿ２月下०
　  （２）後期ɿ̕月上०

（受入れのՄ൱）
10　受入れ大学等は、受入れのՄ൱を次の時期までに通知す

る。なお、൱の場合は理༝もซせて通知する。
　  （１）前期ɿ３月下०
　  （２）後期ɿ̕月下०

（受入れ大学等におけるΨイμンス）
11　受入れ大学等は、特別聴講学生に対し、授業時間割、講

義室、施設（図書館、৯ಊ等）、掲示、ࢼ験及び休講・
ิ講通知等についてΨイμンスを実施する。

（受講ొ）
12　受入れ大学等は、Ψイμンスを行う際に受講ొखଓを

させる。
（成通知）
13　受入れ大学等は、派遣大学等へ原則として「認定」によ

り成を通知する。
　  （１）前期ɿ̕月上०
　  （２）後期ɿ卒業対象学生は２月下०、在学生は３月上०

（履修ڐՄの取りফし）
14　受入れ大学等の長は、特別聴講学生が次の֤߸の一に֘

当するときは、派遣大学等との協ٞにより履修のڐՄを
取りফすことができる。

（１）成業の見ࠐみがないと認められるとき。
（２）特別聴講学生としてふさわしくない行為があると　

認められるとき。
（履修期間）
15　協定書４に定める履修期間とは、当֘学生が履修する授

業科目の開講年度または開講学期とする。開講年度また
は開講学期を超えて履修を希望する学生は、վめて出願
するものとする。

（サςライトキャンパス等に係る特ྫ）
16　サςライトキャンパス及び方向授業シスςϜを利用す

る授業科目については、この申合せの規定にかかわらず
別に定める。

附　則
　　１ɽこの申し合わせは、平成23年４月１日から施行する。
　　２ɽ平成25年４月１日վ正。
　　３ɽ平成26年４月１日վ正。
　　４ɽ平成28年４月１日վ正。

諸  規  程
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（目　的）
第１条　この規程は、仁愛大学（以下「本学」という。）の

学生の学生生活に関し、ඞ要な事߲を定めることを
目的とする。

（約書・身元อূ書）
第２条　本学に入学しようとする者は、อূ人１名を定め、

約書・身元อূ書（様式第１߸）を提出しなけれ
ばならない。

　　２　前߲の身元อূ書におけるอূ人は、อূする学生
の在学中の行為及び授業ྉその他のඅ用のೲ入等に
ついて責任をෛうものとし、原則として父母または
親権を行う者もしくは後見人とする。

　　　　ただし、学長が特に認める場合にはこの限りではない。
（学生ূ）
第３条　学生は、入学の際学生ূ（様式第２߸）の交付を受

けなければならない。
　　２　学生は、本学構内においては、ඞず学生ূをܞ帯し

なければならない。
　　３　学生は、本学の教職員から学生ূの提示を求められ

たときは、ちにこれを示さなければならない。
　　４　学生は、学生ূをฆ失し、またはԚଛしたときは、

学生ূ࠶交付願（様式第３߸）に別表に定めるख数
ྉূ紙をష付して学生支援センターに提出し、࠶交
付を受けなければならない。

　　５　学生は、学生ূを他人にି与し、またはৡ渡しては
ならない。

　　６　学生は、卒業、退学、除੶等により、本学の学੶を
れたときは、学生ূをちに学生支援センターに
返ؐしなければならない。

（学生個人情報原ථ）
第４条　学生は、入学後本学の指定する日までに、本学の学

੶、֤種ূ明書発行のための基本的な個人情報及
び本学が教育研究活動を遂行するうえでඞ要となる
最খ限の個人情報について、学生個人情報原ථ（様
式第４߸）にもとづき学生支援センターに提出しな
ければならない。

　　２　提出された学生個人情報は、学生支援センターにお
いて理する。

　　３　学生は、提出した個人情報について追加・除等変
更したい場合は、学生個人情報異動ಧ（様式第５߸）
を学生支援センターに提出し、గ正を求すること
ができる。

（　）
第５条　学生のは、学生のྑ識により、その位をอつ

  ୈ　1　章　૯　ଇ

学ੜੜن׆ఔ
ことに留意しなくてはならない。

（大学からの通知等）
第６条　学生に対するࠂ示、発表、説明、連བྷ、通知等（以

下「通知等」という。）は、全て本学所定の掲示൘
への掲示によって行う。ただし、やむを得ない事情
によりۓ急に通知等を行うඞ要がある場合には、学
内放ૹにより行うことがある。

　　２　前߲の掲示の期間は原則として１ि間とし、掲示さ
れた事߲は、その掲示をもって全学生に周知された
ものとみなす。

（面会等）
第７条　本学は、学生個人と外来者との面会、ి話による呼

び出し、学生個人への通信物等については、原則と
して取り次ぎを行わない。

（ඇ常ࡂ時）
第８条　学内においてඇ常ࡂが生じた場合には、学生は教

職員の指示に従い、ਝ速に行動し、ඇ難ٹ急に当た
らなければならない。

（౪難、遺失物及びर得物）
第̕条　学内において౪難にあった学生は、౪難の現場をอ

存し、速やかに学生支援センターに౪難ಧ（様式第
６߸）によりಧけ出なければならない。

第10条　学内において遺失物またはर得物のあった学生は、
総課にಧけ出なければならない。

　　２　前߲のर得物については、総課においてಧ出の
あった日から１ि間อし、所有者の申し出がない
場合には処分する。

（通学ূ明）
第11条　公共交通機関の通学定期ं݊をߪ入するため、通

学ূ明書を希望する学生は、通学ূ明書交付願（様
式第７߸）を学生支援センターに提出しなければな
らない。

（学生ཱྀ٬運割引ূ）
第12条　ཱྀ行するため、学生ཱྀ٬運割引ূ（以下「学割

ূ」という。）の交付を希望する学生は、学生ཱྀ٬
運割引ূ交付願（様式第８߸）を学生支援セン
ターに提出しなければならない。

　　２　学割ূを不正に用した学生には、以後学割ূの交
付は行わない。

（在学ূ明書等）
第13条　在学ূ明書、学業成ূ明書、卒業ূ明書、卒業見

明書または健康அূ明書の交付を希望する学ূࠐ
生は、֤種ূ明書交付願（様式第̕߸）に別表に定
める金ֹのख数ྉূ紙をష付して学生支援センター
に提出しなければならない。

  ୈ　2　章　֤ छ ূ ໌ ॻ
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　　　  （１）父　母　　　　　　　　　　７日
　　　  （２）祖父母、ܑఋ࢞ຓ　　　　　３日
　　　  （３）その他の３親等以内の親族　１日
　　２　前߲のঝ認を得ようとする学生は、س引ಧ（様式第

17߸）を学生支援センターに提出しなければならな
い。

（健康அ）
第22条　学生は、毎年本学が行う健康அを受けなければな

らない。
　　２　学生は、前߲の健康அの݁Ռ本学が行う健康上の

指示に従わなければならない。

（ஂ体の設立）
第23条　学生が学内においてஂ体を設立しようとするときは、

となる本学専任の教職員１名を定め、責任者２ސ
名が連ॺしたஂ体設立ڐՄ願（様式第18߸）に規約
をఴえて学生支援センターに提出し、学生支援セン
ター長のڐՄを受けなければならない。

　　２　前߲のஂ体設立ڐՄ願に記ࡌした事߲または規約を
変更しようとするஂ体は、ஂ体変更ಧ（様式第19
߸）を学生支援センターに提出しなければならない。

（ஂ体の活動報ࠂ等）
第24条　ஂ体は、毎年度５月の学生支援センター長が指定す

る日（以下「報ࠂ期日」という。）までに、前年度
の活動報ࠂ、当֘年５月１日現在の構成員名及び
当֘年度の活動༧定をஂ体活動状況報ࠂ書（様式第
20߸）により報ࠂしなければならない。

　　２　前߲の規定にかかわらず、当֘年度の４月１日以߱
報ࠂ期日の前日までに前条のڐՄを受けたஂ体に
あっては報ࠂ期日までに、報ࠂ期日以߱年度్中に
おいて前条のڐՄを受けたஂ体にあってはその都度
学生支援センター長が定める日までに当֘年度の活
動༧定のみを報ࠂするものとする。

　　３　前２߲の報ࠂがないときは、当֘ஂ体は、解ࢄした
ものとみなす。

（学外指導者のটᡈ）
第25条　ஂ体が、その活動内容について専門的な知識もしく

はٕज़または相当の経験を有する者を指導者として
１年または半期の単位で長期間にわたって学外から
টᡈしようとする場合には、責任者及びސ教職員
が連ॺした学外指導者টᡈڐՄ願（様式第21߸）を
学生支援センターに提出し、学生支援センター長の
。Մを受けなければならないڐ

（退　学）
第14条　仁愛大学学則（以下「学則」という。）第25条の規

定により退学しようとする学生は、退学願（様式第
10߸）を学生支援センターに提出しなければならな
い。

（転　学）
第15条　学則第26条の規定により転学しようとする学生は、

転学願（様式第11߸）を学生支援センターに提出し
なければならない。

（留　学）
第16条　学則第28条の規定により外国の大学または短期大学で

学修することを志願する学生は、留学願（様式第12
߸）を学生支援センターに提出しなければならない。

（休　学）
第17条　学則第29条第１߲の規定により休学し、または、同

条第３߲の規定により休学の期間を延長しようとす
る学生は、休学（期間延長）願（様式第13߸）を学
生支援センターに提出しなければならない。

（復　学）
第18条　学則第30条の規定により復学しようとする学生は、

復学願（様式第14߸）を学生支援センターに提出し
なければならない。

（ܽ੮ಧ）
第19条　࣬පその他やむを得ない事情により１ि間以上ܽ੮し

ようとする学生は、事前または事後３日以内にܽ੮ಧ
（様式第15߸）を学生支援センターに提出しなければ
ならない。

（公認ܽ੮）
第20条　学生は、次の֤߸に掲げる事༝により学生支援セン

ター長のঝ認を得てܽ੮する場合のܽ੮は、人間学
部履修規程第11条第１߲第２߸または人間生活学部
履修規程第10条第１߲第２߸のܽ੮にはؚめない。

　　　 （１）本学を代表して学外の公式の行事に参加する場
合

　　　 （２）火ࡂ、ࡂ等やむを得ない事情があると認めら
れる場合

　　　 （３）学生支援センター長が認める就職ࢼ験を受験す
る場合

　　２　前߲のঝ認を得ようとする学生は、公認ܽ੮願（様
式第16߸）を学生支援センターに提出しなければな
らない。

（引　س）
第21条　学生が次の֤߸に掲げる親族が死したことにより

学生支援センター長のঝ認を得てܽ੮する場合には、
当֤֘߸に掲げる日数のܽ੮については、人間学部
履修規程第８条第２߸または人間生活学部履修規程
第10条第１߲第２߸のܽ੮にはؚめない。

  ୈ　�　章　ୀ学、స学、ٳ学、ܽ੮

  ୈ　�　章　݈　߁　　அ

  ୈ　�　章　学 ੜ の ஂ ମ
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（学外ஂ体への加入）
第26条　学外のஂ体へ加入しようとするஂ体は、責任者及び

Մ願（様式第ڐ教職員が連ॺした学外ஂ体加入ސ
22߸）を学生支援センターに提出し、学生支援セン
ター長のڐՄを受けなければならない。

　　２　学外のஂ体から退したஂ体は、学外ஂ体退ಧ
（様式第23߸）を学生支援センターに提出しなけれ
ばならない。

（ஂ体の解ࢄ）
第27条　解ࢄしたஂ体は、速やかにஂ体解ࢄಧ（様式第24

߸）を学生支援センターに提出しなければならない。
　　２　学生支援センター長は、ஂ体が次の֤߸の一に֘当

するときは、当֘ஂ体の解ࢄを命ずることができる。
（１）本学の教育研究活動をげたとき
（２）学則その他本学のॾ規程に違反したとき
（３）ஂ体活動中の事ނ発生等ஂ体の運営が円に行

われなかったとき
（４）ஂ体の構成員が不事に関係し、当֘不事が

ஂ体活動とີ接な関連があったとき
（５）ஂ体活動が長期にわたって行われなかったとき

（集会等）
第28条　本学の内外において集会、࠵物、合॓等（以下「集

会等」）という。）を行おうとする学生またはそのஂ
体は、責任者１名を定め、その期日の５日前までに、
学内（外）活動ڐՄ願兼施設用ڐՄ願（様式第25
߸）を学生支援センターに提出し、学生支援セン
ター長のڐՄを受けなければならない。

　　２　学生支援センター長は、前߲の規定によりڐՄした
集会等が次の֤߸の一に֘当すると認められる場合
には、当֘集会等の中ࢭを命ずることができる。

　　　  （１）　法、条ྫその他法ྩに違反するとき
　　　  （２）　本学のடংを著しくཚすおそれがあるとき
　　　  （３）　学生としての本分に反するものであるとき

（学外講師のটᡈ）
第29条　学外から講ԋ会等の講師をটᡈしようとする学生ま

たはそのஂ体は、責任者１名を定め、その期日の５
日前までに学外講師টᡈڐՄ願（様式第26߸）を学
生支援センターに提出し、学生支援センター長のڐ
Մを得なければならない。

（学内掲示）
第30条　本学構内おいて、ҹ刷物等を掲示しようとする学生

またはそのஂ体は、その５日前までに学内掲示ڐՄ
願（様式第27߸）に当֘掲示物をఴえて学生支援セ
ンターに提出し、学生支援センター長のڐՄを受け
なければならない。

  ୈ　�　章　ॾ ׆ ಈ の ڐ Մ

　　２　前߲のڐՄを受けた掲示物には、学生支援センター
職員が掲示期間を明示したڐՄҹをԡҹする。

　　３　掲示物は責任者の氏名を明記の上、学生支援セン
ター長が指定した掲示൘に掲示しなければならない。

（掲示物のఫڈ）
第31条　学生またはそのஂ体は、前条第２߲の掲示期間を経

աした掲示物をちにఫڈしなければならない。
　　２　学生支援センター長は、掲示物が次の֤߸の一に֘

当するときは、当֘掲示物のఫڈを命じ、またはこ
れをఫڈすることができる。

　　　  （１）掲示期間を経աしたもの
Մを受けた内容と相違するものڐ（２）  　　　
Մҹをԡҹしていないものڐ（３）  　　　
　　　 （４）学生支援センター長が指定した場所以外に掲示

したもの
　　　  （５）その他学生支援センター長が不ద当と認めたもの

（ҹ刷物等の発行・布）
第32条　本学の内外において৽聞、ࢽࡶ、খ子、Ϗラ、ア

ンケート等（以下「ҹ刷物等」という。）を発行し、
布しようとする学生またはそのஂ体は、その５日
前までにҹ刷物等発行・布ڐՄ願（様式第28߸）
に当֘ҹ刷物等をఴえて学生支援センターに提出し、
学生支援センター長のڐՄを得なければならない。

　　２　学生支援センター長は、ҹ刷物等がҹ刷物等発行・
布ڐՄ願とともに提出されたものと相違するとき
には、発行または布の中ࢭを命ずることができる。

（ื金・物ൢച等）
第33条　本学の内外においてื金、ॺ名運動、物ൢച、そ

の他これらにྨする行為（以下「ื金等」という。）
をしようとする学生またはそのஂ体は、その５日前
までにื金・物ൢച等ڐՄ願（様式第29߸）を学
生支援センターに提出し、学生支援センター長のڐ
Մを得なければならない。

　　２　前߲のڐՄを得てื金等を行った学生またはそのஂ
体は、当֘ื金等の݁Ռを学生支援センター長に報
。しなければならないࠂ

　　３　学生支援センター長は、ื金等が強要等他人に
を及ぼす行為を伴うものであると認められるときは、
当֘ื金等の中ࢭを命ずることができる。

（施設、設උ等の用）
第34条　授業以外の目的で本学の施設を用しようとする学

生またはそのஂ体は、責任者１名を定め、その５日
前までに学内（外）活動ڐՄ願兼施設用ڐՄ願

（様式第25߸）を学生支援センターに提出し、学生
支援センター長のڐՄを受けなければならない。

　　２　学生のஂ体がその活動のために１年または半期の単
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位で長期間にわたって施設を用しようとする場合
には、前߲の規定にかかわらず、長期施設用ڐՄ
願（様式第30߸）を毎年度当初の学生支援センター
長が指定する日（以下「指定日」という。）までに
学生支援センターに提出して、学生支援センター長
のڐՄを受けなければならない。ただし、指定日以
߱年度్中において第23条に定める設立のڐՄを受
けたஂ体及び指定日以߱年度్中から৽たに施設を
用しようとするஂ体については、その都度学生支
援センター長が指定する日までに提出するものとす
る。

　　３　授業以外の目的で本学の設උまたはඋを用しよ
うとする学生またはそのஂ体は、あらかじめ設උ等
Մ願（様式第31߸）を総課に提出し、事ڐ用
長のڐՄを受けなければならない。

（用上の९क事߲）
第35条　前条のڐՄを得て本学の施設、設උまたはඋ（以

下「施設等」という。）を用する学生またはその
ஂ体は、次の事߲をकらなければならない。

用しないこと用目的以外にはՄを受けたڐ（１）
Մを受けた期間及び時間帯を厳कすることڐ（２）
（３）周ลのடংをཚさないこと
（４）施設等をᆝଛしないこと
（５）その他ڐՄに際して付された条݅及び理者

（施設については学生支援センター長、設උま
たはඋについては事長）の指示に従うこと

（Մの取ফڐ用）
第36条　理者は、施設等を用する学生またはそのஂ体が

次の֤߸の一に֘当するときは用のڐՄを取りফ
すことができる。

用願にِりがあったとき（１）
Մに際して付された条݅及び理者の指示にڐ（２）

違反したとき
（３）その他理者が定める施設等の理及び用に

関する定めに違反したとき
（ᆝଛ等の取ѻい）
第37条　学生またはそのஂ体は、施設等をᆝଛし、または滅

失したときは、ちにそのࢫを理者にಧけ出なけ
ればならない。

　　２　理者は、前߲の規定によるᆝଛまたは滅失が学生
またはそのஂ体のނ意またはա失によるものである
ときは、当֘学生またはそのஂ体をしてこれを原状
に回復させ、またはその修理もしくはิॆに要する
経අをෛ୲させるものとする。

（原状の回復）
第38条　学生またはそのஂ体は、用を終わったとき、また

は第36条の規定により用のڐՄを取りফされたと
きは、速やかに施設等を原状に回復するとともに、
学生またはそのஂ体がൖ入した物݅をఫڈしなけれ
ばならない。

（用終了のಧ出）
第39条　学生またはそのஂ体は、施設等の用を終了したと

きは、ちにそのࢫを理者にಧけ出て、当֘施設
等の点ݕを受けなければならない。

（றं場用のڐՄ）
第40条　自動ं（自動二輪ंをؚむ。）を利用して通学し、

本学の学生用றं場を用しようとする学生は、学
内றं場用ڐՄ願（様式第32߸）を学生支援セン
ターに提出し、学生支援センター長のڐՄを受けな
ければならない。

　　２　学生支援センター長は、学生支援センター長が別に
定めるڐՄ基४に基づき学内றं場の用をڐՄし、
。Մূを発行するڐ用Մした学生に学内றं場ڐ

　　３　第１߲のڐՄを受けた学生（以下「ڐՄ学生」とい
う。）のうち用する自動ंを変更した者は、自動
ं変更ಧ（様式第33߸）を学生支援センターに提出
しなければならない。

Մ学生のうち現ॅ所を変更し、変更後も学内றंڐ　４　　
場を用しようとする者は、あらかじめ学内றं場
度学生࠶、Մ願を学生支援センターに提出しڐ用
支援センター長のڐՄを受けなければならない。

　　５　本学は、றं場その他学内での交通事ނについては
一切の責任をෛわない。

（ҡ持協力අ）
第41条　ڐՄ学生は、毎年度４月の学生支援センター長が指

定する日までに学内றं場ҡ持協力අ（以下「ҡ持
協力අ」という。）10000円を別に定める方法で本
学にೲ付しなければならない。ただし、学生支援セ
ンター長が指定する日以߱年度్中においてڐՄを
受けた学生は、その都度学生支援センター長が定め
る日までにҡ持協力අをೲ付しなければならない。

　　２　ೲ付したҡ持協力අは、原則として返付しない。
（றं場用上の९क事߲）
第42条　ڐՄ学生は、学生支援センター長が別に定める学内

றं場用心得を९कしなければならない。
（றं場用ڐՄの取ফ）
第43条　学生支援センター長は、ڐՄ学生が次の֤߸の一に

֘当するときは、ڐՄを取りফすことができる。
Մ願にِりがあったときڐ用（１）
（２）ҡ持協力අを学生支援センター長が指定する日

までにೲ付しないとき
（３）学内றं場用心得または本学職員の指示に従

わないとき
（４）その他自動ं運転者として相応しくない行為が

あったと学生支援センター長が認めたとき
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（規程のվഇ）
第44条　この規程のվഇは、ධٞ会のٞを経て学長が行う。

附　則
　　　　この規程は、平成31年４月１日から施行する。

ʦ別　表ʧ（第３条、第１３条関係）
　　　　  ֤種ূ明書等交付ख数ྉ

証 明 書 等

学業成績証明書

卒業見込証明書

手 数 料

300円

英文手数料

1,000円

300円
健康診断証明書

（目　的）
第１条　この規程は、仁愛大学に在੶する学生のうち、特に

学業及び人物に༏れた学生に対して、世灯奨学金
（以下「奨学金」という。）をڅ付し、もって学生生
活の支援に資することを目的とする。

（奨学生の数及びڅ付ֹ）
第２条　奨学金をڅ付される者（以下「奨学生」という。）

の数及びڅ付ֹは、別に定める。
（申　）
第３条　奨学金を希望する者は、指定する期日までに世灯奨

学金申書（別紙様式１）に学業成ূ明書をఴ付
して学長に申するものとする。

（৹ࠪ及び決定）
第４条　奨学生は、学科長の推નに基づき、ධٞ会の৹ࠪを

経て、学長が࠾൱の決定を行う。
　　２　学長はબ考݁Ռを学園長に報ࠂする。

（通　知）
第５条　学長は、前条の規定により決定を行ったときは、そ

の݁Ռを奨学生બ考݁Ռ通知書（別紙様式２）によ
り通知するとともにࠂ示するものとする。

（奨学金のڅ付）
第６条　奨学生は、指定された期日までに次の֤߸に掲げる

書ྨを提出しなければならない。
　　　  （１）約書（別紙様式３）
　　　  （２）奨学金ৼࠐ口࠲ಧ（別紙様式４）

（奨学金のڅ付方法）
第７条　奨学金は、前条のखଓき完了後、すみやかに奨学生

の༬金口࠲にৼࠐむものとする。
（運　用）
第８条　奨学金制度の運用に関するඞ要事߲は、別に定める。

（事の所）
第̕条　奨学金に関する事は、学生支援センター学課が

行う。ただし、څ付に関する事は事ہ経理課が
行う。

（規程のվഇ）
第10条　この規程のվഇは、ධٞ会のٞを経て学長が行う。

附　則
　　　　この規程は、ྩ和元年５月１日から施行する。

（目　的）
第１条　この内規は、世灯奨学金（以下「奨学金」という。）

規程第８条に基づき、奨学金制度の運用に関しඞ要
な事߲を定めることを目的とする。

ੈ౮学ۚنఔ

【ੈ౮学ۚن】
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（目　的）
第１条　この規程は、仁愛大学に在੶する学生または学生ஂ

体が、スϙーπ活動、文化活動、特色ある活動等
（以下「課外活動等」という。）の֤分野においてल
でた成Ռを残した場合において、課外活動等奨学金

（以下「奨学金」という。）をڅ付し、もって学生生
活の支援に資することを目的とする。

（付ֹڅ）
第２条　奨学金のڅ付ֹは、別に定める。

（申　）
第３条　奨学金を希望する者は、課外活動等奨学金申書

（別紙様式１）により、ূ明書ྨをఴ付して学生支
援センター長に申するものとする。

（決　定）
第４条　決定は、学生支援センター長の推નに基づきධٞ会

の৹ࠪを経て学長が行う。
（支　څ）
第５条　学長は、前条の規定により決定を行ったときは、奨

学金を支څするとともにࠂ示する。
（取ফし）
第６条　奨学金の申内容に不正事実が認められたときは、

。付したֹを返ؐさせるڅ
（運　用）
第７条　奨学金制度の運用に関するඞ要事߲は、別に定める。

（事の所）
第８条　奨学金に関する事は、学生支援センター学課が

行う。ただし、څ付に関する事は事ہ経理課が
行う。

（規程のվഇ）
第̕条　この規程のվഇは、ධٞ会のٞを経て学長が行う。

附　則
　　　　この規程は、ྩ和元年５月１日から施行する。
　　

（目　的）
第１条　この内規は、課外活動等奨学金（以下「奨学金」と

いう。）規程第７条に基づき、奨学金制度の運用に
関しඞ要な事߲を定めることを目的とする。

（付　څ）
第２条　奨学金は、以下の֤分野においてलでた成Ռを残し

た学生または学生ஂ体に対してڅ付する。
（１）スϙーπ活動等において特にݦ著な成を修め

た個人またはஂ体

՝֎׆ಈ学ۚنఔ

【՝֎׆ಈ学ۚن】

（奨学生の数）
第２条　奨学金をڅ付される者（以下「奨学生」という。）

は、３年次に在੶する者の中で、学業成及び人
物が極めて༏लな者とし、その数は原則として毎
年８名以内（内訳は心理学科２名以内、コミュニ
ケーション学科２名以内、健康栄養学科２名以内、
子ども教育学科は２名以内。）とする。

（付ֹڅ）
第３条　奨学金のڅ付ֹは250000円とし、６月に全ֹを支

。するڅ
（申　）
第４条　奨学金の申は毎年４月の指定した期間とする。

（৹ࠪ及び決定）
第５条　学科長は申者の中から前年度までの学業成と人

物等を総合的にධ価し、毎年５月末日までに学科会
ٞのٞを経て推ન者をબ出し、ධٞ会にࢾるものと
する。

　　２　学業成の基४については、２年間の修得単位数が
80単位以上の者かつ通ࢉの(1"値が3�3以上の者と
する。

（奨学生資格の取ফし）
第６条　奨学生が学則第57条の規定に基づき戒されたとき

は、その資格を取ফし、څ付したֹを返ؐさせる。

附　則　
　　　　この内規は、平成30年４月１日から施行する。
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（目的）
第１条　この規程は、仁愛大学及び仁愛大学大学院の応急奨

学金（以下「奨学金」という。）に関し、ඞ要な事
߲を定める。

（奨学生の資格）
第２条　次の֤߸の理༝により著しく修学が困難となった者

で、学業成が༏लであり、修学ܧଓの意思が強ݻ
と認められる学生に対し、学生生活を援ॿするため
に奨学金として第３条に定めるֹをڅ付するものと
する。ୠし、社会人入学生及び社会人ฤ入学ࢼ験に
よるฤ入学生ならびに外国人留学生を除く。

（１）主たる学資ෛ୲者が死し、もしくは࣬පによ
り学資ෛ୲が困難となった場合

（２）主たる学資ෛ୲者が風ਫ・火ࡂなどのࡂに
より学資ෛ୲が困難となった場合

（３）その他特別な理༝により、この奨学金の対象と
することが特にඞ要であると学長が認める場
合

（付ֹڅ）
第３条　奨学金のڅ付ֹは申のあった学期の授業ྉ及び教

育ॆ実අの２分の１のֹとする。
（申　）
第４条　奨学金を希望する者は、指定する期日までに次の表

に定める提出すべき書ྨをఴえて、学長に提出しな
ければならない。なお、在学中に申できる回数は
１回とする。

（৹ࠪ及び決定）
第５条　前条により希望者から申書の提出があった場合、

ධٞ会の৹ࠪを経て学長が࠾൱の決定を行う。
　　２　৹ࠪにあたっては希望者の事情にྀするものとし、

ඞ要あるときは当֘学生から説明を聴取できるもの
とする。

（通　知）
第６条　学長は、前条第１߲の規定により決定を行ったとき

は、奨学生બ考݁Ռ通知書（別紙様式２）により、
その݁Ռを通知するものとする。

Ԡٸ学ۚنఔ

書　類

応急奨学金申請書 本学所定用紙（別紙様式１）

摘　　要

所得証明書 所得のある家族全員分（市町村発行）

特別の事情を証明
する書類
（いずれか１通）

○学資負担者が死亡したことを証する書類
○学資負担者の疾病を証する医師の診断書
○学資負担者が災害を受けたことを証する書類
○その他学長が必要と認める書類

事　例

①
県大会または
北陸地区大会1位

②
中部、関西、北信越
大会上位入賞

③
全国大会上位入賞

給付額

団体   30,000円
個人   10,000円

団体   50,000円
個人   20,000円

団体 300,000円
個人 100,000円

備　考

○新人大会､数校
間で行う対抗
試合､および個
人が本学以外
から選ばれて
出場する場合
は除く。

○表中②③の上
位入賞につい
ては、その都
度協議する。

○個人が本学以
外から選ばれ
て出場する場
合は除く。

○表中②③の上
位入賞につい
ては、その都
度協議する。

事　例

①
県大会または
北陸地区大会1位

②
中部、関西、北信越
大会上位入賞

③
全国大会上位入賞

給付額

団体   30,000円
個人   10,000円

団体   50,000円
個人   20,000円

団体 300,000円
個人 100,000円

備　考

（２）文化活動等において特にݦ著な成を修めた個
人またはஂ体

（３）社会ไ活動等が特にݦ著であった個人または
ஂ体

（４）その他、特色ある個人活動を展開し、その実
とক来性がある者

（付ֹڅ）
第３条　奨学金のڅ付ֹは、下記の基४によるものとする。

（１）前条第1߸については次のとおりとする。

（２）前条第2߸については、次のとおりとする。

（３）前条第3߸及び第4߸に係る奨学金のڅ付ֹにつ
いてはその都度協ٞする。

（内規のվഇ）
第４条　この内規のվഇは、ධٞ会のٞを経て学長が行う。

附　則　
　　　　この内規は平成26年9月16日から施行する。
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（目　的）
第１条　この規程は、仁愛大学附属図書館規程第６条に基づ

き、仁愛大学附属図書館（以下「図書館」という。）
の利用について定める。

（利用資格）
第２条　図書館を利用できる者は、次のとおりとする。

（１）教員
（２）職員
（３）学部学生
（４）大学院生
（５）元教職員
（６）卒業生
（７）その他図書館長（以下「館長」という。）がڐ

Մした者
（開館時間）
第３条　図書館の開館時間は、次のとおりとする。
　　　  （１）平　日　̕時から21時30分まで
　　　  （２）༵日　̕時から18時30分まで
　　２　館長は、ඞ要に応じて開館時間を変更することがで

きる。
（休館日）
第４条　休館日は、次のとおりとする。
　　　  （１）日༵日
　　　  （２）国ຽのॕ日に関する法に規定する休日
　　　  （３）12月29日からཌ年１月３日までの日
　　　　　（前߸に掲げる日を除く。）
　　　  （４）前3߸以外の本学休業日のうち館長が定める日
　　２　前߲に定めるもののほか、館長はඞ要に応じて臨時

に休館日を定めることができる。
（館内利用）
第５条　利用者は、館内開Սの資ྉについては自༝に利用す

ることができる。
　　２　書ݿ内所ଂの資ྉは、所定のखଓきにより利用する

ことができる。
（館外ି出）
第６条　第２条に定める利用者は、次の֤߸により館外ି出

を受けることができる。
　　　  （１）図書については、次のとおりとする。
　　　　　　  ア　教　員　　　　　　　
以内　　期間ɿ30日以内数ɿ20　　  　　　　　　
　　　　　　  イ　職　員　　　　　　　
以内　　期間ɿ14日以内数ɿ５　　  　　　　　　
　　　　　　  ウ　学部学生１ʙ３年生　
以内　　期間ɿ14日以内数ɿ５　　  　　　　　　
　　　　　　  エ　学部学生４年生　　　
以内　　期間ɿ14日以内数ɿ10　　  　　　　　　

ෟଐਤॻؗར༻نఔ
（奨学金のڅ付）
第７条　前条により奨学金をڅ付されることとなった者（以

下「奨学生」という。）は、指定された期日までに
次の֤߸に掲げる書ྨを提出しなければならない。

　　　 （１）約書（別紙様式３）
　　　 （２）奨学金ৼࠐ口࠲ಧ（別紙様式４）

（奨学金のڅ付方法）
第８条　奨学金は、前条のखଓき完了後、すみやかに奨学生

の༬金口࠲にৼࠐむものとする。
（奨学生資格の取ফし）
第̕条　奨学金の申内容に不正事実がみとめられときは、

その資格を取ফすとともに、څ付したֹを徴収する。
（奨学生への教育ローン援ॿ）
第10条　奨学生が、学ೲ金をೲ付するために金༥機関の取り

ѻう教育ローンを利用した場合は、在学中の利子分
を残存する在学期間に応じڅ付する。څ付ֹは、教
育ローンの利子のうち年利相当ֹ（年間上限50000
円）とする。

（事の所）
第11条　奨学金に関する事は、学生支援センター学課が

行う。ただし、څ付に関する事は事ہ経理課が
行う。

（規程のվഇ）
第12条　この規程のվഇは、ධٞ会のٞを経て学長が行う。

附　則
　　　　この規程は、ྩ和元年５月１日から施行する。
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　　　　　　  オ　大学院生　　　　　　
以内　　期間ɿ30日以内数ɿ10　　  　　　　　　
　　　　　　  Χ　元教職員・卒業生・その他館長がڐՄし
　　　　　　　　  た者　　　　　　　　
以内　　期間ɿ14日以内数ɿ５　　  　　　　　　
　　　  （２）図書以外の資ྉの帯出については、館長が別
　　　　　　  に定める。
　　　  （３）研究අによるߪ入資ྉの館外ି出については、

館長が別に定める。
　　２　第２条第４߸に規定する者に対するି出については、

館長が別に定める。
　　３　次に掲げる資ྉは、館長がඞ要と認める場合以外に

は、館外ି出を行わない。
重図書و（１）  　　　
　　　  （２）参考図書（ࣙ書、事典等）
　　　  （３）合本した学ज़ࢽࡶ
　　　  （４）৽　　聞（ॖ刷൛をؚむ）
　　　  （５）その他館長が指定した資ྉ
　　４　帯出した資ྉは、期限内に返٫しなければならない。
　　５　帯出した資ྉは、転ିしてはならない。
　　６　館長は、ඞ要に応じて次のことができる。
　　　  （１）ି出資ྉの増ݮ
　　　  （２）ି出期間の延長または短ॖ
　　　  （３）ି出資ྉの返٫求

（ϨフΝϨンスサーϏス）
第７条　利用者は、次のϨフΝϨンスサーϏスを依頼するこ

とができる。
　　　  （１）資ྉ及び文献のࡧݕ
　　　  （２）学ज़情報の提供
　　　  （３）その他図書館の利用に関すること。

（֤種機ثの利用）
第８条　情報関連機ث、視聴覚機ث及びその他の機ثについ

ては、所定のखଓきにより利用することができる。
（文献ෳ写）
第̕条　資ྉ等のෳ写は、所定のखଓきにより行うことがで

きる。ただし、次のものは、ෳ写することができな
い。

　　　  （１）著作権法に৮するもの。
　　　  （２）館長が不ద当と認めたもの。

（相互利用）
第10条　利用者は、他大学図書館等の利用について、館長に

Ѻટを依頼することができる。
　　２　館長は、他図書館等から利用の申しࠐみがあったと

きは、本学の教育及び研究に支োのないൣ囲におい
てこれに応ずることができる。

　　３　図書の他大学図書館等との相互ିआについては、館
長が別に定める。

（他大学図書館等への文献ෳ写依頼）
第11条　利用者は、他大学図書館等への文献ෳ写の申しࠐみ

を依頼することができる。
　　２　前߲のखଓきに要する経අは利用者のෛ୲とする。

（館内規）
第12条　入館者は、次のことをकらなければならない。

（１）静ॗをอつこと。
（２）ҿ৯及び٤Ԏをしないこと。
（３）資ྉ及び֤種機ث、ならびに施設、設උ等をԚ

ଛ、ଛ傷しないこと。
（４）他の入館者のになるような行為をしないこ

と。
（５）図書館職員の指示に従うこと。 

（ห　ঈ）
第13条　利用中の資ྉ・機ثをฆ失、ᆝଛまたはԚଛした場

合は、หঈしなければならない。
（利用の制限またはఀࢭ）
第14条　館長は、この規程に違反した者に対し、図書館の利

用を制限またはఀࢭすることができる。
（規程の運用）
第15条　この規程の運用に関しඞ要な事߲は、館長が定める。

（規程のվഇ）
第16条　この規程のվഇは、ධٞ会のٞを経て学長が行う。

附　則
　　　　この規程は、平成29年５月２日から施行する。
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（झ　ࢫ）
第１条　仁愛大学世灯館における部室の利用については、当

分の間、この規程の定めるところによる。
（理運営）
第２条　世灯館の理運営の責は、学生支援センター長及

び事長がこれをෛう。
　　２　世灯館の理運営に関する基本的な事߲については、

学生生活ҕ員会において৹ٞする。
（用資格）
第３条　世灯館の部室を用できるものは、課外活動を目的

とし、学生生活規程 第23条により設立された本学
学生のஂ体及び学༑会とする。

（用時間）
第４条　世灯館の用時間は、平日は７時30分から20時まで、

༵日は７時30分から18時までとする。
（用できない日）
第５条　次に掲げる日は、世灯館を用できない日とする。

ただし、学生支援センター長が特別にڐՄを与えた
場合は、この限りでない。

　　　  （１）日༵日
　　　  （２）国ຽのॕ日に関する法に規定する休日
　　　  （３）８月12日から８月16日
　　　  （４）12月28日からཌ年の１月４日まで

（部室の用）
第６条　世灯館の部室を用しようとする学生のஂ体責任者

は、長期施設用ڐՄ願を毎年度当初の学生支援セ
ンター長が指定する日までに学生支援センターに提
出して、学生支援センター長のڐՄを受けなければ
ならない。

　　２　学生生活規程 第34条から第39条までの規程は、世
灯館の部室の用について४用する。

　　３　部室内のඋ等を破ଛした場合は、原則として、当
。用者が復帰に要するඅ用をෛ୲するものとする֘

（用期限）
第７条　世灯館の部室の用期限は、ڐՄを受けた日からཌ

年の3月末日までとする。ただし、次条に違反したと
きは、学生支援センター長は当֘用者の部室の
用をఀࢭ、または用ڐՄを取りফすことができる。

（行為ࢭې）
第８条　世灯館の部室においては、次の֤߸に掲げる行為を

してはならない。
（１）健全な課外活動以外の目的のための用
（２）部室の施設または設උの原状の変更
（３）当֘用者以外の者への転ି
（４）火ࡂ・ര発またはΨス中ಟ等のおそれのあるث

具・物の持ちࠐみ

ੈ౮ؗ ෦ࣨར༻نఔ
（５）部室内でのҿञ及び٤Ԏ
（６）他の用者のとなる全ての行為

附　則
　　　　この規程は、平成27年４月１日から施行する。

１ɽ用できる時間は以下のとおり。

２ɽ空室時にはඞず施ৣし、و重は֤自が責任を持って
理すること。

３ɽ常に理・Ӵ生อ持にめること。また、窓Ψラス
をுり紙等で෴わないこと。

４ɽ原則として学外者の立ち入りをࢭېする。
５ɽその他用については「仁愛大学 世灯館 部屋利用規

程」を९कすること。

平　日

土　曜

７時30分から20時

７時30分から18時

【ੈ౮ؗ ༻৺ಘ】
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にট集の日時、場所及びٞ題を付して公示する。た
だし、ۓ急の場合はこの限りではない。

第10条　総会は全会員の１�２以上の出੮をもって成立する。
ただし、ҕ任状をؚむ。

　　２　総会のٞ決は出੮者のա半数の同意をもって成立す
る。

第11条　総会のٞ長は、運営ҕ員会よりબ出する。
第12条　総会では次の事߲を৹ٞし決ٞする。
　　　  （１）事業ܭը
　　　  （２）༧ࢉ及び決ࢉのঝ認
　　　  （３）会則のվ正
　　　  （４）その他重要事߲

第13条　ࣥ行部会は、本会の事及び歳入・歳出༧ࢉ、その
他総会のٞ決にもとづく事ならびに一ൠ業の運
営を円にࣥ行する機関である。

　　２　ࣥ行部会には次の役員をおく。
　　　  （１）会長１名
　　　  （２）෭会長１名
　　　  （３）書記２名
　　　  （４）会２ܭ名
報２名（５）  　　　
　　　  （６）文化部会会長１名
　　　  （７）体育部会会長１名
第14条　役員（文化部会会長・体育部会会長を除く）は、全

会員のબ挙によってબ出する。
第15条　役員の任は次のとおりとする。

（１）会長は、本会を代表し、会を統ׅする。
（２）෭会長は、会長をิࠤし、会長に事ނがあると

きはその職を代行する。
（３）書記は本会のॸについて責任をෛい、ॾ活動

の記をとる。
（４）会ܭは本会の会ܭを୲当する。
報を報は本会の活動に関する情報の理と（５）

୲当する。
第16条　役員の任期は４月１日より３月31日までの１年間と

する。ただし、任期్中でվબのあった場合の任期
は、前任者の残任期間とする。

第17条　ࣥ行部会の会長は、会長がこれに当たり、毎月１回
以上ট集する。ただし、会長がඞ要と認めた場合、
または役員の１�３以上の要求がある場合は臨時に
これをট集することができる。

第１条　本会は仁愛大学学༑会「世灯会」（以下「本会」と
いう）と称し、本部を仁愛大学（以下「本学」とい
う）内におく。

第２条　本会は会員相互の自治協力により、֤自の教養の向
上にめ、本学教職員との協力のもとに健全でຽ主
的な学生生活を築き、本学の教育理念の具現に寄与
することを目的とする。

第３条　本会は前条の目的を遂行するために次の活動を行
う。

　　　  （１）課外教育活動のৼ興
　　　  （２）学生生活向上のためのॾ活動
　　　  （３）世灯ࡇのاը・運営
　　　  （４）全学的なボランςΟア活動のاը・運営
　　　  （５）৽入生迎会等の学内行事の開࠵
　　　  （６）その他本会の目的に資する活動
第４条　本会は本学に在੶する学部学生を会員とする。
第５条　本会に学長の任命するސをおく。ސは学生総会、

運営ҕ員会等にྻ੮し、世灯会の円な運営をܭる。
第６条　本会は第２条の目的を遂行するために次の機関をおく。
　　　  （１）学生総会
　　　  （２）ࣥ行部会
　　　  （３）運営ҕ員会
　　　  （４）ࠪҕ員会
　　　  （５）બ挙理ҕ員会
　　　  （６）公認ஂ体
　　　  （７）世灯ࡇ実行ҕ員会
　　　  （８）特別ҕ員会

第７条　学生総会（以下「総会」という）は、本会の最高ٞ
決機関である。

第８条　総会は世灯会会長（以下「会長」という）がট集し、
年１回開࠵する。ただし、次の場合には、臨時総会
を開くことができる。

（１）全会員の１�３以上の連名による要求があった
場合

（２）ࣥ行部会がඞ要と認めた場合
（３）運営ҕ員会がඞ要と認めた場合
（４）ࠪҕ員会がඞ要と認めた場合

第̕条　総会のট集は、開会の日前７日までに所定の掲示場

  ୈ　�　章　ࣥ  ߦ  ෦  会

  ୈ　2　章　学  ੜ  ૯  会

  ୈ　�　章　ӡ Ӧ ҕ һ 会

  ୈ　1　章　૯　ଇ

ੈ౮会 会ଇ
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第18条　運営ҕ員会は、学生総会に次ぐ৹ࠪ・ٞ決機関で、
本会の運営に関するॾاըをなし、決ٞ事߲をࣥ行
する。

第19条　運営ҕ員会は、֤学年・学科よりબ出された８名の
ҕ員と文化部会෭会長及び体育部会෭会長をもって
構成する。

第20条　運営ҕ員会は、ҕ員の２�３以上の出੮をもって成
立し、そのٞ決は出੮者のա半数の同意をもって成
立する。

第21条　運営ҕ員会は、会長がこれをট集し、年２回の開࠵
することを原則とする。ただし会長がඞ要と認めた
場合、または役員の1�３以上の要求があった場合は、
臨時にこれをট集することができる。

第22条　ࠪҕ員会は、本会全ൠにわたってࠪを行う。
第23条　ࠪҕ員は、運営ҕ員会によりબ出された２名を

もって構成し、ҕ員長を互બする。
第24条　ࠪҕ員会は、本会の一ൠ会ܭ、උ及び記を

ࠪする。また、ࠪは、毎年１回以上行うものとす
る。なお、本会はその一部について本学学生支援セ
ンターに、ҕすることができる。

第25条　બ挙理ҕ員会は、本会の役員બ挙に関する事を
行う。なお、本会はその事の一部について本学学
生支援センターにҕすることができる。

第26条　બ挙理ҕ員会は、બ挙運動及びථに関する規定
を作り、બ挙を実施する。

第27条　બ挙理ҕ員会は運営ҕ員会よりબ出された３名を
もって構成し、ҕ員会を互બする。

　　２　બ挙理ҕ員はその任期中ඃબ挙権を有しない。

第28条　本会の会員は、બ挙権及びඃબ挙権を有する。
第29条　立ީิしようとする者は会員20名以上の推નを受け

なければならない。
　　２　立ީิ者は、推ન責任者１名を明記し、立ީิಧを

બ挙理ҕ員会に提出しなければならない。
第30条　બ挙運動はԋ説会、Ϗラ、ϙスター、立ࡳ൘に

よって行うものとする。
　　２　બ挙運動の期間はථの前日までとする。
　　３　બ挙理ҕ員は一切のબ挙運動をしてはならない。

  ୈ　�　章　 ࠪ ҕ һ 会

  ୈ　�　章　બڍ理ҕһ会

  ୈ　�　章　બ　ڍ

第31条　બ挙の公示、立ީิのక切日等はબ挙理ҕ員会が
定める。

第32条　ථはબ挙理ҕ員会の理のもとにҕ員会の定め
る期間、場所において行う。

　　２　ථは無記名、連記制による一人一ථとする。
　　３　ථ用紙はબ挙理ҕ員会指定のものを用いる。
　　４　本人以外のථを認めない。
第33条　開ථはબ挙理ҕ員会の理のもとにҕ員会の定め

る日時、場所において行う。
　　２　ީิ者氏名の判அできないもの、不要事߲を記入し

たもの及び定められたථ方法に違反したものは無
ޮථとする。

　　３　有ޮථ数の最多数を得た者からॱに役員定数にୡ
するまでを当બとする。なお役職は当બ者の互બと
する。

　　４　開ථ݁Ռは公示するとともに、役員を学長に報ࠂす
るものとする。

第34条　બ挙理ҕ員会は、立ީิ者不正行動を行ったとき
は、立ީิを取りফすことができる。

第35条　役員にܽ員が生じたときは、ちにิܽબ挙を行う。
ただし、その期のܽ点者をもってิܽબ挙に代える
ことができる。

第36条　第29条において、立ީิ者数が役員定数の場合は、
信任ථをし、ա半数の信任ථをもって信任される。
また、立ީิ者数が役員定数にຬたない場合は前役
員の推નする者をもってこれをิったうえで信任
ථを行う。

　　２　信任ථにあたってのඞ要な事߲は、બ挙理ҕ員
会が定める。

第37条　会員相互の親ກを深め、責任ある自主行動を行うた
め、本会に教養、झ味、特ٕ等を同じくする課外活
動を行うためのஂ体を݁成することができる。

第38条　本会の公認ஂ体は「同会」と「部」とする。
　　２  「同会」を設立しようとする場合には、５名以上

の会員をもって学生生活規程第23条に基づき、ஂ体
݁成を願い出て学生支援センター長のڐՄを受けな
ければならない。

　　３　同会としての活動がݦ著な場合は、ࠪݕの上
「部」にঢ格することができる。

第39条　ஂ体には本学教職員のސをおく。
　　２　֤ஂ体には、正෭の部長、会ܭ、その他の係をおく

ものとする。
第40条　課外活動を円にするために、ஂ体の代表者により

部長会を構成する。
　　２　部長会は、文化ஂܥ体による文化部会及び体育ஂܥ

体による体育部会からなり、それぞれ正、෭会長を

  ୈ　�　章　ެ　ೝ　ஂ　ମ
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બ出する。
　　３　文化部会会長及び体育部会会長は、ࣥ行部の構成員

となり、部長会の運営、ࣥ行部とஂ体相互間の連བྷ
及び円化につとめる。

第41条　ஂ体は、年度当初に構成名ならびに活動ܭըをࣥ
行部に提出しなければならない。

第42条　ஂ体は、年度当初に前年度決ࢉ報ࠂならびに৽年度
༧ࢉ申書をࣥ行部に提出しなければならない。

第43条　ஂ体活動にඞ要な経අの一部は、本会より分する。
　　　  

第44条　本会の会員は会අ、入会金をෛ୲する義を有する。
第45条　本会の会අは次のとおりとする。
　　　 （１）入会金　 3000円
　　　 （２）年会අ  10000円
　　２　前߲のೲ入は、入会金は入学時に、年会අは前期の

授業とともにೲ入するものとする。
第46条　本会は会ܭの出ೲ、現金อに関する事を一部本

学学生支援センターにҕすることができる。
第47条　本会の会ܭ年度は１月１日より12月31日までとする。
　　２　ࣥ行部会は１月１日から４月はじめまでは、次年度

の学༑会収入の規を༧想して定༧ࢉを組み、ඞ
要な活動を行うことができる。

第48条　本会の決ࢉは、ࠪҕ員会のࠪを経て、総会に提
出しなければならない。

第49条　本会の会則をվ正またはഇࢭする場合には、総会に
おいて出੮者の２�３以上のࢍ成をඞ要とする。

附　則
　　　　この規程は平成27年４月１日から施行する。

  ୈ　�　章　会　ܭ

  ୈ  1�  章　会 ଇ の վ 正

（名　称）
第１条　本会は、仁愛大学同窓会「世灯会」（以下「本会」

という）と称する。
（目　的）
第２条　本会は、会員相互の親ກをްくし、会員の社会活動

のॿ長、福祉の向上を図り、あわせて、仁愛大学の
発展に寄与することを目的とする。

（事　業）
第３条　本会は、前条の目的をୡ成するため次の事業をおこ

なう。
　　　 （１）会員相互の連བྷ・親ກを図るための事業
　　　 （２）会報の発行ฒびに会員名のඋ
　　　 （３）その他本会の目的をୡ成するためにඞ要な事業

（事ہ）
第４条　本会の事ہは仁愛大学内に置き、ඞ要に応じ支部

を置くことができる。
　　２　事ہは、本会のॸ及び会ܭ事を掌する。
　　３　事ہは、仁愛大学卒業生で、なおかつ仁愛学園職

員を中心として組৫する。
（会　員）
第５条　本会の会員は、正会員及び特別会員とする。
　　　 （１）正  会  員　ᶃ仁愛大学卒業生
　　　　　　　　　　　ᶄ仁愛大学大学院修了生
　　　　　　　　　　　ᶅその他上記に४ずる者で、
　　　　　　　　　　　　総会のঝ認を得た者
　　　 （２）特別会員　仁愛大学の教職員及びچ教職員

（名誉会長）
第６条　本会に名誉会長を置く。名誉会長は学校法人福井仁

愛学園 学園長を推ଷする。
（　ސ）
第７条　本会にސを置く。ސは学長及び෭学長を推挙す

る。
（役　員）
第８条　本会には、次の役員を置く。
　　　 （１）会　長　   １名
　　　 （２）෭会長　   ２名
　　　 （３）理　事　２̌名以内
　　　 （４）　事　   ２名
　　２　会長及び෭会長は、役員会において正会員の中より

推挙し、総会の決ٞによりબ出する。
　　３　理事は、役員会において正会員の中からબ出し、総

会のঝ認をうける。
　　４　事は、役員会において正会員の中からબ出し、総
　　　　会のঝ認をうける。
　　５　役員の任期は２年とし、࠶任をげない。

ಉ૭会 会ଇ
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（役員の任）
第̕条　役員の任は次のとおりとする。

（１）会長は、本会を代表して会を総ׅする。
（２）෭会長は、会長をิࠤし、会長の事ނあると 

きは会長の職を代行する。
（３）理事は、本会事業の運営にあたる。
（４）事は、会ܭ経理をࠪする。

（役員会）
第10条　本会を運営するため、会長・෭会長・理事をもって

役員会を組৫する。
　　　　なお大学がબ任する教職員एׯ名が役員会に出੮す

ることができる。
　　２　役員会はඞ要に応じ、本会事業に関するॾൠの事߲

を৹ٞする。
　　３　役員会は構成員の２分の１以上の出੮がなければ開

くことができない。ただし、やむを得ない事情によ
り出੮できない場合には、あらかじめҕ任状をٞ長
に提出することにより出੮に代えることができる。

　　４　役員会のٞ決は出੮者のա半数により決し、Մ൱同
数の場合はٞ長の決するところによる。

（ධٞ員）
第11条　ධٞ員は֤卒業年度正会員の中から在学時の学科ご

とにબ出する。
（総　会）
第12条　会長は毎年１回総会を開き、事業ܭըならびに༧ࢉ、

決ࢉ、その他の重要事߲を৹ٞする。ୠし、ඞ要に
応じ臨時に開࠵することができる。総会はධٞ員を
もって組৫することができる。

（会　ܭ）
第13条　本会の経අは、会අ、寄付金その他の収入をもって

あてる。
　　２　正会員の会අは次のとおりとする。
　　　 （１）終身会අ　25000円
　　３　大学院生で、既に終身会අをೲ入している場合は二

重にೲ入しないものとする。
　　４　本会の会ܭ年度は、毎年４月１日からཌ年3月31日

までとする。
（会අの徴収）
第14条　会අの徴収は、次の時期に一ׅೲ入するものとする。

ୠし、退学等が生じた場合は、会අを返ؐする。
　　　  （１）学部生は在学中の４年次後期
　　　  （２）大学院生は在学中の２年次後期

附　則
　　１　この会則は、平成16年７月27日に制定し、平成17年

４月１日から施行する。
　　２　平成18年10月15日վ正　
　　３　平成22年12月25日վ正　
　　４　平成25年10月27日վ正　

（目　的）
第１条　この規程は、仁愛大学に在੶する学生または学生ஂ

体が、スϙーπ活動、もしくは文化活動の֤分野に
おいて、लでた成Ռを残した場合において、同窓会 
学生スϙーπ・文化活動奨ྭ金（以下「奨ྭ金」と
いう。）をڅ付し、学生生活の支援に資することを
目的とする。

（付ֹڅ）
第２条　奨ྭ金のڅ付ֹは、別に定める。

（申　）
第３条　奨ྭ金を希望する者は、「同窓会 学生スϙーπ・文

化活動奨ྭ金申願（別్様式１）」に、受・大
会成の記等ূ明書ྨをఴえて、同窓会事ہに
申するものとする。

（決　定）
第４条　決定は、同窓会役員会の৹ٞを経て同窓会長が行う。

（支　څ）
第５条　同窓会長は、前条の規定により決定を行ったときは、

奨ྭ金を支څするとともにࠂ示する。
（取ফし）
第６条　奨ྭ金の申内容に不正事実が認められたときは、

。付したֹを返ؐさせるڅ
（運　用）
第７条　この奨ྭ金制度の運用に関するඞ要事߲は、別に定

める。
（事の所）
第８条　奨ྭ金に関する事は、同窓会事ہが行う。

（規程のվഇ）
第̕条　この規程のվഇは、奨ྭ金に関する事は、総会の

ٞを経て同窓会長が行う。

附　則
　　１　この規程はŊ平成28年４月１日から施行する。

ಉ૭会 学ੜスϙーπ・จԽ׆ಈ
ྭۚنఔ
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（目　的）
第１条　この内規は、同窓会 学生スϙーπ・文化活動奨ྭ

金規程第７条に基づき、奨ྭ金制度の運用に関しඞ
要な事߲を定めることを目的とする。

（付　څ）
第２条　奨ྭ金は以下の֤分野においてलでた成Ռを残した

学生または学生ஂ体に対してڅ付する。 
（１）スϙーπ活動において特にݦ著な成をあげた

個人またはஂ体
（２）文化活動において特にݦ著な成をあげた個人

またはஂ体
（付ֹڅ）
第３条　奨ྭ金のڅ付ֹは、֓ね下記の基४によるものとす

る。
ʲڅ付金ֹʳ

　（注）奨ྭ金は上位の成に基づいて支څするものであり、
下位の成とは合ࢉしない。

（内規のվഇ）
第４条　この内規のվഇは、役員会のٞを経て同窓会長が行

う。

附　則
　　１　この内規はŊ平成28年４月１日から施行する。

ಉ૭会 学ੜスϙーπ・จԽ׆ಈ
ྭۚن
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支給対象

団　体

個　人

100,000円

70,000円

50,000円

30,000円

20,000円

10,000円

50,000円

40,000円

30,000円

20,000円

10,000円

5,000円

支給金額成績・記録

優　勝（金賞）

準優勝（銀賞）

３　位（銅賞）

優　勝（金賞）

準優勝（銀賞）

３　位（銅賞）

優　勝（最優秀賞）

準優勝

３　位（優秀賞）

優　勝（最優秀賞）

準優勝

３　位（優秀賞）

大会規模

全　国

北信越

全　国

北信越
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大学組৫図

教員名・研究室一ཡ

学内Ҋ内図

キャンパス全体図

エリアマッϓ
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学
長
補
佐
室

臨床心理学専攻大学院・人間学研究科

学
　
長

副
学
長

学
校
法
人  

福
井
仁
愛
学
園

仁
　
愛
　
大
　
学

人間生活学部

健康栄養学科

子ども教育学科

情報資源センター

附 属 図 書 館

情報ネットワーク管理室

附属心理臨床センター

英語教育センター

宗教教育研究センター

自己点検評価室

地域共創センター

キャリア支援センター

入学・広報センター

事 　 務 　 局
総 　 務 　 課

経 　 理 　 課

心　理　学　科

コミュニケーション学科

人　間　学　部

学 生 相 談 室

学生支援センター 保 健 管 理 室

学 　 務 　 課

Ｉ
Ｒ
推
進
室

大 学  ৫ ਤ

大学組織図
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教員研究室一覧

Ұཡࣨڀݚ・һ名ڭ

教　　 員　　 名 研究室

岸　　　愼　治 Ｇ210教　授

教　授 佐　藤　裕　保 Ｇ221

教　授 池　田　涼　子 Ｇ311

教　授 浦　本　裕　美 G214

教　授 尼　子　克　己 Ｇ220

山　本　浩　範 Ｇ211教　授

Ｇ113

准教授 佐　藤　真　実 Ｇ310

野　村　卓　正 Ｇ212准教授

阿　部　喜代子 Ｇ217准教授

石　黒　真理子 Ｇ309講　師

長　岡　純　子 Ｇ215講　師

教　授 鳴　瀨 　　碧 Ｇ219

細　田　耕　平 Ｇ320講　師

助　手

井　上　友　貴
内　田　千　聖
辻　　　美由貴
寺　田　佳　織
中　村　百　花

教　　 員　　 名 研究室

教　授 石　川　昭　義 G317

教　授 野　田　政　弘 B406

教　授 伊　東　知　之 G412

教　授 篭　谷　隆　弘 B207

准教授 高　野　秀　晴 G316

准教授 青　井　夕　貴 G409

准教授 乙　部　貴　幸 G313

教　授 伊　禮　三　之 G314

教　授 西　出　和　彦 G416

准教授 鈴　木　智　子 G318

教　授 中　野　研　也 G410

准教授 三田村　雅　人 G319

講　師 森　尾　恵　里 G411

准教授 出　村　友　寛 B402

【ӫཆ学Պ߁݈】 【ҭ学ՊڭͲࢠ】

教　　 員　　 名 室　番

学　　　長 田　代　俊　孝 A104

副　学　長 石　川　昭　義 G317

副　学　長 野　田　政　弘 Ｂ406

人間生活学部長 佐　藤　裕　保 Ｇ221
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G216
印刷室
G216
印刷室

G221
佐藤（裕）佐藤（裕）

G219
鳴瀨

G106
天秤室

準備室
G105

B号館２Fへ

G号館２Fへ

倉
庫

C号館３Fへ

C号館２Fへ

正面入口

車椅子用WC車椅子用WC

玄関

D102

D104

屋上

車椅子用WC

車椅子用WC

車椅子用WC

車椅子用WC

屋上

B101B103
AED

EV

EV

EV

EV

AED
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精密機器室

G201
学生ホール

G402
更衣室(女)
G403
更衣室(男)

G319
三田村

#号 （ؗ講義・実験౩） "号 （ؗ理・講義౩）%号 （ؗ体育館）(号 （ؗ人間生活学部౩）

リフレッシュ
スペース
ルーフ

バルコニー

G408
楽器庫

リフレッシュ
スペース

リフレッシュ
スペース

準備室
G105

ルーフ
バルコニー

ホールホール

B104

B112 B111

ホールB106B106
B102

B107B107
B105B105B109B109

衆会ホール

保
健

管
理
室

講師控室 応接室

B110
学生支援
センター長室

学生支援センター
学務課

倉庫
キャリア
支援センター

ステージ

男子更衣室

ホール

D101女子更衣室

D105
D106

D107

体育館

器具室 器具室

準備室

器具室

放送室

学
生

相
談
室

入学･広報
センター

資
料
室

倉庫

B209 B203
講義室

B202B202B206B206B207B207B208B208

研
B205B205

研
B204B204 B201

B210B210B211B211B212B212
研

第2心理学実験室

心理学準備室（伊藤）

水
田

研

篭
谷

大
森

研

山本
（雅）森本 森

第1心理学実験室

実験準備室（山岸）

B301B301B306B306 B305B305
講義室

B307B307
講義室

B308B308
講義室

B309B309
講義室 B304B304 B303B303 B302B302

B311B311

B312

B310B310

倉庫

倉庫

動物飼育室
臨床心理
実習室

臨床心理実習室

動物基礎実験室
動物特殊実験室

正面入口

A107

A108

A101

A103

A104

A102

A106

A105

放送室

施設管理室

印刷室

A106

A105

放送室

地域共創センター
学長補佐室

地域共創センター
学長補佐室

学長室

応接室

事務局
・総務課
・経理課

吹抜

A205

A204

A203

A206
会議室

A201

A202

副学長室

副学長室

共同研究室

理事長室

書庫

A302
講義室

A303
講義室

A301
講義室

B403
講義室

B407
講義室 B406 B405 B404B406 B405 B404 B402 B401B402 B401

野
田

竹
村

出
村

倉
庫

杉
島

研 研 研 研 研

研

B108B108

研

教職課程共同学習室

4F

3F

2F

1F

4F

3F

2F

1F

G112
生理学実験室

G108
理化学実験室

G110
クリーンルーム

G113

G114
精密機器室

G115
共同実験室

G103
臨床栄養
実習室

エントランスホール

入口

G104
食品・調理
実習室

G101
事務室

G116
試食室

変電設備

LPガス
供給設備

G102
調理実習室

G118洗浄室 G120

食品庫

前
室

G119

下処理室

G117
給食経営管理実習室

G121
検収室

G122
更衣室
（男）

G123
更衣室
（女）

G124
職員
準備室

G111
ドラフト室

G109 エーテル室 多目的WC

EV

G107
薬品庫

G209
ゼミ室

G213
ゼミ室 G218

G208
動物飼育室

G204
栄養教育
実習室

G202
情報演習
コーナー

G201
学生ホール

プレゼンテーション
ルーム

G307
講義室

G306
講義室

G304
講義室

G207
講義室

G206
講義室

G205
講義室

G203
講義室

G303
講義室

G302
講義室 G301

講師控室

G305

EV

EV

G415
倉庫

G414
演習室兼
プレイルーム

行動観察室
G413

G422個人練習室
G420

G421
G423
G424

G425

G407
音楽室

G406
図工室

G405
科学実験室

G404
倉庫

G401
総合演習室

G402
更衣室(女)
G403
更衣室(男)

１ 2 3 4 5
１ 2 3 4 5

6 7 8 9

音楽レッスン室

EV

研

G210
岸

G212
野村

（井上・内田・辻・寺田・中村）

G214
浦本

G211
山本（浩）

G215
長岡

G217
阿部

G220
尼子

G409
青井

G411
森尾

G410
中野

G412
伊東

G416
西出

研

吹抜

研研研研研 研研研研研

研 研研研

G308 ゼミ室
G312

石黒
G309

研

細田
G320

佐藤（真）
G310

池田
G311

乙部
G313

伊禮
G314

高野
G316

G315

石川
G317

鈴木（智）
G318

研

リフレッシュ
スペースG408

楽器庫

研 研 研 研 研 研 研 研研

リフレッシュ
スペース

リフレッシュ
スペース

研

G216
印刷室
G216
印刷室

G221
佐藤（裕）佐藤（裕）

G219
鳴瀨

G106
天秤室

準備室
G105

B号館２Fへ

G号館２Fへ

倉
庫

C号館３Fへ

C号館２Fへ

正面入口

車椅子用WC車椅子用WC

玄関

D102

D104

屋上

車椅子用WC

車椅子用WC

車椅子用WC

車椅子用WC

屋上

B101B103
AED

EV

EV

EV

EV

AED
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'号 （ؗ大学院౩） &号 （ؗ講義・ԋश౩） $号 （ؗ敬田館）

織
田

江
南

F401 F402 F403 F404
研

三
脇

研修員
共同研究室

西
村

F405
研

F406
院生研究室

車椅子用
WC

風除室

E103 E102 学生ホール

E107E107
研

E106E106 E105E105 E104AE104B

機械室

喫煙ルーム

プロジェクト・
デザイン演習室

コンピュータ・
グラフィックス演習室

研 研

吉
村

研研

F105
待合室

F106 F107 F108F109 F110

グループ
相談室

相談室

脱衣・
シャワー室

受付・
心理臨床センター事務室

プレイルームプレイルーム

スタッフルーム

F101 F102 F103 F104

E201E202

E207E207E209 E208 E206E206 E205E205

E203

E204

情
報
サ
ポ
ー
ト
室

第1コンピュータ室

第2コンピュータ室

サーバ室

安
彦

研

社
会
調
査
専
用
室

研 研 研

多目的教室

図書ホール
（平井）

図書庫

講義室 ゼミ室

F204 F205 F206

F202 F203F201

F306

院生研究室

F301
研

F302

渡
辺

研
F303
研

稲
木

研
F304

吉
水

研
F305

E301

E306
同窓会室

E302E303 E302E303
E304
講義室

CALL演習室    英語教育センター

C号館３Fへ

E-Lounge研

研

研 研

坂
井

研

第3コンピュータ室

C111

C112

C103C102

C104

厨房

C101検索コーナー

カウンター

C105
書庫

WC

更衣室

車椅子用
WC

自販機
コーナー

売店 風除室

食堂事務室

図書館事務室

図書閲覧室

C211 吹抜 図書閲覧室

書 庫

C201

機械室

学友会室

C203

車椅子用
WC

車椅子用WC

C302
講義室

C303
講義室

C304
講義室

車椅子用
WC

ゼミ室
屋上

屋上

C301
倉庫

ク
ズ
ィ
フ

紺
渡

研研

ハ
ウ
カ

研 研

大
河

升
田

橋
本

小
川
小
川

加
藤

研研

矢
橋

研研
EV

食堂

4F

3F

2F

1F

3F

2F

1F

E号館３Fへ

A号館３Fへ

A号館２Fへ

E号館２Fへ

C号館２Fへ

B
号
館
２
F
へ

車椅子用
WC

C202
吹　抜

C
325

C
323

C
321

C
320

C
324

C
322

C
326

C
332

C
330

C
331

C
333

C
311

C
312

C
313

C
314

C
310

C
315

E305

倉庫

倉庫

脱衣・
シャワー室

EV

EV

EV

EV

車椅子用WC車椅子用WC

EV

EV

ラーニング・コモンズラーニング・コモンズ

グループ
学修室

AEDAED

研 研

132



C A M P U S   G U I D E
学内案内図 消防用設備等配置図 ফՐث Րࡂ報ث ফՐખ ॿାٹ ආఐ̙̖̚ࢠඇৗޱ

'号 （ؗ大学院౩） &号 （ؗ講義・ԋश౩） $号 （ؗ敬田館）
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プロジェクト・
デザイン演習室

コンピュータ・
グラフィックス演習室

研 研

吉
村

研研

F105
待合室

F106 F107 F108F109 F110

グループ
相談室

相談室

脱衣・
シャワー室

受付・
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研
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水

研
F305

E301

E306
同窓会室
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書庫

WC
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書 庫

C201
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講義室
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大
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研研

矢
橋

研研
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E号館２Fへ
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C
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シャワー室
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EV
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EV
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C A M P U S   L A Y O U T
キャンパス全体図

ආܦ࿏

避難経路略図

非常時（火災・地震等）には、学内
放送や教職員の指示に従い行動
して下さい。
また、授業以外で学内にいる場合
は、放送内容や指示をよく聞き、あ
わてずに避難通路の安全を確認し
て行動し、指定の避難場所（テニス
コート北側）に集まってください。

東
門

正
門

北門

E号館 C号館

A号館

正面玄関

ゲート

ゲート

ゲート

B号館

F号館
（大学院）

C号館
（図書館）

中 庭中 庭
D号館
（体育館）

G号館

世灯館

No.2

シンボルタワー

No.1

No.3

避難場所

野球場
（兼調整池）

記念碑

車椅子用
WC

管理棟

AED
多目的グラウンド
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A R E A  M A P
エリアマップ

笠原病院
中村病院
林病院
相木病院
萩原医院
東武内科外科（校医）
マルカ整形外科内科
あさざわ歯科医院

総合病院
総合病院
総合病院
総合病院
内科
内科・外科
整形外科・内科
歯科

越前市塚町214
越前市天王4-28
越前市府中1-5-7
越前市中央2-9-40
前市宮谷36-10
越前市横市6-3
越前市吾妻2-8
越前市村国3-7-7

23-1155
22-0618
22-0336
22-1607
27-1228
21-1155
22-1317
23-0821

ひの歯科クリニック
奥村眼科医院
吉田皮膚科医院
井元産婦人科医院
やまもとクリニック
なんぶ眼科クリニック

越前警察署
北日野駐在所

歯科
眼科
皮膚科
婦人科
耳鼻咽喉科
眼科

越前市岩内2-1-2
越前市天王2-22
越前市姫川2-3-3
越前市堀川6-25
越前市庄町1-1
越前市あおば町1-30

越前市日野美2-33
越前市矢放18-27-1

25-6480
24-2016
24-5532
23-3541
23-1187
21-2111

24-0110
21-1934

病院名 診療科目 所在地 電話 病院名 診療科目 所在地 電話

国
道
８
号
線

GS● ●
北日野小

●ひの歯科

あ
さ
ざ
わ
歯
科
●

▲村国山

ひ
し
だ
い
書
店
●

武
生
高
校
●

至敦賀↓

芦山公園芦山公園

野球場

ガスト●

コンビニ●

サンド-ム
福井

プリンスホテル　
タケフ●

●東武内科外科

●GS

●武生
　商工会議所

●100満ボルト

●笠原病院

↑
至
福
井

北日野
駐在所
●

薬
局
●

芦
山
荘
●

イエローハット●

ハイム帆山

●
武生東高校

北新庄小
●

北
陸
自
動
車
道

●

東運動
公園

万
葉
中
●

至池田

至
今
立

↓

↑
至
福
井
・
金
沢

浅
水
川

至
敦
賀・米
原
↓

JA越前武生

●

仁愛
大学

ӽલࢢ

ࢢߐࡸ

●
ワ
イ
プ
ラ
ザ

〒 〒

〒

〒
●

職業訓練センター

●

ハローワーク

ঙ田ަࠩ

̔

Ԭަࠩ

ԣࠩަࢢ

J
R
北
陸
本
線

福
井
鉄
道

日
野
川

越前
市役所

●
越前市図書館

相木病院

井
元
産
婦
人
科

●

紫式部公園

林
病
院

至敦賀↓

至福井↑

●

マ
ル
カ
整
形

●

●

越前警察署●

保健所
●

●
文化センター

武生中央郵便局

〒

総社

●
中
村
病
院

●
国 

道 

��� 

号 

線

武
生
駅

ビレッジ日野

ੜ
*�$�

ベルメゾン

ホテル
クラウン
ヒルズ武生

●

越前武生駅

［　 …シャトルバスのりば］

北府駅

仁愛大学
駅前サテライト

●

みつわ
●

バ
ロ
ー
●

ファミリー
  マート

ファミリー
  マート 萩原医院

●やまもと
クリニック

吉田皮膚科吉田皮膚科な
ん
ぶ
眼
科

●
●

●
奥
村
眼
科



●

A R E A  M A P
エリアマップ

笠原病院
中村病院
林病院
相木病院
萩原医院
東武内科外科（校医）
マルカ整形外科内科
あさざわ歯科医院

総合病院
総合病院
総合病院
総合病院
内科
内科・外科
整形外科・内科
歯科

越前市塚町214
越前市天王4-28
越前市府中1-5-7
越前市中央2-9-40
前市宮谷36-10
越前市横市6-3
越前市吾妻2-8
越前市村国3-7-7

23-1155
22-0618
22-0336
22-1607
27-1228
21-1155
22-1317
23-0821

ひの歯科クリニック
奥村眼科医院
吉田皮膚科医院
井元産婦人科医院
やまもとクリニック
なんぶ眼科クリニック

越前警察署
北日野駐在所

歯科
眼科
皮膚科
婦人科
耳鼻咽喉科
眼科

越前市岩内2-1-2
越前市天王2-22
越前市姫川2-3-3
越前市堀川6-25
越前市庄町1-1
越前市あおば町1-30

越前市日野美2-33
越前市矢放18-27-1

25-6480
24-2016
24-5532
23-3541
23-1187
21-2111

24-0110
21-1934

病院名 診療科目 所在地 電話 病院名 診療科目 所在地 電話

国
道
８
号
線

GS● ●
北日野小

●ひの歯科

あ
さ
ざ
わ
歯
科
●

▲村国山

ひ
し
だ
い
書
店
●

武
生
高
校
●

至敦賀↓

芦山公園芦山公園

野球場

ガスト●

コンビニ●

サンド-ム
福井

プリンスホテル　
タケフ●

●東武内科外科

●GS

●武生
　商工会議所

●100満ボルト

●笠原病院

↑
至
福
井

北日野
駐在所
●

薬
局
●

芦
山
荘
●

イエローハット●

ハイム帆山

●
武生東高校

北新庄小
●

北
陸
自
動
車
道

●

東運動
公園

万
葉
中
●

至池田

至
今
立

↓

↑
至
福
井
・
金
沢

浅
水
川

至
敦
賀・米
原
↓

JA越前武生

●

仁愛
大学

越前市

鯖江市

●
ワ
イ
プ
ラ
ザ

〒 〒

〒

〒
●

職業訓練センター

●

ハローワーク

庄田交差点

８

葛岡交差点

横市交差点

J
R
北
陸
本
線

福
井
鉄
道

日
野
川

越前
市役所

●
越前市図書館

相木病院

井
元
産
婦
人
科

●

紫式部公園

林
病
院

至敦賀↓

至福井↑

●

マ
ル
カ
整
形

●

●

越前警察署●

保健所
●

●
文化センター

武生中央郵便局

〒

総社

●
中
村
病
院

●
国 

道 

365 

号 

線

武
生
駅

ビレッジ日野

武生
I.C.

ベルメゾン

ホテル
クラウン
ヒルズ武生

●

越前武生駅

［　 …シャトルバスのりば］

北府駅

仁愛大学
駅前サテライト

●

みつわ
●

バ
ロ
ー
●

ファミリー
  マート

ファミリー
  マート 萩原医院

●やまもと
クリニック

吉田皮膚科吉田皮膚科な
ん
ぶ
眼
科

●
●

●
奥
村
眼
科








